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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







ＰＴ．１　気になるだけです！

ＰＴ．２　最強の呪まじない！

ＰＴ．３　美しすぎる！

ＰＴ．４　永遠の約束！

ＰＴ．５　神の死す場所！

ＰＴ．６　光ある世界を！
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　終わりの見えぬ湿しつ地ちを、わたしとディアは歩き続けていた。

　空に星はない。月も太陽も存在しない。

　闇やみは深く、一筋の光も届かない。

　底冷えのする夜気。頰ほおを打つ水すい滴てきは雨か雪かも分からなくて、濡ぬれた足に風がじんじんと凍しみていた。

　沼ぬまに足を取られる。

　転びそうになったわたしの手をディアが握にぎりしめてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか、ベル」

　暗闇で顔は見えない。

　感じるのは、手のひらに伝わる彼の温かさだけ。

　肌はだを抜ぬけて、血の流れを通して、わたしの心に沁しみてくる。

　彼の声、彼の熱、そして彼の命。

　光なき世界、ここは黒こく天てん魔ま界かい第三十六層地じ獄ごくゾアンティックコキュートス。

　でも、わたしは負けない。

　あなたがいれば、なにも怖こわくない。

　あなただけが、わたしの道しるべだから。





（つづく）














　そう記して、彼女はペンを置いた。

　本を閉じ、ほう、とため息をつく。

「また有りもしない日記を書いてしまいました…………」

　ここはローラントの王宮だった。

　愛らしい顔立ちをした彼女は、ローラントの姫ひめ君ぎみであるところのベルである。

　日記の記述によると、愛を認めない王魔ポポロ・ド・アックの手にかかり、黒天魔界第三十六層地獄ゾアンティックコキュートスへと追放されているはずなのだが。

（どこなんだろう、そこは……）

　日記なんだし、多少のお茶目は許されるだろうと思って書き始めたウソ日記なのだが、多少多少といってるうちに、黒天魔界などという聞いたこともない世界に話が飛んでいた。

　自分でも、むちゃくちゃを書いてると思う。

　でも、冒ぼう険けん編が始まってからというもの、ペンがのってのって止まらないのだ。

「それもこれも、ディアさんが一度も訪おとずれてくださらないからですわ」

　ツン、と唇くちびるをとがらせてみる。

　でも、すぐにしょんぼりと表情が翳かげった。

　胸の奥がきゅっと痛むのだ。

　実際は、あれから一度としてディアの声を聞いてない。

　それで、ウソでも書いて寂さびしさをまぎらわせているのだけれど……、

「と……ともかく、この日記は人に見せられませんわ」

「なにが、人に見せられないのですか？」

「きゃあああああああああああああああ！」

　背後に立っていたのはロックだった。

　整った顔立ちをしているが、切れ長の目は美しさを通りこして、刃は物ものに見えると人には言われている。

　この国の法務大臣だ。

「どうなされたのですか、姫さま？」

「なんでも、なんでもありませんの！」

　ベルは立ち上がり、日記を背中に隠かくした。

　顔中、汗あせだらけだ。

「いま、背中に何か隠されたようですが」

「いいえ！　なんでもありません！」

「そうですか」

　ロックはゆっくりと微笑ほほえんだ。

（なんとかごまかせました……）

　ホッと胸をなでおろすベルである。

「ところで何を書いておられたんですか？」

「な、なにも書いてはおりませんっ！」

　ベルはいきなり心臓を射い貫ぬかれたみたいにびっくりして、首をぶんぶんと振ふった。

「そうですか」

　ニコリと、ロックは微笑んだ。

　ぞくっ……。

　わずかの隙すきもない完かん璧ぺきな微び笑しようが、ベルの目には恐おそろしいものに見えて仕方がなかった。

（バ、バレている気がいたします……！）

　冷や汗がたらたらとこぼれてきた。

　出てきた声も震ふるえていた。

「……ロ、ロックさまこそ、本日はどのようなお仕事を？」

「先ほどまでディアと会っておりました」

「まあ、ディアさんと！」

　途と端たんにベルは目を輝かがやかせた。

「たいした話ではありませんよ。先日の事件の後始末がまだ済んでいなかったのでちょっとしたヤボ用を」

「どのようなお話をなされたのです？」

　胸の前で両手をぎゅっと握りしめると、ベルは大きな瞳ひとみをますます大きくして、背の高いロックを見上げた。

「どのような、とは？」

　ロックはきょとんと首を傾かしげた。

　聞かれて、ベルは頰ほおを染めた。

　もじもじと指と指をからませ始めた。

「それは……、その……、たとえば、わたくしのこととか……」

　いっぱいいっぱいの上うわ擦ずった声だ。

「いえ、姫さまの話題は……」

「なにも？　一言も？」

「ええ」

「本当に？」

「はい」

「そうですか……」

　しょんぼりと、ベルはうつむいた。

　咲さいた花が一いつ瞬しゆんで枯かれるような落ち込みぶりだった。

　ふむ、とロックは腕うで組ぐみをした。

　だいたいの見当がついたのだ。

「……つまり姫さまはあの男と話がしたいのですね？」

「いえ、わたくしは別に！」

　首はぶるんぶるんと振っているのに、顔は耳たぶまで真っ赤なベルだった。

「遠えん慮りよなさらずともよいのですよ」

「別に、わたくし、遠慮など……」

　言いながら、目をあちこちにさまよわせたり、それでいて顔はうれしそうににやけていたり、言葉と反応が一いつ致ちしてない。

（…………………………）

　後見役という、ある種父親役としてベルの成長を見守ってきたロックにしてみれば、ベルの初はつ恋こいを素す直なおに応おう援えんは出来かねるところではあるのだが、さりとて、彼女の心を踏ふみにじるようなこともしたくはない。

　ロックは一瞬考えて、わざと要領の悪いふりをした。

「では、呼び出さないことにしましょう」

「や、やっぱり、呼んでください！」

　ベルは真っ赤に熟したリンゴみたいな顔をして言った。

　一生のうちで、一番純真でいられる年とし頃ごろにしかできない、一瞬の表情だ。

　あまりの愛らしさに、たまらずロックは頰を緩ゆるめてしまった。

　そして思うのだ。

（よりにもよって、なぜ、あの男なのだ!?）

　それだけが納なつ得とくいかなかった。







　召めし出されたのはジョオとクルスだった。

（なぜディアではない……？）

　首を傾げるロックである。

　なぜ呼ばれたのか分からないのはジョオたちも同じだった。

「姫ひめさま、今日はどのようなご用件で？」

「あ、はい、たいした質問ではないのですけれど……」

　そこまで言って、ベルは頰を染めた。

　あの……、あの……、と続きを言おうとするたびに勇気を失い、顔を上げてはうつむく。

「おっ、おふたりは、ディアさんと同室と聞き及およんでいるのですが……」

　二十分。

　ここまで言うのに二十分が経過した。

「それが……何か？」

「ええと……、その……、その……」

　……………………。

　また、二十分。

　ジョオは、ロックに訊たずねた。

「……姫さまの質問は教会宛あてに届けてもらってもかまいませんか？」

　慌あわててベルが口を開いた。

「ああっ！　ディアさんはわたくしのことを何か語っておられましたでしょうか？」

「いいえ、何も」ジョオは即そく答とうした。

「ひ、一言も？」

「はい」

「………………………………………………」

　ベルはしょぼんと落ち込んでしまった。

（──なるほど、ね）

　心の中で、ジョオはうなずいた。

「そういう質問は、直接本人を呼んでお訊ねなされればよろしいかと思いますよ」

「無理です！」

　きっぱりと、宣言される。

　耳の先まで真っ赤にして、

「そんなことが出来るなら、ジョオさんたちをお呼びしたりはしていません！」

　言ってることは後ろ向きなのだが、態度は凜り々りしい。

　幼い頃ころから教え込まれた王女の威い厳げんが、こんな時でもにじみでているのだった。

「……つまり、姫さまはディアのことが好きなんですね？」

「ち、違ちがいます！」

　ベルはあわあわと手をあらぬ方向に動かしながら、首をぶるんぶるんと振ふった。

　ジョオは思った。

（やっぱり好きなのか……）

　ロックも思った。

（ディアめ、姫さまの心を……）

　そしてクルスはこう思った。

「嫌きらいなのか。いい人なのにな、ディアさん」

「えっ!?」

　ジョオはびっくりして、クルスを見た。

「クルスさま、今の話、聞いてました？」

「うん、違います、って」

「……………………………………」

　ジョオは胸の前で聖印を切って、神への祈いのりを捧ささげた。

（ロイ先生、人類を救おうという人がここまで鈍どん感かんなのは問題がある気がします……！）

　そして、ベルを見た。

（美人ほどゲテモノを食うと言うけれど……）

　恋こいって怖こわいな……、と思うジョオである。

「……お言葉を返すようですが、ディアは龍りゆう族ぞくで素す性じようの分からぬ男ですよ？」

　すると、ベルはほんのりと染まった頰ほおに片手を添そえ、

「龍族の国では、さぞかし人格高潔な騎き士しさまだったのではないかと……」

（うわぁ……、勝手に妄もう想そうしてるし）

　ジョオはこのまま笑え顔がおで部屋を立ち去りたい気持ちになった。

　そういう訳にもいかないので提案する。

「要するに、ディアに姫さまのことをお尋ねしてくればよいのですね？」

「そうですっ、それだけです！」

　思い詰つめた顔でベルは訴うつたえた。

　両手を胸の前で握にぎりしめている。

　今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　ジョオは複雑な気持ちになった。

（聞かないほうがいい気がするんだけど……）

　さりとて、拒きよ否ひという選せん択たく肢しがあるようにも思えない。

「わかりました」

「さりげなくお願いしますね。それとなく、わたくしが知りたがっているということを悟さとられないように、内ない緒しよな感じで……」

（それだけというわりに注文が多いような）

　それは口にせず、ジョオは微笑ほほえんだ。

「さりげなく、ですね」

　確かに、ジョオは約束した。







　ディアが部屋に戻もどってきたのは、日にち没ぼつを過ぎてからのことだった。

　洗せん濯たく物ものを畳たたんでいたクルスは、さっそくジョオに目線を送った。

（さりげなくだよ、ジョオ）

（わかりました）

　ジョオは立ち上がって、ディアに尋たずねた。

「お前、姫ひめさまをどう思ってる？」

　クルスは畳んでいた洗濯物ごとひっくり返った。

　そばに寄って、ジョオの耳を引っ張る。

（姫さまとの約束は!?）

（内緒のままじゃ、少しも話が進まないじゃないですか）

　ぽん、とクルスは手を打った。

（そっか！　考えてるね、ジョオ）

（いえ、私は極論、クルスさま以外のことはどうでもよいので）

　さらりと答えるジョオである。

（ジョ、ジョオ…………）

　まあ、そんな感じで、ジョオはテキト～な責任感を抱いだきつつディアに向き直った。

「で、姫さまのことなんだけど」

「別に、何とも？」

「姫君ですよ」

「子供だし」

「三国一の美人とうたわれた……」

「子供だし」

「それだけなんですか？」

「まぁ、三年後だな」

「……脈なし、と」

　ジョオはメモに書き込んだ。

「ええっ、ジョオ、そんなんでいいの!?」

「ですから、私はクルスさま以外のことはどうでもいいと」

「いや、だからって…………」

　するとディアは、外がい套とうを脱ぬぎながら、

「なにヒソヒソしてんだよ、あやしいな」

　からかうように笑った。

　無造作に投げられた服はキチンと畳まれた洗濯物の上に落ちる。

　クルスが怒おこった。

「もーっ！　ディアったら、洗濯物の上に脱いだものを置かないでって言ってるだろ」

「あ、悪わりい」

「何度言ったと思ってるのぉ？」

　世話好きなお姉さんみたいな口調で、クルスは洗濯物についた髪かみの毛をつまんだ。

「こんなに長い髪の毛が……」

　クルスはぎょっとなった。

　黒髪は長く、香こう水すいの匂においがした。

　ディアの髪は銀色で、しかも短い。

「「これって……どういうこと？」」

　クルスとジョオは互たがいに顔を見合わせ、びっくりした顔でディアを見やった。

「いやぁ、人ひと族ぞくにも美人はいるんだなァ」

　得意げにニヤリと笑うディアからは、酒の匂いがこぼれていた。







　んで、翌日の王宮である。

　取り繕つくろってもしょうがないので、ジョオは見たところを正直に告げることにした。

「結論から申しますと、あきらめてください」

　ところが、ベルは顔色一つ変えなかった。

　変わらず笑え顔がおを浮うかべていた。

　変わらず笑顔を浮かべていた。

「……姫、さま？」

「…………………」

　返事がない。

　ベルは、笑顔で気絶していた。

「姫さま！」「姫さま！」

　小間使いたちが駆かけ寄った。

「まだダメと決まったわけじゃ……」

　クルスが口をはさもうとすると、ジョオは返す刀でばっさりと、

「あれは絶対女の人ですよ」

「女の方ってどういうことですか!?」

　がばっと身を起こしたのはベルである。

（しまった）ジョオは目を細めた。

「もっと詳くわしくお聞かせください！」

　ベルは詰つめ寄った。

　面めん倒どうなことになりそうな気がしたジョオは、気まずそうに顔を背そむけ、

「しょ、しょせん夜遊びですよ」

「夜遊びっ!?」

　ベルはまた気絶しそうになった。

「姫ひめさまほどの方が気にされることではありません」

「気になりますっ！」

　ベルは飛びつくように、ジョオに迫せまった。

　きゅっと引き結んだ唇くちびるがわなわなと震ふるえていた。今にも泣き出しそうな目だ。

「お願いします。その人のこと、わたくし、知りたいです！」

「知っても後こう悔かいするだけですよ～っ！」

　ジョオはそう言おうとした。
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　そう言ってやろうとしたのだが──、

　うるうると純情にうるむベルの瞳ひとみを見ているうちに──、

「さりげなく……ですね」

　と、言ってしまった。







「なんで私がこんなことを……」

「それだけジョオが優やさしいってことだよ」

　励はげますように、クルスが言う。

「せめてもの役得は、クルスさまと二人きりで行動できることぐらいです」

「……ど、どういう意味？」

　きょとんとするクルスを横目に、ジョオは大通りへと足を踏ふみ入れていった。

　時は宵よいの口、繁はん華か街がいはこれからが夜明けである。

　燃える空を背にしながら、二人はディアのあとを付けていた。

　通りは人の渦うずのようであり、誰だれも他人の行方ゆくえなど気にも留めない。

　二人は気付かれた様子もなく、ディアが一いつ軒けんの店に入ってゆくのを見届けた。

　のぞき込んでみる。

　酒場のようだった。

　憶おく測そくになってしまうのは、中にもう一つ扉とびらがあって、内部の様子をうかがい知ることは出来ないからだった。

　しかしジョオは、ぱっと見た目の建物の雰ふん囲い気きと、中から漂ただよってくる香こうの匂いで、だいたいの察しをつけた。

「恋こい人びと同士で入る店のようですね」

「こんな薄うす暗ぐらい店に？」

「薄暗いからこそ、ですよ」

「どうしてなの？」

　クルスは首を傾かしげた。

「さあ？」

　ジョオはとぼけた。

「でも、そんな店じゃ入れないね」

「いえ、入りましょう」

　迷わず、ジョオは足を踏み入れた。

　すぐに店員が飛んできた。

「ここは神官が来るところではないぞ」

　ジョオは意味深な笑えみを浮かべた。

「神官だから、人目を忍しのぶこともあるんですよ」

　すると店員は品のよろしくない笑いを浮かべ、

「どうぞ、ごゆっくり」

　と、中へ通してくれたのだった。

　クルスはきょとんと目を丸くして、

「どういう意味なの？」と訊たずねたが、

「さあ？」

　やっぱりジョオはとぼけるだけだった。

　入った店内は、薄暗かった。

　かろうじてマスターと向かい合うカウンター席に灯あかりがついているぐらいで、かなりの広さがあるフロアは洞どう窟くつのように暗い。

　宵の口のせいか、客の数は少なかった。

　席のほとんどは仕切りで区切られていて、テーブルの片側だけに椅い子すが置かれている。つまりまあ、恋人同士が肩かたを寄せ合いながら、いちゃこらするためのラブシートだった。

　淫いん靡びな感じはするが、調度品の装そう飾しよくやら、カウンターに置かれたワインの銘めい柄がらを見るかぎり、それなりに金のかかっている店ではあるようだ。

　ディアの姿は、ほどなく見つかった。

　カウンターに座り、隣となりの客と酒を飲んでいたのだ。

　女の人だった。

　暗がりのせいで、はっきりとした色までは識別できないが、濃こい色をした髪かみを腰こしまで伸のばした女性だった。

　片手を伸ばし、長い髪をふわりとかき上げる。

　天てん井じようの照明が逆光となって、まるで大気そのものが煌きらめいているように見えた。

　美しい、女性だった。

　彼女は髪をかき上げた手を、ディアの腰へと回した。

　ディアは拒こばまなかった。ノースリーブの肩から伸のびた彼女の白い手が、妙みように艶なまめかしいものに、クルスたちの目には見えた。

　ジョオはそばにあった植木の陰かげに隠かくれた。

（……確かめるまでもなかったですね、クルスさま）

（わかんないよ、ただの知り合いなのかもしれないじゃないか。話を聞かないと）

（ディアをかばうんですかっ？）

（そうじゃなくて、姫ひめさまが可哀かわい想そうだし）

　言いながらもクルスは、ディアのすぐ後ろの席に移動した。

　二人の会話に耳をそばだてるためである。

　ディアも彼女も、互たがいの顔を見つめ合うばかりで、ジョオとクルスが背後を通り過ぎたところで気付こうともしなかった。

　まあ、他人ひとのことなど眼中にもないというのは、ディアに限らず、この店にいる恋人たち全すべてに言えることではあったが……。

　ディアは彼女のことを〝ファンタム〟と呼んでいた。

　一度見たら、忘れられないタイプの女性だった。切れ長の瞳ひとみが墨すみを引いたように濃く、力強い。

　それ以上に印象的なのが唇くちびるだった。

　大きくはないがたっぷりとした唇は、年とし頃ごろの男であれば、誰もが本能的にどきっとさせられてしまう肉感があった。

　その唇が、こんな言葉を発した。

「いいの？　教会のみんなを裏切ることになるわよ」

　ディアはあっさりと答えた。

「かまわねえさ、もともと仲間じゃねえし」

「ええっ！」

　思わず、クルスが声を上げた。

　慌あわてて、ジョオが口を塞ふさぐ。

（今は任務中ですよ！）

（で、でもぉ）

（我が慢まんしてください！）

　ジョオは自制を訴うつたえた。

　ファンタムは笑って、ディアに言った。

「うそ、一いつ緒しよに戦っていたじゃない。クルスって言ったかしら、神の子って呼ばれてる」

「神の子？　ハッ、笑わせんなよ。そこらにいる普ふ通つうのガキと変わんねえよ」

　ぷちん……。

　ジョオの頭部の、具体的に言えば、こめかみのあたりで何かが断だん裂れつした。

「聞き捨てなりません!!」

　店中に響ひびきわたる声で、ジョオは叫さけんだ。

（に、任務中じゃなかったの!?）

　今さら小声にしても無む駄だなんだけど、いちおう小声でクルスが訊きいた。

「あいつはクルスさまをバカにしました」

　ジョオの目は、怒いかりに燃える猛もう獣じゆうのそれになっていた。

（さっきと言ってることが違ちがうよお！）

　クルスの手を振ふり払はらって立ち上がる。

　振り向いたディアと目が合った。

　ディアがニヤニヤと笑う。

「なんだよ、お前ら。やっぱそういう関係だったのか!?」

　反応する心の余よ裕ゆうも、今のジョオにはなかった。

「……ほんと、あなたのことなんてどうでもいいんですけどね。私はあなたが死のうと腐くさろうと食われようと埋うめられようと地中で微び生せい物ぶつに分解されて土地の肥やしと化そうとどうでもいいし、いやむしろそうなって欲しいんですけれど……」

「どうでもいいなら帰れよ」

「あなたがなにかすると、それだけでクルスさまの品位を落としてしまうんですよ」

「……俺の人生はどうなってもいいのかよ」

「うっかり踏ふみつぶしてしまった虫ぐらいには心配しますが？」

「ぜんぜんしてねえってことだろうが！」

「……やりますか？」

　ジョオは不敵に笑ってみせた。

「けっ、初めからケンカ売る気だったな」

　親指で鼻を弾はじき、ディアは立ち上がった。

「あなたの顔を立ててあげたんですよ」

　ジョオは迷わず胸むな元もとに手をかざした。

　魔ま法ほうの起動印が浮うかび上がる。

　たまらずクルスが止めに入った。

「ダメだよ、ジョオ！　僕たち神官だよ！　お店に迷めい惑わくがかかるじゃないか！」

「ああ、そうでした」

　ジョオは思い出したように、近くにいたマスターに訊たずねた。

　なぜ彼をマスターだと判断したかというと、ただならぬ殺気を感じた他ほかの者たちは誰だれ彼かれともなく席を立ち、店を出ようとしていたからである。

「ここ、保険入っていますよね？」

「そりゃあ入ってるが……」

「よかった」

「……なにがだよ」

　目を半分にして、ディアが訊いた。

「これで店が壊こわれるのを気にすることなく戦えます」

「そういう問題じゃねえだろ！」

「八は魔ま顕けん現げん蛇じや爛らん爆ばく熱ねつ地じ獄ごく！！！！！」

　ジョオはいきなり攻こう撃げき魔法を放った。

「いきなりかよ！」

　叫ぶ間もなく、酒場は爆ばく発はつした。




　すさまじい轟ごう音おんがとどろいた。

　爆風と衝しよう撃げきの嵐あらしが吹ふき荒あれた後には、建物は巨きよ大だいな岩の塊かたまりに押しつぶされたかのように粉々となっていた。

　これで死人の一人も出ていないことが奇き跡せきだ、と笑いたくもなるような見事な壊れっぷりだった。

　ジョオは瓦が礫れきの上に立つと、見る影かげもない酒場のなれの果てを見回し、つぶやいた。

「保険に入っていなければ、大変な惨さん劇げきになるところでした……」

「……ズレてるぞ、お前」

　頭にたっぷりと埃ほこりをかぶったディアがうめいた。

「ええ、この技わざの難点は、射程が短い上に命中率が悪いので、攻撃力のわりに大味な攻撃しか行えないことと、一度発動するとまるまる一日は使えないコトなんですが……」

「技の命中率の話じゃねーよ!!」

「そうですか？」

「神官が闇やみの魔法使うかあ!?」

　くすくす、とジョオは笑った。

「おやおや龍りゆう族ぞくともあろう人が、戦いにモラルを持ち込むのですか？」

「てめーは神に仕えてんだろ!!」

「それは違いますよ、ディア」

　ジョオは涼すずしげな目をして言った。

「私は神の子に仕えているのです」

　結局、二人は騎き士し隊たいに取り押さえられるまでとっくみあいのケンカをした。







　んで、翌日。

　ジョオはベルに見たまんまを報告した。

「う、うそです……」

　姫ひめの小さな唇くちびるから震ふるえた声がもれた。

　剣けんの達人は、切り口を立てずに人を斬きることが出来るという。

「はうううう」

　真実にまっぷたつにされたベルは、ばたりと音を立てて倒たおれた。

「姫さま！」「姫さま！」

　小間使いたちが駆かけ寄る。

　さすがにジョオも、胸が痛んだ。

　でも、これでいいんだと考えることにした。

　うまくいったところで幸せになれるとは考えられない恋こいだ。腐くさると分かる実は落としてやるのが樹木のためだと、ジョオは思う。

　励はげまそうと、ジョオは膝ひざをついてベルに手をさしのべた。

「ディアはそういう男なのです。姫さまも目を覚まして、あんな男のことなど……」

「いいえ！」

　ベルはきっぱりと首を横に振ふった。

　目に一いつ杯ぱいの涙なみだを浮かべて、きっぱりと宣言したのだ。

「わたくし、信じません！」

「ええええ～っ！」

「わたくし、ディアさんがそのようなことをする方だとは思いません！」

「わ、私が噓うそを吐ついているとでも？」

「いいえ、ジョオさまが噓を吐いてるとも思いません」

「はぁ？　どういう意味ですか」

「こうなったら、自分の目で確かめます」

「た、確かめるって……？」

「城下に出て、ディアさんが浮うわ気きをしていらっしゃるのか確かめるのです！」

「……浮気？」

　その場にいた全員が目を丸くした。

　ベルは自分が口を滑すべらせたことに気付いて、あわあわと両手を振る。

「あ、いえ……、ただの言葉のアヤです」

「アヤ、ねえ……」

（わたくしったら、日記と現実がごっちゃになっています……）

　我ながら危険な兆ちよう候こうだと、ベルは思った。







　紫むらさきに染まる空に、星が瞬またたき出す頃──。

　街角では、ディアとファンタムが磁石がくっつくみたいに道をそぞろ歩いていた。

　とても自然で、鳥のつがいのように愛らしい。

　ただ笑い合うだけで、二人の間からは不思議な熱量が発せられ、周囲を暑くした。

　らぶらぶ、だ。

　そんな恋人たちを、背後から見つめている少女がいた。

　小さな手で服の裾すそをぎゅっと握にぎりしめて、震えている。

「ディアさんともあろう人が、ゆきずりの女性とあんなコトを……」

「ですから言ったではないですか」

「ディアさんはそんなふしだらな人ではありません！」

「でも、ああいう関係にはなるのですよね？」

　ががががががーん。

　音にすればそんな衝しよう撃げきを、ベルは受けた。

　大きな瞳ひとみが、たちまち涙で一杯になった。

「ジョオ、言い過ぎだよ」

　クルスがジョオの耳を引っ張った。

「ですけど、こうでも言わないと……」

「もっとトゲのない言い方があるだろ。ゆきずりから始まる恋もあるとか……」

「恋っ!?」

　ベルはくるくると目を回して、倒れた。

　クルスは驚おどろいた。

「どうしたんですか、姫さまっ!?」

「どうしたんですかじゃないですよ、クルスさま！」







　と、探たん偵てい団だんは探偵団で盛り上がってるうちに、ファンタムはディアの手を引いて、一いつ軒けんの店へ入っていった。

　見たところ、普ふ通つうの酒場のようだ。

　ベルは、さっそくわたくしたちも……、とクルスたちに提案をした。

「いえ、それは無理でしょう」

　ジョオのすげない答え。

「どうしてですか!?」

「建物の中は勝手が違ちがいますからね。客の中に一人でも姫さまの顔を知っている人がいたら、そこでバレてしまいますよ？」

「でも、ディアさんが……」

「そのディアにお気持ちを知られてもいいんですか？」

「だめです！」

　ぶるぶる、とベルは首を横に振った。

「では、あきらめて帰りましょう」

「それもだめです！」

　ぶるぶる、とベルは首を横に振った。

「も[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　ジョオは駄だ々だっ子に困り果てた母親みたいな声で頭に手をやると、あきらめたように店の裏側に歩き出した。

「交こう渉しようしてくるので、姫ひめさまはここでお待ち下さい」

　ジョオはそう言って、クルスと裏口の扉とびらを開いた。

　すぐ近くにいた厨房長シエフらしい男に聞く。

「すみません、ぶっちゃけ姫さまのわがままに振ふり回されている二人なんですが、店の中のぞかせてもらっていいですか？」

「ジョオ……ぶっちゃけすぎだよ」

　髭ひげ面づらのシェフは渋しぶい顔を見せた。

　だが、王家の名を出されては首を横には振れない。

「しゃあねえなぁ、のぞくだけだぞ」

　と、奥にある窓を指さした。

　窓からは客でにぎわうフロアが望めた。

　この店は厨ちゆう房ぼうを見せない造りになっていて、フロアとは、食器を出し入れするために開いている窓でつながっていたのだ。

　さっそくベルを呼び、タンスの引き出しぐらいの隙すき間まから、店の中をのぞきこんだ。

　ディアを捜さがそうと視線を滑らせる三人は、同じところで目を止めた。

　胸、だった。

　頭が二つ、首にぶら下がってるんじゃないかしらん、などと戯ざれ言ごとをぬかしたくもなるほどの見事な乳が、三人の目を釘くぎ付づけにしたのだ。

　年とし頃ごろのクルスたちはおろか、ベルですら見とれてしまうほどの代しろ物もの。

　隣となりに座るディアなど言わずもがなである。

　びろーんと伸のびた鼻の下がでんでろりんと。

「……………………」

　ベルの隣にいたクルスは、殺気に似た気配を感じた。

「クルスさま」

「は、はいっ！」

　びくっと身体からだを震ふるわせて、クルスはベルを見た。

「殿との方がたは胸の大きい女性というものをお好みになるものなのでしょうか？」

「えっ!?」

　クルスは目を点にした。

　ベルはとても真しん剣けんな目をしていた。

　一いち途ずに思い詰つめた、薄はく氷ひようのようなまなざしをしていた。

　なんと答えていいものか、クルスは詰まった。

「それはその～、どういったらいいのか～」

　人それぞれな話を一いつ般ぱん論ろんで語れと言われても困る話だった。

　ベルの視線から逃のがれるように、視線を外す。

　すごい乳が見えた。

　身を乗り出せば、机の上に〝でんっ〟とのり、声を上げて笑えば、それだけで揺ゆれる。見ているほうがクラクラしてしまいそうな引力を放っている。

　それほどの、きょぬー。

　直後、ファンタムは酔よった勢いでディアの顔を自分のきょぬーに抱だき寄せた。

「っ！」

　そのときディアの顔がだらしなく歪ゆがむのをベルは見逃さなかった。

「……………………」

　見ていられず、ベルはうつむいた。

　そっと自分のぺたんこの胸を押さえた。

　ほろほろと、涙なみだがこぼれてきた。

（ええっ!?）

　クルスは慌あわてた。

　めちゃくちゃ焦あせった。

「ひ、姫さま！　人にはそれぞれ個性があって、一部分だけを取り上げて、いいとか悪いとかは言えないんです!!」

「クルスさまはどうなんですか？」

「へっ!?」

　ベルはクルスに迫せまった。

「あるほうがお好みなのですか？　ないほうなのですか？」

「ぼ、僕ですかぁ!?」

　クルスはさっきとは違ちがう意味で焦った。

　あると言っても噓うそになるし、ないと言ってもそれはそれで、あるなしにこだわってる響ひびきがあって、いやらしい感じがした。

　真実、クルスはそんなところで女性を評価する人間ではないのだが、焦りでいっぱいいっぱいになっている彼に、そこまで自分の本音を掘ほり下げる余よ裕ゆうはない。

「ジョオ、た、たすけて……」

　隣にいるジョオに救助を求めるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかしジョオはにこやかに笑えみを浮うかべ、

「その話は是ぜ非ひ伺うかがいたいですね。私も興味がありますので」

「そんなぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　話がどんどんずれていた。




　ともあれ、ベルにとっては、ここにいることが拷ごう問もんであることに変わりがなかった。

「あうううう～っ」

　唇くちびるをきゅうと嚙かみしめて、それでもディアから目を離はなすことが出来なくて、彼女は涙ぐんでいる。

「……姫ひめさま、そろそろ帰りませんか？」

　いたたまれなくて、クルスが提案した。

「…………はい」

　ベルも、今度は素す直なおにうなずいた。

　しょんぼりと落とした肩かたが痛々しく思えた。

「ちょっと待ってください」

　突とつ然ぜん、真剣な顔をしたのはジョオだった。

　何を確かめようとしているのか、窓まど枠わくに手をかけて、いっぱいに目を細め、フロアにある何かを確かく認にんしようとしていた。

　そして、深刻な顔をして言うのだ。

「クルスさま、王宮に戻もどりましょう」

「そ、そのつもりだったんだけど……」

「急いで！」

　ジョオは焦るように二人の手を引いた。







　扉とびらを開いて、外へ出て、すっかり夜となった通りにジョオたちは飛び出した。

　飲食店がずらりと並んだ界かい隈わいは、これからが本番とばかりに賑にぎわっている。

　その流れを縫ぬうように三人は走り抜ぬけた。

「あの女、シロマダラです」

　苦い顔をして、ジョオが口にした。

「しろまだら？」

「巨きよ大だいな密輸団ですよ。──プレイラントという国はご存じですか？」

「知ってるよ。魔ま薬やくで滅ほろんだという……」

「それがシロマダラの仕し業わざです」

「まさか！」

「連中は金になりさえすれば、どんなものでも人の国に持ち込みます。魔薬、呪じゆ法ほう、龍りゆう骨こつ」

「龍骨!?」

　ベルが声を上げた。

「どうしたんですか、姫さま」

「そんな人たちの仲間になったら、ディアさんはどうなるんですか!?」

「死し刑けい、でしょうね」

　憎にくむような目をして、ジョオは言った。

「そんな！」

　ベルとクルスは悲鳴を上げた。

「彼が選んだことです」

　斬きるように、ジョオは言い切った。

　首を横に振ふったのはベルだ。

「ダメです！　ディアさんを引き留めないと」

「だとしても、今は王宮に戻るのが先です。何をするにも姫さまの身を危険にさらすわけには参りません！」

　それにはクルスも同意した。

　ちょうど空車の看板を提げた馬車がやってきた。

「急ぎましょう」

　ジョオは手をあげて馬車を止め、ベルを押し込んだ。

　そして自分は御ぎよ者しやと同じ前側に座り、財さい布ふから取り出した銀貨をそっと御者に握にぎらせた。

「王宮まで」

「あいよォ！」

　御者ははしゃぐように鞭むちをしならせた。

　街中とは思えぬ速度で馬車が走り出す。

　クルスは身を乗り出して、前部座席にいるジョオのそばによった。

「──でも、ジョオ。どうしてシロマダラが分かったの？」

「連中は仲間同士にしか分からない印を持っているんです」

「どうして、それを？」

「それは──」

　言いかけたところで、ガタン、と音がした。

　ジョオもクルスも後ろを振り向いた。

　馬車のドアがだらりと開いて、姫の姿が消えていた。
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　馬車はまっしぐらに王宮へと向かっていった。




　ごろごろと転がって、ベルは止まった。

　仰あお向むけになった視界に、ぽっかりと浮うかんだ丸い月が見えた。

（ディアさんを連れ戻さないと──！）

　すぐに立ち上がった。

　身体からだの節々から悲鳴のような痛みが聞こえてきたが、確かめている余よ裕ゆうはなかった。

　心はディアで一いつ杯ぱいだった。

（龍骨──）

　その言葉には聞き覚えがあった。

　記き憶おくが正しければ、それは人を龍身に変える代しろ物ものであるはずだった。

（ディアさんは龍族の身体に戻もどるために!?）

　ベルはそう考えた。

　呪のろいで変えられた身体を元に戻そうとしているのだ、何も悪いことではない。

　ましてや人の国の密輸団の話など、知ってるはずもない。でも。

（──王宮に戻ってからでは遅おそすぎます）

　事件がロックの耳に入れば、ただちに騎き士し隊たいが派は遣けんされるだろう。

　密輸団の凶きよう悪あく性を考えれば、それに関係したディアの命に気を配っている隙すきなどない。ディアが勝ったところで、騎士隊に犠ぎ牲せい者しやが出ればロックは許すまい。ましてやディアの力を考えれば、騎士隊が力を抜く余裕などあるはずがなかった。

　それが大臣としては当然の行動だし、そうすることが正しいということも分かっていた。

　少し前なら、正しさに従う事も出来たのだ。

　──でも、今は無理だった。

　なんとしてもディアを助けたかった。

　ファンタムの色いろ香かに酔よったせいだとしてもかまわなかった。

　それでもディアには生きて欲しかった。

（ディアさん────────────！）

　それだけの思いでベルは駆かけていった。

　そして、あっさりと捕つかまった。







　その頃ころ、ディアはまだ酒場のトイレにいた。

「高い酒ってわりには、うまくなかったな」

　用を足しながら、ぶるぶる、と身体を震ふるわせる。

「しっかし、ロックの奴やつも面めん倒どうな任務押しつけやがって……」

　──あれは先日のことだ。

　メシを食わせてやるというから、うきうきと王宮に出かけてみれば、皿の代わりに手配書の束を渡わたされたのだ。

「なんだよ、これ」

　ロックは耳も貸さず、一方的に言いだした。

「マズルに龍りゆう骨こつを渡した者がいる。当日、館やかたに出入りしていた者の証言を取ったところ、それだけの記述が出た。これを基もとに尻尾しつぽをつかんでくれ」

「ふざけんなよ！　何で俺が！」

「マズルの一件の後始末だ。貴様なら龍骨に興味をもっても、相手は怪あやしむまい」

「知るかよ、俺には関係ねえ」

　するとロックは静かな目をした。

「一つの龍骨を作るのに、どれだけの龍族の死体が必要か、貴様は知っているのか？」

「なに……ッ！」

　──と、その資料に、ファンタムがいたというわけである。

（ったく、人族ってのはどいつもこいつもろくでもねえぜ）

　龍骨とは、その名の通り、龍族の背骨から生成される代物だ。

『一つの龍骨を作るには百人分の身体が必要だと言われている』

　そんな話を聞かされて、黙だまっていられるディアではなかった。もちろん、そんな代物で龍族に戻る気もない。

（それに、あとは連中が雁がん首くび並べたところで、大暴れするだけだしな）

　桶おけの水で手を洗い、廊ろう下かに出る。

　待っていたファンタムとともに、酒場の裏手にある倉庫に向かった。

「仲間を紹しよう介かいするわ」

　と、扉とびらを開けた先に待っていたのは、

　ベルだった。

「なっ……！」

　ディアを見た瞬しゆん間かん、ベルは何かを告げようとしたが、言葉にならないうめきが漏もれるだけで声にはならなかった。

　猿さるぐつわをはめられ、両手を後ろに縛しばられた姿で床ゆかに転がされていたからだ。

「どういうことだ、これは！」

　ディアは、ファンタムを問いつめた。

「それはこっちの台詞せりふよ。あたしたちのあとをこそこそと付けて。あんたの知り合い？」

「関係ねえ！」

「関係ないならちょうどいいじゃないの、この小こ娘むすめにすれば？」

　ファンタムは妖よう艶えんな唇くちびるを不気味に歪ゆがめた。

「何が、だ？」

「あたしたちの仲間になりたいんでしょう？　儀ぎ式しきを受けるには統主さまに、捧ささげる貢みつぎ物ものが必要なの」

「貢ぎ物、だと？」

「人間の心臓よ」

　平然と、ファンタムは言った。

[image: ]

「フザけるな！」

　ファンタムは馬ば鹿かにした笑えみを浮うかべるだけだ。

「シロマダラになる人間の言葉とは思えないわね」

「誰だれが、蛇へびの仲間に」

「バカね、黙ってこの娘を殺しておけば、死なずに済んだのに」

「そういう考え方が肌はだに合わねえんだよ！」

「殺やる気？」

「てめえが姫ひめさんを自由にしないならな！」

　その時だ。

　倉庫の闇やみからぬうっと現れた手が、ベルを抱かかえこんだ。

「ねエサんを、いじメるなら、このおンな、こロス」

　肉の塊かたまりのような大男だった。

　口は笑っているのに、目に表情がない。

　大男の顔を見た途と端たん、ディアは言い様のしれない寒気に襲おそわれた。

　身体中に電流のようなものが走る。

　戦せん闘とう態勢に入れと本能が告げていた。

　ディアは断言できた。

（コイツはためらいなく人を殺せる男だ）

　だからこそ、ディアは構えを解いた。

　両手を投げ出して、首を横に振ふった。

「──わかった、姫さんには手をだすな」

「じゃあ、あんたから死ぬのね」

　ファンタムは太もものスリットからナイフを抜ぬいた。

　無む抵てい抗こうのディアを床に引きずり倒たおし、その首にナイフを突つき立てようとしたのだ。

（やめて────────────っ！）

　男の腕うでの中でベルは必死で身をよじった。

　猿ぐつわのせいで、ふがふがとしか聞こえない声がもどかしかった。

（わたくしのせいで！）

　ベルは絶望的な気持ちになっていた。

　自分の命が危あやうくなったからではない。

　自分のせいでディアを死地に追いやったことが悔くやしくてならなかったからだ。

（また、ディアさんの足手まといに……）

　この前もそうだ。

　人ひと質じちにされ、殺されそうになった自分をディアは救ってくれた。

　成長していない自分がもどかしかった。

　うつむいた目に、ぶらりと垂れ下がった両足が見えた。

（これだ……！）

　ベルは蹴けりを喰くらわせて、男の腕から自由になろうと考えた。

（えいっ！）

　ベルは全力を込こめてキックした。

　男はびくともしなかった。

（あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！）

　だが、男の殺意には火を点つけたようだった。

「ねエさん、コのオんナ、コロしテいイ？」

「いいんじゃない？」

「やめろ！　そいつには手を出すな！」

　ディアは本気の顔で制止した。

「やメろとイワれて、ヤメるバカ、イるか」

　大男は鼻で笑って、空いている手をベルの首めがけて振り下ろそうとした、その時だ。

「覇ハ───────────────ッ！」

　爆ばく裂れつする声とともに、大男は宙に吹ふき飛ばされた。

　口から血のかたまりを吐はいて、意識を失う。

　力の抜けた腕からベルの身体からだがするりと抜け落ちた。

　それを華か麗れいに受け止めたのは、他ほかでもない、ロックだった。

「……だからやめろって言ったんだ」

　しみじみと、ディアはつぶやいた。

「姫さんに手を出したら、世界のどっからだろうと理り屈くつを無視して飛んでくる奴やつがいるからな……」

「その通り」

　ロックは否定せず、むしろ誇ほこらしげに胸を張った。

　ディアは目を細め、

「過保護もここまで堂々としてると、恥はずかしいことには見えなくなるから不思議なもんだよな。ただの幼女趣しゆ味みも」

「誰だれが幼女趣味だっ!!」

「ディアさん！」

　ロックの背後からクルスが現れた。

　ジョオもいる。扉とびらの外にはロックが引き連れた騎き士し隊たいの姿が見えた。

「シロマダラの二人だな？」

　ベルの身をクルスに委ゆだねたロックは、ファンタムに通告した。

「投降すれば命は取らん」

「どういう意味？」

「金のためなら国をも滅ほろぼすお前らに損得勘かん定じようが出来ぬはずはないだろう」

「そういうことだぜ」

　ファンタムの手を払はらいのけ、ディアは立ち上がった。

「ずいぶんとナメられたものね」

　確かにファンタムがそう言った。

「なっ──？」

　突とつ然ぜん、ディアは足から力を失った。

　つっぱる間もなく前のめりに倒たおれてしまう。はいつくばろうとして、意識が遠のいた。

「な……なぜ……？」

「気付かなかったの？　酒に薬が混ざっていたのを」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、あざ笑うようなファンタムの声が、空から降ってきた。

「クッ……！」

「龍りゆう族ぞくなんでしょ？　骨の材料じゃない」

「ひどいです！」

　縄なわを解ほどかれ、猿さるぐつわを外されたベルは叫さけんだ。

　瞳ひとみから、涙なみだがこぼれていた。

　いっぽうディアは途と絶だえそうになる意識を、唇くちびるを嚙かみしめることでつなぎとめていた。

　凄すさまじい形相でファンタムをにらみあげる。

「てめえ、初めから俺を！」

「裏切りはお互たがい様でしょう、ぼ・う・や」

　笑い、ファンタムはディアの頸くび筋すじに触ふれた。

　身動きの出来ない相手に刃やいばをあてることほど、たやすいことはない。

「形勢逆転ね」

　ファンタムはロックに告げた。

「こいつの命が惜おしければ、あたしらを見み逃のがすんだね」

「いや、別に殺してもかまわないんだが」

　ロックはさらりと返事をした。

「同感ですね。自分の危機ぐらい、自分でなんとかしたらどうです？」

　ジョオは肩かたをすくめて、ため息までついていた。

「おまえ、俺が幻げん視し力りよくつかえねーの、知ってて言ってんだろ！」

「そうでしたね」

　ジョオはお嬢じよう様さまのように腕うでをくんで、くすくすと笑うだけだ。

　そこへだ。

「ディアさぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　叫んで、クルスが飛び出した。

　駆かけ込んで、ディアの手をつかもうと滑すべりこむ。

「させないわ！」

　ファンタムはディアにナイフを振ふり下ろした。

　だが、それよりも早くクルスはディアの手をつかんでいた。

　ドオオオオオオオオオオオオオオオン！

　生まれた炎ほのおの壁かべにファンタムは吹き飛ばされた。

　倉庫の隅すみにあった石像に身体からだを激しく打ち付けて、彼女は床ゆかに落ちた。肺の空気を残らず外に吐はき出して、全身が痙けい攣れんを起こした。

「が……がはッ！」

　新しい息が吸えず、ファンタムはもだえた。

　見上げた顔に、炎の壁から姿を現したディアが見えた。

　いや、それはディアではない。

　人族でも龍族でもない存在だった。

　ディアが宝珠オーブを喪うしなっても、クルスの力があれば合体できるのだった。

《彼》はニヤリと笑って、こう告げた。

「まだまだくたばっちゃ、いないよなァ？」

　ロックも飛び出した。

　ジョオも飛び出した。

「天焦こがす紅ぐ蓮れんの炎よっ!!」

「発はつ勁けい！」

「八は魔ま顕けん現げん蛇じや爛らん爆ばく熱ねつ地じ獄ごく！！！！！」

　三人の必殺技が一方的に炸さく裂れつした。







　シロマダラの二人は、王宮にある軍病院へと運ばれていった。

　生きてるか死んでるかは分からなかった。

　ディアもジョオもロックも、互いの顔を見て、こう尋たずねたのだ。

「「「お前は手加減してたよな？」」」

　三人とも首を横に振った。

　ず[image: ～][image: ～]ん、と重い空気が三人の間に落ちた。

（（（考えないことにしよう…………）））

　三人とも、心の中で思った。

　すると、クルスがぽんと手を叩たたいた。

「つまり三人は仲がいいってことですよ」

「「「それは違ちがう！」」」

　三人が三人、同じポーズで否定した。

　それを見て、クルスはフフフと笑った。

　クルスの目には、三人はよく似た存在に映るのだ。

　その隣となりでは、ベルがしょんぼりと肩を落としていた。

　反省というには充じゆう分ぶんすぎるほど、いたたまれない顔をして、ベルはディアの前に立った。

「ごめんなさい、わたくし、大変な……」

　するとジョオが割り込んで言った。

「いえ、悪いのはディアですから」

「俺なのか!?」

　さらにロックが平然と割り込んで、

「誤解されそうなことをしている貴様が悪いんだろう」

「それが人にモノを頼たのんだ奴やつの台詞セリフかよ！」

「あっ！」

　ジョオが声を上げた。

「ロックさま、この倉庫、保険に入ってるのか確かめるの忘れてました」

「ぬう、それはしまったな」

「反省するのはソコじゃねーだろ!!」

　ベルだけが素す直なおに反省をしていた。

「本当にごめんなさい……、わたくしのせいで、任務が台無しになって……」

　ディアは頭を搔かいた。

「いや、悪いのはおまえじゃないし」

「でも、勘かん違ちがいしてました」

　ぺこりと頭を下げながら、ベルの口もとには笑えみが浮うかんでいた。

　嫌きらわれるようなことをしてしまった、という意識とは裏腹に、ディアはあの女性に心を奪うばわれていたわけではなかったということが、うれしくてしょうがなかったのだ。

　微笑ほほえんではいけないと思いつつ、自然と顔がゆるんでしまう。

「わたくし、てっきりディアさんがあの方との逢おう瀬せを楽しんでいたのかと……」

「いや、それは勘違いじゃねーし」

「えっ？」

「おい、クルス」

「なんですか？」

「さっきの女、ちゃんと見てたか？　オレ、アレに触さわっちゃったんだぜえ[image: ～][image: ～]っ」

「あ、あれってなんですかっ」

「あれで悪党じゃなけりゃなあ～。クルス、どーせおまえ、生まれてこの方、母ちゃんのおっぱいぐらいしか触ったことがねえんだろ？　合体してりゃ、味わわせてやれたのになあ、あのばいんばいんの触り心地ごこち」

「い、いいですよ、僕は」

「無理すんじゃねえよ。男だろ？　あー、やっちまってから、捕つかまえてもよかったんだよなあ[image: ～][image: ～]っ」
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　ベルは意識の奥で激しく打ち鳴らされる大おお鐘がねの音を聞いた。

　そして、ゆらゆらと揺ゆらめく炎ほのおを見た。

　それは自分の手だった。

　心の底からふつふつと湧わき上がってくる、感情のほとばしりだった。

「ディアさん！」

「なんだ？」

　べちん！

　ベルは思いっきりの力でディアを叩いた。

　そして、ぷいっと背を向けて、すたすたと歩き去る。

　最後に一度だけ振ふり向いて、

　べえ、だ。

　訳が分からず、ディアは呆ぼう然ぜんと叩かれた頰ほおを押さえた。

「……な、なんなんだよ、いったい」

　そこへ目を半分にしたロックが声をかけた。

「……とりあえず貴様を逮たい捕ほしたくなった」

「はあ!?」

「知らんのか？　この法国ローラントでは姫ひめさまを泣かせた男は懲ちよう役えき刑けいなのだ」

「聞いたことねえぞ！」

「だろうな、法相である私がいま決めた」

「ふざけんなよ!!」

「かまわんだろ。というかむしろ今の私は貴様の顔を見るだに怒いかりが湧いてくる」

「だから、なんでなんだよ!?」

　こうして、ディアはまたまた監かん獄ごくに放ほうり込まれるハメとなった。

「納なつ得とくいかね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　獄中で叫さけんだが、誰だれも助けにも来なかった。

























「殺したい奴やつがいるのだが、どう思う？」

　スカーレットが口にした途と端たん、後ろの席にいたおばさまたちから笑い声が消えた。

　クルスはあっさりと一言。

「いいんじゃないですか、殺しちゃえば」

　しん……。

　カフェテリアにいた、すべての人間が凍こおり付いた。

　よく晴れた日の昼下がりのことである。

　大通りに面したオープンカフェには、品のいい犬を連れた貴婦人やら、幸せオーラを野放図にまき散らすカップルやら、キャンバスを立てて町並みを写生している絵え描かきやらで和なごやかに賑にぎわっていた……、はずだった。

　今や話をしているのは二人だけである。

　匂におい立つような色いろ香かを放つ美女スカーレットと、乙女おとめのような清せい楚そさを漂ただよわせている神官服の少年、クルス。

　品のある顔つきといい、物もの腰ごしといい、血の臭においは微み塵じんも感じさせない二人である。

「迷っておるのだ……」

　スカーレットは小さくうなずくと、ピアニストのような細く長い指を額にあてた。

「ひとおもいに殺してやるべきかどうか」

「なに言ってるんですか！」

　クルスが声も荒あらく、机を叩たたいた。

　二人の会話に耳をそばだてていたおばさまやカップルやウェイトレスは、さすがクルスは神官さまだと胸をなでおろした。

「らしくもない！　ここまで何百人も殺しておいて、最後の一人で迷ってるんですか!!」

　ガタガタガタッ！

　おばさまたちが、カップルたちが「あらやだ用事が」「学校が子供から帰ってくるわ」「犬を洗せん濯たく機きに入れなくちゃ」などと言いながら一いつ斉せいに席を立ち始める。職場ゆえに逃にげられないウェイトレスは「置いていかないで」と哀あい願がんするような目を向けるのだが、誰にも相手にされなかった。

　そんなことも知らず、スカーレットは目を閉じると、ふぅ、と小さなため息をついた。

「考えなしにさくさく殺すのものう……」

「明るく殺してるのがいいんだと思いますよ。さっぱりしていて、清すが々すがしくて」

「……意外だな。おぬしには反対されると思っておったが」

「スカーレットさんの書いている小説の中の出来事ですからね」

　ぱさり、とクルスは原げん稿こうの束を置いた。

　二人は小説の話をしていたのだった。

　水のおかわりをもらおうと、クルスが目を向けると、客は一人もいなくなっていた。

　なぜか、ウェイトレスが机に隠かくれてガクガクと震ふるえていた。

「？」

　クルスは首を傾かしげながら、スカーレットに視線を戻もどした。

「他ほかに展開が思いつかぬから殺すというのも登場人物に申し訳ない気がしてのう」

「優やさしいんですね」

「現実なら、四の五の言わず、斬きってしまうんだがの」

「……そっちは反省しないんですか？」

「迷っておったら斬られるし」

「いえ、ですから……」

　と、言いかけたクルスの言葉を、甲かん高だかい少年の悲鳴が遮さえぎった。

「クルスさまぁ！」

　聞き覚えのある声に、クルスは振ふり向いた。

「ジョオ!?」

　目を疑った。

　街頭のど真ん中、荒くれ男どもに囲まれて、ジョオが殴なぐる蹴けるの暴行を受けていたのだ。

　なんでジョオがそんな目に遭あわなければならないのか、クルスはまったく分からなかったが、ともかくも男たちに割って入った。

「やめてください！」

　自分の身を盾たてにするように男たちに背中を向け、そっとジョオを抱だき上げる。

「邪じや魔ますんじゃねえ！　ガキが」

　男の拳こぶしがクルスに向かって振り上げられた。

　その男の手を何者かがつかんだ。

　スカーレットだった。

「どのような無礼を働いたかは知らぬが、子供のやらかしたことであろう、もっとおおらかに構えたらどうだ？」

　男は強ごう引いんに振り払はらおうとするが、彼女の細ほそ腕うでにどれほどの力があるのか、男は手首をややとも動かすことは出来なかった。

「生意気なガキを叱しかってやってんだよ！　ぶつかっておきながら、謝りもしねえ」

「謝りました！」と、ジョオ。

「うっ……」

　男たちの勘かん違ちがいらしかった。

「かっ、顔が気にいらねえんだよ！」

「そうだ、ちょっと顔がいいからって！」

　ジョオは美しい顔立ちをしていた。

「無茶を言うな、生まれついたものがどうにもならぬことぐらい、おぬしたちも鏡を見れば分かるであろうが」

　言って、スカーレットは笑えみを浮うかべた。

　確かに、男たちはそろいもそろって、美しさに不自由な顔をしている。

「何をっ！」

　ジョオへの怒いかりをうまいぐあいに逸そらされたことに、男たちは気付いていない。

「けっ、美人だと思ってデカイ態度を！」

「デカイのは胸だけにしとくんだな」

「デカイ胸してるからって、威い張ばんな」

　むかっ。

　スカーレットは腰こしの刀を手にとるや、抜ぬく手も見せぬ早はや業わざで、男どもを峰みね打うちにした。

　くるりと刀を一回転させて、鞘さやに納める。

　ちん……、と涼すずやかに鯉こい口ぐちが鳴った。

「生まれつきを責めるなと言うておろうが」

「スカーレットさん！」

「安心しろ、斬ってはおらぬ」

「みなさん、泡あわを噴ふいてますけど……」

「軽く全身の骨を折ってやっただけだ。まあうっかり腱けんも切れて、二度と剣けんの握にぎれぬ身体からだになったやもしれぬが、それもまた運命」

「一言で片づけちゃうんですか!?」

　はっはっは。

　一言どころか、一いつ笑しように付す彼女である。

「クルス、さま……、すみません、急いでいたら、こんなことになってしまって」

　腕の中にいたジョオが、息も絶え絶えに謝ろうとしていた。

「いったいどうしたの？　喧けん嘩かなんて、ジョオらしくもない」

「一刻も早くクルスさまにお教えしたいことがあって、急いでいたら、あの男たちにぶつかって、からまれてしまったんです」

「大変だったね。怪け我がをしてるみたいだし、教会に戻って手当てをしようよ」

　優しいクルスの言葉に、ジョオは目の縁ふちに涙なみだを浮かべた。

「ありがとうございます、クルスさま……、

　じゃ、ありません！　大変です！　この国に危機が迫せまっています!!」

「危機が!?」

　ジョオは状じよう況きようを説明した。

　ベルとディアが行方ゆくえ不明になっていること。

　二人は（ベルがディアを強引に連れ出すカタチではあったが）サーカス見物に出かけ、いまだ帰ってはきていないこと。

　護衛に付けた者たちも帰ってこないこと。

　すると、スカーレットが首を傾かしげた。

「たしかに一大事だが、国の危機というには大げさではないか？」

「いいえ、このことが万が一にもロックさまの耳に入った時のことをお考え下さい！」

「大変なことが起こるよ！　サーカス団の人がどんな目に遭あわされるか！」

　クルスはみるみる顔を青ざめさせた。

「それだけではありません、クルスさま」

　ジョオの顔にも、笑みはない。

「もし、姫ひめさまがよその国に連れ去られていた、などということになれば、戦争も……」

「ありえるよ、姫さまのためなら、ロックは何をしだすか分からない……」

　クルスはぶるぶると頭を抱かかえた。

「確かに、それは国の危機だのう……」

　スカーレットは、そんな男が大臣を務めていること自体に大きな問題を感じながらも、ゆっくりと顔をうなずかせた。

「幸い、ベルさまの側そばにはディアがいます。クルスさまの宝珠オーブを使えば、ディアの居所が分かるかと……」

「分かったよ。姫さまのことは任せて」

「ごめんなさい、クルスさま、僕は、もう」

　がくり、と。

　ジョオは首の力を失った。










「ジョオ────ッ！」

　クルスは声を限りに叫さけんだ。

　叫んでも、叫んでも、ジョオの命が戻もどることはない。それでもクルスは叫んだ。

「ジョオ、死んじゃダメだぁ──!!」
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　……手帳を取り出して、なにやら勝手な小説を書いているスカーレットに、クルスは眉まゆを吊つり上げた。

「ジョオは眠ねむってるだけです!!」

「や、気分が盛り上がるかと思ってな」

「縁えん起ぎでもありませんよ!!」

　はっはっは。

　またしてもスカーレットは一笑に付する。

「まぁ、気にするな」

「あのぉ……、それは僕の台詞せりふだと思うんですけど」

「気にするな」

　なんだかなぁ、とクルスは思う。

「それよりだ。捜さがしに行かねばならぬのではないか？」

「そうでした！　ジョオのこと、お願いできますか？」

「私も行こう」

「いいんですか？　スカーレットさんは」

「誘ゆう拐かいとなれば、話し合いだけでは終わるまい。腕に覚えのあるものが付いておったほうが心強かろう」

「はい、心強いですっ！」

「なあに、礼には及およばん」

　言って、スカーレットは噂うわさ好ずきの主婦がするように口に手をあてながら、にんまりと、

「小説のネタになるかもしれんしの」

「やっぱり僕、一人で行ってもいいですか」

　心強くなるどころか、心細くなるばかりのクルスだった。







　ベルたちが見物したというサーカス一座は街の中心部から、馬で十分ばかり駆かけたところにある郊こう外がいに舞ぶ台たいを設けていた。

　川沿いに広がる草地に、千人は入るであろう巨きよ大だいなステージテントと、その左右に、寝ね泊とまりに使われているであろう小さなテントが点在しており、その向こうからは、機き嫌げんのよさそうな動物たちの声が聞こえてきた。

　檻おりの中にいる彼らも、サーカス団の立派な仲間である。

「申し訳ございません」

　そう言いながら、現れた座長は、左右に伸のばした髭ひげが先せん端たんでくるりとカールを巻いている、紳しん士し然とした男であった。

「残念ながら、ベル姫さまは見物を終えられて、私どものテントを出て行かれたようでして、そのあとのことまでは……」

　申し訳なさそうに、頭を下げる。

　腰こしに下げた鍵かぎ束たばがじゃらりと鳴った。

「そうなんですか……」

　クルスはがっくりと肩かたを落とした。

「それは違ちがうぞ、クルス」

　言って、隣となりにいたスカーレットはずびしっと、人差し指で座長を指し示した。

「犯人はおぬしだっ！」

「ええっ!?」










「ど、どうしてそれを……！」

　おろおろと倒たおれるように後ずさる座長に、スカーレットは毅き然ぜんと言い放った。

「真実は、いつも一つ！」
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「だから勝手な真実を捏ねつ造ぞうしないでください」

　いつの間にか取り出した手帳にすらすらと書き物をしているスカーレットに、クルスは嚙かみついた。

　現実の座長は、動どう揺ようするどころか、

「何をおっしゃっているのですか？」

　きょとんとした顔をするばかりだ。

「そうですよ、何を根こん拠きよに犯人だなんて」

「根拠など、ない」

「ないんですかっ!?」

　クルスは頭を抱かかえた。

　しかしスカーレットは恥はじ入るどころか、知ったかぶるように腕うでを組むと、名めい探たん偵ていがするように顎あごに指をやって、

「こういう場合、シラを切るヤツが犯人というのが推理小説の相場…………」

「スカーレットさぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　クルスは泣きたくなった。

「はっはっはっ、見世物稼か業ぎようなど、卑いやしき商売とお思いですかな？」

「いえっ、そんな！　ごめんなさいっ！　失礼しました[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　クルスはぺこりと頭を下げると、スカーレットの手をつかみ、飛ぶように逃にげ去った。

「ふむ」

　その姿を見やり、座長は自じ慢まんの巻き髭に指をあて、にやにやと笑えみを浮うかべるのだった。

「……小こ娘むすめ、貴様の言う通りなのだがな」







　クルスが両手を胸の前でグーにした上に、ぶるぶるとその拳こぶしを震ふるわせたのは、馬をつないだ場所に戻もどった途と端たんだった。

「もーっ！　スカーレットさんが変なことを言うから、恥はじをかいたじゃありませんか！」

「本当にアヤシイと思ったんだがのう……」

「……もう作家ごっこはいいですから」

「ごっこではない。作家というものは、書いていない間も作家としての目をもって、あらゆるものを観察しなければならぬのだ」

　クルスはさわやかに無視をして、

「こうなったら王宮までの道すがら、姫ひめさまを見かけた人を捜さがすしか……」

　と、馬の手た綱づなを外そうとした、その時だ。

「この中がアヤシイ！」

　スカーレットはひときわ自信満々に声を張り上げて、びしっとある方角を指さした。

　それはステージ小屋だった。

「ええっ、なぜですか？」

「勘かんだ。作家としてのな」

　と、誇ほこらしげに胸を張る。

　クルスは深々とため息をつき、

「……どうやったら、根拠のない思い上がりって、世界から撲ぼく滅めつできるんでしょうね」

「私の勘を馬ば鹿かにするでない」

「当たるんですか？」

「一〇回に一回は当たる」

「……ポジティブもそこまで来ると、迷めい惑わく防止条例違い反はんになるって知っていましたか？」

「何を言う、迷惑をかけてこそ作家だ！　ついてこい編集!!」

　スカーレットはずんずんと歩き始めた。

「僕はそんな変な職業じゃありませーん！」

　言いはするものの、彼女に背を向けて、この場を去ることも出来ず、結局、スカーレットのあとを追ってしまうクルスだった……。







　ショーの終わったテントの中は、静かなものだった。

　客の出したゴミや、演出で撒まいた紙かみ吹雪ふぶきがそこかしこに散らばってはいたが、仮設スタンドに設置されている椅い子すに乱れた様子はなく、乱らん闘とうが行われた形けい跡せきもない。

　クルスは舞ぶ台たいの全景を見み渡わたそうと、スタンドの最上段に上のぼってみた。

　やはり、事件のあった様子はない。

　がっくりと肩を落とし、下のほうを調べてみようと視線を移したその瞬しゆん間かん、視界の隅すみにキラリと光る何かが映った。

「スカーレットさん！」

　呼び止めようと振ふり向いた瞬間、足が階段を滑すべった。

「危ない！」

　スカーレットはとっさに腕を伸のばした。

　しかし、逆にクルスに引きずられ、二人は階段を転げ落ちてしまう。

「ててててて…………、ん？」

　階段を転がり落ちたわりには、あまり痛みがないことにクルスは疑問を覚えた。

　とても柔やわらかい感かん触しよく。

　運良くクッションにはまったのかと思いつくが、クッションにしては人ひと肌はだのような温かみがして、変だった。確かめようにも、目の前が真っ暗で何も分からない。

　手をついて、顔を上げる。すると、谷間の先に、スカーレットの顔が見えた。

　瞬間、クルスはスカーレットの胸に顔を埋うずめていたことに気付いた。

　しかも、顔を上げるためについた手は彼女の豊かな胸をけっこう押しつぶしていた。

「いいクッションになったか？」

「それはもう……、いえっ、すみません！」

　クルスはパッと飛び起きると、耳の先まで顔を真っ赤にして後ずさった。

「わざとでなければ、かまわぬ」

　微び笑しようするスカーレットの口元には、クルスの反応を面おも白しろがっている節がある。

「でも、そんな、僕、女の人の……」

　言いかけただけで、感触を思い出したのだろう、クルスは恥はずかしさに気絶してしまいそうなほどに目をくるくると回した。

「あの、その、ですから……」

「なにか見つけたのではないのか？」

「そうでした！」

　クルスは我に返ると、座席の下に落ちていた光るものを拾い上げた。

「これは！」

　それはフォトフレームだった。

　手のひらほどの大きさをしたガラスのフレームに、少年の絵姿が収められている。

「……これ、ディアさんなんでしょうか」

　クルスは困った顔をした。

「書いてあるからには、そうなのだろうな」

　絵の隅には『ディアさん♡』と、かわいい書体で書いてはある。

　しかし、そこに描えがかれているのは、にこやかな顔で、瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせながら、一輪のバラを手に持つ美少年だった……。

（姫ひめさまの目にはディアさんがこんな風に見えているんですね……）

　恋こいって恐おそろしい、と思うクルスだ。

「ともあれ、このようなモノを作らせ、あまつさえ持ち歩こうなどと考える者は、天地広しといえども一人しか考えられまい」

「でも、姫さまなら、落とさないはずです」

　クルスは反論してみた。

「落とさざるをえない事件が起こったら？」

　にやり、と。

　スカーレットは名めい探たん偵ていの顔をした。







「どういうことなんですか！」

　座長室に飛びこむや、クルスはフォトフレームを見せつけた。

「落とし物ですかな？」

　平然と応こたえる座長に、クルスはにらみつけるようなまなざしを向けて、

「それはあり得ない話です。誰だれかが無理矢理姫さまを連れ去ろうとはしないかぎりね」

「くっ……！」

　座長は苦にが虫むしを嚙かみつぶした顔をした。

「…………」

「…………」

　座長の背にある窓から見える空は、夕焼けに赤く染まろうとしている。

「……ばれましたか」

　息の詰つまるような沈ちん黙もくのあと、静かに、座長はつぶやいた。

「おっしゃるとおり、姫様は私どもの手にあります……」

「返してください！」

「わかりました」

「ええっ!?」

　あまりにもあっさりと座長がうなずくので、クルスは逆にびっくりしてしまった。

「姫様をお返ししましょう。……それとも何か、不都合でも？」

「いいえっ！　ありがとうございますっ！」

「こら」

　ぽかっ。

　スカーレットはクルスを殴なぐった。

「ここは戦いを挑いどむところであろうが！」

「なにを言うんですか、スカーレットさん!?」

　しかし、スカーレットはずいずいと座長の目前に迫せまり、

「人ひと質じちを返したら、罪が許されると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ！」

　クルスはひっくり返りそうになった。

「お願いしますから、まとまりかけてた話をぶち壊こわさないで下さい！」

「よいかクルス、世の中が乱れてるのはのう、正義がだらしないからだ。正義が生ぬるいから、悪も堕だ落らくするのだ」

「物事が丸く収まるんなら、ぬるくても僕はいいです！」

「いいや、よくない」

　スカーレットは毅き然ぜんと首を振ふった。

「どうして!?」

「こんなことで事件が解決したら、ここまでやってきた私がつまらぬではないか」

「それが本音ですか[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　絶ぜつ叫きようするクルスを彼女は無視して、

「おぬしも悪党なら、卑ひ劣れつに徹てつするのだ！」

「初めからそのつもりでいましたよ」

　座長は笑いを隠かくすように口もとに手をやった。

「っ！」

　クルスは、座長の手の甲こうに、熱く輝く宝石を見つけた。

「宝珠オーブ使い!?」

「……睡カー魔スオのブヒ呪ユブいノス」

　座長の顔から声がした途と端たん、クルスとスカーレットは崩くずれ落ちるように倒たおれた。

　悲鳴をあげる刹せつ那なもなかった。

　ククク……、と口元を隠しながら座長は忍しのび笑いをもらし、

「私の力は運命の力。運命に逆らえる力など、この世には存在しないのですよ」

　言って、爛らん々らんと輝く左手を握にぎりしめた。







　実際、ベルたちはそこからさほども離はなれていない場所にいた。

　ただし、檻おりの中ではあったが。

　鉄てつ格ごう子しを背もたれに、無愛想な顰しかめ面つらを浮うかべるディアに対して、ベルは何とも幸せそうな顔をしていた。

「お風ふ呂ろになさいますか、それとも御ご飯はん？」

「……ねえだろ、どっちも」

　ベルは笑え顔がおに何の迷いも浮かべず、

「ですので、ままごとでもと思いまして」

「いや、だからなぜ、ここでままごと？」

「せめて気分だけでもアットホームに」

「檻の中でアットホームもあるかよっ！」

　しかも、ただの檻の中ではない。

　象が一〇頭入ってもまだ隙すき間まのあるほど巨きよ大だいな檻の中には、ベルとディア以外に魔ま獣じゆうケルベロスが鎮ちん座ざましましていたのである。

　全体的には黒い犬であるが、蛇へびの尾おを持ち、三つの顔を持ち、なにより巨大。

　どれほどかというと、いったん口を開けばディアとベルをまとめて一ひと吞のみに出来るほどの大きさであった。

　ぐるる……、と唸うなり声が聞こえる。

　金属をこすり合わせたような声を、ディアは不気味に感じた。

「かわいいですねえ」

　ほんのりと、ベルは手を自分の頰ほおに当てた。

「怖こええよ！　お前の感覚も!!」

「そうなんですか？」

　ベルはしょんぼりとなった。

　しかし、〇・五秒後にはぽんと手を叩たたき。

「ディアさんは将来、子供は何人ぐらい欲しいのですか？」

「……ますます脈みやく絡らくねーな！」

「知りたいんです、ディアさんのこと」

　真ま面じ目めな顔をして、言う。

「知ったって、面おも白しろくもなんともねーぞ」

「そんなことないです、あこがれます」

「はぁ？」

　ディアは顔をしかめた。

「本当ですっ」

　ベルは少し怒おこった顔をした。

　好意を疑われたことに、傷付いたのだ。

「ディアさんみたいな人、初めてでした」

「そうかぁ？」

「自分勝手で、乱暴で、言ってることは支し離り滅めつ裂れつな人ですけど……」

「馬ば鹿かにしてんのかよ!?」

「わたくし、これまで我が慢まんすることが王族の使命だと思ってきました。姫ひめとして、民たみのために運命を受け入れることが仕事なのだと思っていたんです」

　胸に手をあてて、ベルは言葉を続ける。

「でも、ディアさんと出会って、そうじゃないって思うようになりました。わたくしにも出来ることがあるんだって思えるようになったんです。それが何かまでは分からないんですけれど、きっと見つかるはずだって」

　今日の出来事を親に報告する子供みたいに、ベルはまっすぐな感動を瞳ひとみにのせていた。

　きらきらと輝かがやいていた。

「……だから、ディアさんのこと、もっと知りたいですっ」

　言って、ベルはディアを見つめた。

　何のためらいもない、純じゆん粋すいなまなざしだ。

　だからこそ、ディアはむせた。

「ばっ、ばかなこと言うなよな」

「ばかじゃありませんっ！」

　あまりにも純真なベルの怒いかり。その表情に、顔を赤くしたのはディアのほうだった。

　ぷいと横を向くと、唇くちびるを尖とがらせ、

「……お前が大人になったら教えてやるよ」

「えーっ！　わたくし、子供ですか～っ？」

　ベルの瞳はみるみる涙なみだで一いつ杯ぱいになる。

「すぐ泣くトコが子供なんだよ！」

　逆ギレでごまかすディアも似たようなものだった。







　いっぽう、クルスとスカーレットはというと、意識を失った身体からだを二人の若い団員に背負われて、どこかへと運ばれている途と中ちゆうだった。

「来た客を眠ねむらせて、次の国で売り飛ばすなんて、座長もすげえ商売考えたもんだよな」

「閉じこめる檻おりには事欠かないしな」

「ほう、客はどこに閉じこめられておる？」

「獣けもの小屋の奥だよ。あそこなら絶えず獣が鳴いているから、気付かれないだろ？」

「それはイイコトを聞いた」

　会話に女の声が混じっていると気付いた瞬しゆん間かんが、団員たちの最後だった。

　スカーレットを背負っていた男は一瞬で首を絞しめられて、白目を剝むいた。

　もう一人の男はクルスを振ふり捨てている間に、彼女の手刀を喰くらい、悶もん絶ぜつする。

　クルスは地面に投げ出されたショックで、意識を取り戻もどした。

「大だい丈じよう夫ぶか、クルス」

「ここは……？」

「呪じゆ術じゆつで眠らされていたようだ」

「スカーレットさんには効かなかったんですか？　呪術」

「あいにくな」

「ならどうして、わざわざ寝ねたふりを……」

　はっ、とクルスは気付いた。

「あそこで下手に暴れたら、姫さまたちの身に危険が及およぶことを考えて、救出を優先しようと判断したのですね！」

　クルスは感動した。

　しかし、スカーレットは首を横に振り、

「いや、せっかく悪にお目に掛かかったのだ。捕つかまらなくては勿もつ体たいなかろう、人として」

「人としてっ!?」

　がーん。

　自分が責められてる気がして、クルスは頭がくらくらとした。

　すると、スカーレットは誘ゆう拐かいされた人間がベルたちの他ほかにもいることを教えた。

「なんですって!?　助けなきゃ！」

「私は初めから悪を見み抜ぬいていた！」

　えへん、と彼女は胸を張った。

「……それがただの偶ぐう然ぜんだということぐらいは僕にも見抜けるようになりましたよ」

　半眼で彼女を見つめるクルスだった。







　その頃ころ、ベルはそわそわとしていた。

　ポケットというポケットを検あらためるのだが、あるものが見つからないのだ。

「困りましたわ……」

　ほう、とため息をつく。

「どうしたんだよ」

「きゃっ！」

　ディアに話しかけられただけで、ベルは頰ほおを真っ赤にした。

「熱でもあんのか？」

　ディアは心配げに、ベルをのぞき込んだ。

（えっ）

　不意にディアの手が額に触ふれてきたので、ベルはびっくりしてしまった。

「おい、熱あるぞ」

「急きゆう上じよう昇しよう中です[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

　心臓が爆ばく発はつしてしまいそうなぐらいドキドキとして、気を失いそうになるベルである。

「……いつから魔ま獣じゆうの檻はハレンチスポットと化したのかのう？」

　にやにやと、スカーレットの声がした。

　クルスもいた。

「お二人はいつの間にそんな関係に……」

　するとベルは嬉うれしげに、

「ラブラブしてますぅ」

「してねえ！」

「これからしますっ」

「しないっ！」

　ディアは首をぶんぶんと振って否定した。

「まあ、いちゃつくのはここを脱だつ出しゆつしてから、好きにやってもらうとしてだ……」

「……確定事じ項こうなのかよ」

「おぬしらを助けだそうにも、ケルベロスに門番をされてはのう……」

　すると、ベルが生徒のように手をあげた。

「怖こわがらなくてもいいですわ」

「どういう意味だよ」

「この子、人間には決してツメをたてませんから」

　と、ベルは魔獣の鼻の頭をなでなでした。

　ごろごろごろ。

　ケルベロスが喉のどを鳴らした。

「いつの間に飼い馴ならしたんだよ!?」

「頭をなでていたら、自然に……」

「だったら、こんなとこに長居する必要なかったんじゃないかー!!」

「まあ、そうなりますね」

「なんで黙だまってたんだよ!?」

「だって……、王宮に戻ったら、また離はなればなれになってしまうんですもの」

「はああ？」

　ディアにはまったく理解できなかった。

「だからってこんなとこにいたいのかよ」

「それはそうですけど……ごめんなさい」

　ベルはしゅん、と肩かたを落とした。

「嬉しかったんです、そばにいられて」

「うっ……」

　今度はディアがうろたえる番だった。

「ホントにごめんなさい」

　素す直なおに謝られると、ディアも気まずくなり、

「……そんなに言うなら、王宮には顔だしてやるよ。おめーは姫ひめなんだから、王宮に戻もどらねえと、心配するヤツたくさんいるだろ」

　ぱああ、とベルの顔が明るくなった。

「はいっ！」

「そうはさせない！」

　武器を手に、サーカス団員たちが現れた。

　気絶した仲間を発見した団員たちが、クルスたちのあとを追ってきたのだ。

　ディアは真しん剣けんな顔をし、ベルに訊たずねた。

「ベル、その魔ま獣じゆう、おとなしくさせていられるか？」

「お任せくださいっ！」

　ベルは誇ほこらしげに胸を張った。

「ケルベロスさん、お願いしますっ！」

　がーっ！

　吐はいた炎ほのおは鉄てつ格ごう子しを軽く吹ふき飛ばし、団員たちとの間に炎の壁かべを生じさせた。

　魔法で生み出した炎は、燃焼物があろうとなかろうと燃えさかる。あまりに激しい炎に、団員たちも近寄ることが出来なかった。

「しかし、これでは我らも逃にげられない」

「心配ご無用ですわ」

　言って、ベルは笑え顔がおをみせると、

「ケルベロス、飛行モードです」

　すると魔獣は背中に畳たたんでいた翼つばさを広げた。

「…………いいのか、魔獣？」

　ディアは彼の将来が心配になった。

「そうですわ、名前をつけてあげないと可哀かわい想そうですね」

「いや、そういう意味じゃなくてよ」

「ケロちゃん……は、なんとなく別の生き物を想像してしまうので、ベロちゃん、にいたしましょう」

「五十歩百歩のよーな……」

　──そこへ！

「病魔のカースオブ呪いカーム」

　声がすると、魔獣はがくりと崩くずれ落ちた。

「ベロちゃん！」

　ぐるる……と、魔獣は苦しげな声をあげる。

「無む駄だだ。運命には誰だれも逆らえん」

「ひどいです！　あなたが可愛かわいがっていた魔獣でしょう!?」

「そうですよ。私のものを私がどうしようと私の勝手ですよね？」

「……知らなかったぜ、俺も姫さんもてめえのものになってたとはなァ」と、ディア。

「ベル姫の青い血統を求めておられる方は多いのですよ」

「ベルは売り物じゃねえ！」

「依い頼らい主ぬしより高い値をつけて頂けるなら、喜んでお譲ゆずりいたしますよ」

「てめえっ！」

「貴方あなたごときに、そんな呼び方をしてもらいたくありませんね」

　言って、座長は後ろ跳とびに檻おりの一つに跳び上がった。

　華か麗れいな一回転を決めると、ぶわりとマントを翻ひるがえして、声も高らかに宣言する。

「私の名はカスケード。人は私をカスケード閣下、もしくはサー・カスと呼ぶ！　ミスターサーカスと!!」

　ディアが眉まゆをひそめた。

「……サーにミスターは二重敬けい称しようだろ」

　スカーレットも困ったように両りよう腕うでを組み、

「正しく言えばミスター・カスか？」

「略してカス」

「略すな[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ミスターは拳こぶしを握にぎりしめると、自じ慢まんのカール髭ひげをぶるぶると震ふるわせた。

　スカーレットはさらに挑ちよう発はつするように、

「おぬしに敬称など必要なものか」

「ハン！　余よ裕ゆうですね！」

「おぬしのような悪党が恥はずかしげもなく生きておるぐらいだからのう」

「自信というものは素す晴ばらしいですね！　思い上がったもの勝ちですか！」

「これでも随ずい分ぶんと謙けん虚きよに生きてるつもりだ」

「……謙虚？」

　クルスは耳を疑った。

「そうではないか。足を使った取材。身体からだを張ったインタビュー。これを地道と言わずして、何を地道というのだ？」

　スカーレットがクルスに説教を始めだした。

「私の話を聞け[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ミスターは激げき怒どする。が、スカーレットはフン、と鼻で笑うばかりだった。

「話？　おぬしの話の何を聞けというのだ？　悪党の言い分など、言い訳か、開き直りの、二に択たくしかあるまい！」

「退たい屈くつならば、マジックを見せてやろう！」

　ミスターは腰こしに下げていた鞭むちをふるった。

「きゃっ！」

　鞭はベルの身体にぐるぐると巻き付いて、カメレオンが獲え物ものを吞のみ込むように、彼女をミスターの手元に引きよせた。

「てめえ！　今度は何の術だ！」

「マジックですよ。種も仕し掛かけもない、ね」

　言うと、ミスターは鞭をふるって、ベルをそばにあった鉄格子にくくりつけた。

　ぱちん、と指を鳴らす。

　途と端たんにベルの服がすぽんと脱ぬげて、代わりに何本もの帯がしゅるしゅると彼女の身体に巻き付いた。

　ご丁てい寧ねいにも帯は最後にリボンを結ぶ。まるでプレゼントの包装みたいにベルはなった。

「ベルはモノじゃねえって言ってるだろ！」

「一〇秒で帯が一つずつほどけていきます」

　ぽんっ、とベルの頭に時計が現れるや、

　しゅるっと、リボンの一つがほどけ、小さなおへそが露あらわとなった。

「きゃっ！」

　リボンはあと六つ。

「一分、あなたたちの時間です」

「こんなガキんちょ、脱がしたって、何の意味もないだろうが！」

「ひどいです！　ディアさん!!」

　ベルはそのことに涙なみだ目めになった。

「俺はかばってやってんだぞ!?」

「意味はありますよ。こうでもしないと戦いが盛り上がらないでしょう？　こんな、結果の見えきっている勝負は!!」

「なにをっ！」

「ディアさん！」

　叫さけび、クルスは手を差し出した。

「合体か！」

　ディアも手を伸のばす。

　ミスターは笑いを抑おさえきれず、左手を口元にやった。

「無む駄だですよ！　──睡カー魔スオのブヒ呪ユブいノス！」

　一いつ瞬しゆんで、クルスは崩くずれ落ちた。

「どんなに強くても、私には敵かないません」

「てめえ！　戦いやがれ！」

「私はあなた方と違ちがって、暴力の優ゆう劣れつで物事を決めようとは考えないのですよ」

「自分の力は正しいとでも思ってんのか！」

「まさか」

　ミスターサーカスは肩かたをすくめた。

「力はすべて悪ですよ」

　左手の宝珠オーブが燦さん然ぜんと輝かがやき始めた。

　隠かくされた口から呪じゆ文もんが漏もれる。

「面めん倒どうです。二人まとめて片づけてしまいましょう。──縛カー魔スオのブメ呪ドウいーサ！」

「な……っ！」

　ディアは戦せん慄りつした。

　指先が石になっていた。

　しかも、石化は手の先からじわじわと全身に広がろうとしていた。

　ミスターはサーベルを取り出した。

「切り落とせば石化を止められますよ」

「やめてっ！」

　ベルは叫んだ。

　ミスターは愉ゆ快かいげにサーベルを舐なめる。

「なにしろ、私のマジックには種も仕掛けもありませんからねえ……」

「ならば、おぬしが味わうか？」

「なっ！」

　いつの間に、スカーレットが一刀の間合いに踏ふみ込んでいた。

　ミスターの懐ふところに飛びこんだスカーレットは下段から刀を振ふり上げるや、左右に伸ばした自じ慢まんの髭ひげの一いつ端たんを切り落とした。

「なぜ！　私の呪じゆ術じゆつが効かない!?」

「なぜだと思う？」

　焦じらすように、スカーレットは笑えんだ。

「ただのまぐれだろうが！　業カー火スオのブサラ呪マンいダー!!」

　直後、スカーレットの足あし下もとが爆ばく発はつした。

　その名の通り、火か龍りゆうが現れたかのような巨きよ大だいな爆ばく炎えんが巻き起こり、彼女を吞のみ込んだ。

　爆圧だけで、周囲の小屋が吹ふき飛ぶ。

　夕暮れである。紫むらさきに染まる空に向かって、赤黒い炎ほのおが渦うずを巻き、千切れ飛ぶ炎が花びらのように舞まった。

「数万度の釜かまにくべられれば、いかな貴様といえども……！」

「私がどうなるというのだ？」

「なにっ！」

　背後からの声にミスターは振り向いた。

　スカーレットが、そこにいた。

「瞳どう術じゆつか!?」

「推理はあの世でするがいい！」

　抜ぬく手も見せぬ斬ざん撃げきを彼女は見せた。

　ちん、と鯉こい口ぐちが音を立てた瞬しゆん間かんに、自慢の髭の残り半分もはらりと切り落とされていた。

「なぜ死なない!!」

「悪いが、私の死はすでに予約済みだ」

「どういう意味です！」

「私は死ぬ」

　言って、スカーレットは薄うすく笑んだ。

「おぬしも呪術を使うというので、我が身にかけられた呪のろいを破ってくれぬかと少しは期待したのだが……がっかりさせてくれたな」

「呪い？」

「……私は生まれ落ちた時にはもう呪いがかけられておってな、赤い月の見える場所で死ぬのだそうだ」

「なん……ですと!?」

「つまり、それまでは何があっても呪いが私を守ってくれるということだ！」

「ふざけるな！」

「書くべきことがあるうちは死なぬ！

　それが作家というものだ!!」

「化け者めッ！」

　ミスターは斬きりかかった。

「自分でもそう思うよ」

　スカーレットは峰みね打うちで、ミスターの手からサーベルをたたき落とした。

　手のひらで刀を転がす。

　刹せつ那なで刃やいばを彼の鼻先につきつけた。

「鍵かぎを渡わたせ、さもなくば……」

「ひ、ひいっ」

　ミスターは鍵の束を投げ出した。

　スカーレットがそれを拾いあげようとした。

　その時だ。

「頭をカチ割れば、貴様とて死ぬだろう！」

　ミスターは落としたサーベルを拾い上げて、スカーレットに襲おそいかかった。

「往おう生じよう際ぎわが悪いぜ！」

　ディアが飛びだした。

「宝珠オーブの使えぬお前など！」

「殴なぐるッ！」

　ディアは石化したままの腕うでをミスターの頭に振り下ろした。

　ガスッ……。

　重い音がして、ミスターは昏こん倒とうした。

　呪術が解ける。

　石化の解けた腕をふるいながら、ディアはスカーレットを見やった。

「ちょっと油断が早すぎたんじゃねえか？」

「返り討うちにしようと思ったのだがな」

　見ると、彼女の手はしっかりと刀の柄つかにかかっている。

「……けっ、喰くえない女だぜ」

「作家だからの」

　スカーレットは微び笑しようした。

「ディアさぁ～ん！」

　ベルの声がした。

　見ると、残り一本になったリボンが、水着のように彼女の胸と腰こしを隠かくしてくれていた。

「ぎりぎり助かったな」

「鞭むちを外してください～っ」

　噓うそだった。

　実はミスターが気絶した瞬間、タイマーは止まり、鞭もゆるまって、ベルは自力で鞭をほどくことが出来るようになっていた。

　けれど、せっかくだからもうちょっとだけ甘えておこうという、かわいい目もく論ろ見みがベルの小さな胸には浮うかんでいたのだった。

「しょーがねえなあ」

　やった！　とベルの顔がぱあっと華はなやいだ。

　その時だ。スカーレットが思い出したように腰のポーチに手をやった。

「そうだ、これを返すのを忘れていた」

　取り出したのは、フォトフレームだ。

「ん、なんだそれ？」

「あっ、ディアさんは見ちゃダメです！」

　慌あわてて、ベルは飛びだした。

　無理に走り出したせいで、リボンの端はしが鉄てつ格ごう子しの赤さびにひっかかった。

　しゅるしゅるはらりと、最後のリボンがほどけ落ちて…………。

　つまり、

　ベルは文字通りの一糸まとわぬ姿を、ディアの前に露あらわにしたのだった。

　そこへだ。

「姫ひめさまぁあああぁぁぁああぁあああぁ！」

　戦せん鬼きのような形相で、なだれ込んでくる男がいた。

　ロックである。

「…………………………………………ッ！」

　彼は息を吞のんだ。

　彼が目にしたのは、生まれたままの輝かがやきを見せるベルと、それに迫せまるディアの姿だった。

　ぶちんっ……！

　ガラスの十代よりもキレやすい、ロックの我が慢まんの糸がブッ千切れた。

「貴様…………っ！」

「まっ、待て！　これには理由が！　ベル、説明しろっ！」
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「ロック、怒おこらないで！」

「ですが姫さま！」

　ベルはきっぱりと言い放った。

「ディアさんは責任を取ってくれる人です」

「ディアぁあああぁぁぁああああああッ！」

　気合裂れつ帛ぱくの拳こぶしがディアを打ち抜ぬいた。

「取り押さえろ！」

「はっ！」

　引き連れてきた兵士たちが津つ波なみのように襲いかかり、姫さまに不ふ埒らちを働いた狼ろう藉ぜき者ものへの蹴ける蹴る殴る蹴る殴るの祭りが始まった。

　みんな、ベル姫を山よりも高く、海よりも深く愛しているのだ。

「誤解だ！　俺の話を聞いてくれっ！」

　ディアはロックに訴うつたえた。

「聞いてやるともさ！　私専用の拷ごう問もん室しつでゆっくりとな!!」

　ぎゃあああああああああ………………。

　そんな余よ韻いんを引きずりながら、ディアの姿はクルスの前から消えていった。

　ベルはディアのあとを追い、ロックが彼女のあとを追った。

　そして、現場にはクルスとスカーレットが残るばかりとなった……。

「さすがに今日ばかりはディアさんが可哀かわい想そうな気がしますね……って、スカーレットさん、また手帳に何か書いてますし!!」

「人の生はたかだか百年、こうして物語に残せば永遠だ」

「……歴史に残るような作家になれれば、の話ですけどね」

「私はなるっ！」

　ぱたん、と手帳を閉じると、いきおいで中に挟はさんであった紙切れがひらりと落ちた。

　それは本を千切ったもののようだった。

「……これは？」

「私の目標とする先生の文章だ。いつかはこのような名文を書きたくてな」

　まるで自分のことのように誇ほこらしげな顔をするので、クルスは興味が湧わいた。

「読んでもいいですか？」

「かまわぬとも」








　竜りゆう王おうの城は思たよりも高かたでした。階段をのぼるのはとてもたいへんでした。持てきたおやつがなくなったときは泣きそうになりました。でも、ぼくはそれでもがんばってのぼりました。

「あ、スライムだ！」

　敵はひれつにも二ひきがかりでおそってきました。

　ぼくはゆうかんにも剣けんを抜きました。

　まちがって自分の手をきりました。

「ぎゃあ、血が出た！」









「……………………………………………」

　ぶるぶるとクルスは手を震ふるわせた。

　スカーレットは我がことのように胸を張り、

「どうだ。心が震えるだろう？」

「……いえ、その、何と言えばスカーレットさんを傷つけずに済むのかと思いまして」

「分からぬのか、この名文が？」

　彼女は呆あきれた目つきでクルスを見た。

「小学生の作文でも、これよりうまいと思うんですけど……」

「もう一度、読み直してみろ、これほど飾かざらない、素そ朴ぼくで誠実で、透とう明めいな文体がどこにあるというのだ？」

「は、はぁ………………」

「分からぬとは可哀想だな、おぬし」

「僕が可哀想なんですかっ!?」

　たまらず、クルスは反論した。

　けれど、彼女は同情の目をクルスに向けるばかりであった。

「元気を出せ、文才がなくとも、おぬしにはおぬしのよいところがきっとある」

「はぁ……」

　がっくりと、クルスは天を仰あおいだ。

　暮れなずむ空は、何も答えてくれなかった。

























　恋こいとは一人でするもの。

　愛とは二人で育はぐくむもの。

　そして、友情とは三人で交かわすもの。

（なるほど……）

　ふむふむ、とうなずきながらクルスはページをめくる。

　すっかりと日も暮れた夜のことである。

　食堂で夕食を終えたクルスとジョオ、そしてディアの三人は部屋に戻もどり、おのおの自由に寝ねるまでの時間を過ごしていた。

　街の暮らしにまだ慣れていないディアは、通りで貰もらったフリーペーパーをしげしげと眺ながめ、ジョオは机の椅い子すに座って、取れかけているボタンを繕つくろっている。

　クルスは読書だ。

　ベッドに座り、壁かべを背もたれにして、図書館で借りてきた本を読んでいる。

　いま、読んでいるのは、血のつながりのない三人の少年が義兄弟の契ちぎりを交わし、生しよう涯がい、裏切ることのない友情を守り続ける（……という展開をクルスは期待している）物語だ。

「なあ、クルス、明日、これ観みに行こうぜ」

　ディアが一枚のチラシを見せてきた。




〝いよいよ開演！　超ちよう本格芝しば居い!!


　　　　──『法律厳守警察官マンビキ』〟






「なっ、すっげー頭悪そうな話だろ！」

「お断りします」

　ジョオがチラシを取り上げた。

「てめーには聞いてねえだろ」

「頭の悪いモノを観るのは、頭の悪い人だけで充じゆう分ぶんなので、どうぞアナタだけで観に行ってください」

「俺が馬ば鹿かだって言いたいのかよ!?」

「クルスさま、明日は服を見に行きませんか？」

「って、人の話聞けよ!!」

　ジョオはクルスの腕うでを引いて、二人だけの世界を作っていた。

「神官服の仕立て商人が来るんだそうです。今の服もサイズが合わなくなってきたし、またおそろいで、新しい服を」

「けっ、なぁにが買い物だよ。大のオトコが」

　口を尖とがらせるディアに、ジョオは思い切り肩かたをすくめ、

「うわぁ、奇き跡せきの大発見。仕事に男とか女って定てい冠かん詞しをつける人って、まだ絶ぜつ滅めつしてなかったんだぁ」

「……俺のことかよ」

「服は脱ぬぎ散らかすわ、ゴミは分別しないわ、粗そ雑ざつにしてれば男らしいって勘かん違ちがいしてる人がまだ、この世には生きてたんですね」

「だから俺のことかよ!?」

「石器時代に帰ったらどうです？」

「やるかぁ！」

　ディアが拳こぶしを見せる。

「その手には乗りませんよ」

　言って、ジョオは爪つめを立てると、窓にあった曇くもりガラスをぎぎぎぎ、とひっかいた。

「のわぁあああああああっ！」

　身体からだの奥がむずむずする気持ち悪さにディアは身み悶もだえする。クルスもだ。

「てめ！　許さん！」

「ディアさん、喧けん嘩かはダメです！」

　飛びかかろうとするディアをクルスが背中から抱だきしめた。

　ディアがギロリと白目を剝むく。

「クルス、おまえ、ジョオの味方すんのか」

「違いますよっ」

　するとジョオが泣きそうな顔をした。

「クルスさま!?　ディアの味方なんですかっ!?」

「違うってばぁ！」

「じゃあ、どっちなんだよ」

「えっ……」

　閉め切った部屋に空気の流れなどないはずなのに、クルスは冷たい風に撫なでられた気がした。

　見ると、ディアとジョオは、お互たがいをにらみあうことをやめている。

　わぁ、よかったぁ。

　……なんてことはなく、クルスは自分に向けられた二人の鋭するどすぎる視線に、動どう揺ようするばかりだった。

「ど……、どうしたの、二人とも？」

「質問に答えてください、クルスさま」

「ちょっと待ってよ。今は二人の話でしょ」

「いーえっ、問題はもはや、そういう次元にはありません！」

「そうだぜ、クルス。いい機会だ。俺か、ジョオか、はっきりしてもらおうか」

「ええっ！」

　困り、クルスは後ずさろうとした。

　とはいえ、狭せまい三人部屋である。すぐに膝ひざがベッドにひっかかり、クルスはぺたんとベッドに仰あお向むけに倒たおれるカタチになった。

　ずいっ、と二人が迫せまる。

　右側からジョオ。

　左側からディア。

　二人とも、腰こしに手をあて、校則違い反はんを取り締まる風紀委員のような目つきでクルスを見下ろした。

　うっ……、とクルスはたじろぎ、

「あ、あのねっ、いま読んでる本にいいことが書いてあったんだよ。恋こいってのは一人でするものでね、友情は三人が……」

　ディアもジョオも耳を貸さなかった。

「[image: ]は、いったいどっちの味方な[image: ]!?」

「そ、それは……」

　クルスに、答えられるはずもなかった。







　……といった出来事を、翌日のカフェテラスで、スカーレットに話すと、

「それは愉ゆ快かいな話だな」

　あっさりと笑われた。

「ぜんぜん愉快じゃありませんよぉ」

　はうぅ、とクルスは息をつく。

「二人が喧嘩するたびに、僕は心臓が止まりそうになります……」

「させておけばよいではないか。下手に仲裁するから、とばっちりを喰くらう」

「いやですよ、そんなの」

「どうにもならぬと思うがのう……」

「そんなこと言わないでください～」

　すると、スカーレットは呆あきれた顔をした。

「おぬし、ひょっとして自覚がないのか？」

「えっ」

　きょとんとする、クルス。

　はぁ……、とスカーレットは指を額に当てて、軽く息をついた。

「ジョオも浮うかばれぬの」

「……ど、どういう意味ですか？」

「まあよい、イイヤツを紹しよう介かいしてやろう」




　案内された場所は裏通りにある、寂さびれた建物の地下だった。

　階段を少し下りると、暖簾のれんがかかっているだけの開けっ放しの入り口がある。

「邪じや魔まするぞ」

　と、スカーレットが言って、中に入る。

「まいどあり～！」

　手を振ふっている女の人がいた。

　頭を動かすたびに左右に結んだ髪かみが馬の尾おのようにたなびく。

　店主らしき彼女は、はつらつとした顔をした、元気のいい女性だった。

　彼女のうしろで、緑色の、ぶよぶよとした、見たこともない形の人が、壁かべに消えていった。

「なんだ、今のは？」

　スカーレットはたいして驚おどろいたふうもなく、ツインテールの店主に訊たずねた。

「ああ、宇宙人はんや」

「うちゅーじん？」

「あはは、なんでもあらへん、なんでもあらへん。ウチになんか話か？」

「いいお札を売ってもらおうと思っての」

　と、スカーレットはクルスを紹介した。

「ウチはベッツィや。ベッツィ・ロードストローム。代々続いた商人の家系や。店はボロいが、扱あつこうてるお札は超ちよう本物やで」

　言って、ベッツィは壁に貼はられていた札を一枚剝はがし、札に描えがかれた印に親指を合わせ、印をこすった。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオン！

　外で、すさまじい雷かみなりの音が響ひびいた。

　次いで、地下まで聞こえてくるほど猛もう烈れつな雨の音が聞こえる。

「どや？　夕立のお札の効力は」

「す、すごいです……、魔ま法ほうですか？」

「魔法を封ふうじ込めたもんやな。インスタントやけど、その代わり、印をこするだけで誰だれでも使えるんやで」

　そう言って、ベッツィは別のお札をくれたので、クルスはわくわくした。

「使ってもいいんですか」

「ええで。一人だけ、誰でも嫌いやなヤツを呪のろい殺せるさかい」

「わあっ！」

　クルスはのけぞるようにして、お札から手を放した。

「あははっ、あんた、合格や」

「え」

「ウチの客になる資格ある」

　言って、ベッツィはカウンターに座る。

「なんでも言うてみ。なんや、悩なやみ事でもあるんやろ？」

「な、悩み事ですか？」

「合格したのだ、おぬしは」

　スカーレットが耳打ちをしてくれた。

「なんでもあるけど、誰にでも売るわけやない──これがロードストローム家の商訓や」

　パチンと、ベッツィはウィンクした。




　昨夜の出来事を説明すると、ベッツィは腕うで組ぐみをしたまま、大きくため息をついた。

「はー、そりゃあかんなー。ちょいと待ち、ええもん出してやるさかい」

　ベッツィは立ち上がると、壁を埋うめ尽つくす引き出しの一つを、これやこれやと開けて、一枚のお札を取り出す。

「……なんですか、これは？」

「恋れん愛あい成じよう就じゆ！　友情結束！　親の仇かたきも涙なみだを流して抱ほう擁ようしあう、仲直りのお札や！」

「魔法で心を操あやつるんですかっ!?」

　クルスは驚き、そして、気の進まぬ顔を見せた。

「せっかく品物を出していただいたのに、申し訳ありませんけど……」

「ええでええで、あんたの言うことはもっともやさかいにな……、でもな」

　と、ベッツィは、人差し指と中指でつまんだお札をくるくると回すと、クルスの目の前にぴたりとかざした。

「あんたかて、謝る前に相手の機き嫌げんをよくしてから、話を切り出したことはあるやろ？　これは仲直りをさせる札やない。仲直りをするきっかけを作るお札や」

「きっかけ……」

「同じことされても、許せるヤツと許せんヤツがおる。好きな奴やつにされたら笑えることでも、嫌きらいな奴にされたら腹が立つもんやんか。それがつもりつもって、今みたいなことになっとるんやろ？」

「はい」

「曇くもったメガネは一回捨ててやな、すっきりした目で相手を見れば、互たがいのええとこが見えるかもしれんで」

「ううーん」

　クルスは腕組みをして、考え込んだ。

　彼女の言うことはもっともだと思いつつも、まだ、ためらうところがあるのだ。

　困った顔をするクルスに、ベッツィは人差し指を立てて、

「月げつ賦ぷって考えられんか？」

「月賦？」

「金がないとき、馴な染じみの店なら後あと払ばらいでツケといてもらうことも出来るやろ？　〝愛〟の前借りをしとると思えばええねん。お札の代金はさしずめ金利やな」

「おいくらなんですか？」

「あんたの財さい布ふにはどれだけ入っとる？」

　クルスは見せた。

「全部やな」

「ぜ、全部ですかっ!?」

　へそくりをせず、また、お金に興味のないクルスは、普ふ段だんから財布の中味が全財産だった。

「それはちと取りすぎなのではないか？」

「なに言うてんねんスカーレットはん。これは決意の値段や。クルスはんの言うとおり、人の心を操るんは簡単にやってええことやない。それだけの金を出しても二人に仲良うなって欲しいのかどうか、その値段なんや」

「……………………」

　クルスは迷った。

　とはいっても、金額のことではない。

　理り屈くつでは理解できても、魔法で心を操ることに迷いを捨てきれなかったのだ。

（……でも、ジョオとディアにはどうしても仲良くなって欲しい！）

　クルスは決断した。

「ベッツィ、それ、買いますっ！」

「まいどあり[image: ～][image: ～]っ！」







　使い方は簡単。

　一枚の札を二つに千ち切ぎって、仲良くさせたい二人の身体からだにつける。あとは呪じゆ印いんを指先でぐるりとこすれば、お札が弾はじけて、呪じゆ文もんはたちまち発動だ。

「ええか、呪印をこする時に、あんたの気持ちを込めるんや。そしたら、呪文の効き目もようなるで」

　クルスはスカーレットを連れて、教会に戻もどった。

「ただいまっ」

　扉とびらを開けた途と端たん、ぴりぴりと険悪な空気が漂ただよってきた。

　ディアとジョオは互いに背を向けて、それぞれに好きなことをしている。それだけのことなのに、火の気を放ほうり込むだけで、たちまち大だい爆ばく発はつを起こしてしまいそうな緊きん迫ぱく感かんがあった。

（……二人には、絶対仲直りしてもらわなくっちゃ！）

　心に誓ちかい、クルスはお札を持った手を後ろに回し、片方の手でそれを千切る。

「実は、お二人に話があるんです」

「なんだよ」「なんですか？」

　何も知らず、二人が近づいてきた。

「ごめんなさいっ！」

　びたん、とお札を二人の額に貼はる。クルスは想おもいをこめて、ぐりりっと呪印を押した。

　弾ける札。

　爆発音とともに部屋は白はく煙えんで満たされた。

「なっ、なんなんだよ、クルス!?」

「大だい丈じよう夫ぶですか、クルスさまっ！」

　煙けむりが晴れてゆく。

　ディアは、ジョオは、こほこほと咳せき込みながら、クルスの無事を確かく認にんしてホッとした。

　次いで、どうでもよさげに互いの顔を見る。

　どきん、と、乙女おとめが立てるような心臓の音が聞こえた。

　ジョオの心臓か、ディアなのか。

　あるいは二人ともなのか。

　二人の頰ほおはほんのりと桜色に染まっていた。

　手と手が重なり合い、指と指がからみあう。固く強くしっかりと握にぎられた手のひらに熱がこもった。

　そして見つめ合う、瞳ひとみと瞳。

　うっとりとうるんだ目が互いの顔を映し、ため息のような一言が口をついた。

[image: ]




「「美しすぎる……」」




　そして、めくるめく抱ほう擁よう。

「もう、離はなさねえ」

「ディアさん、もっと、もっと強く抱だきしめてください！」

「こうか、こうかこうか」

「もっと、もっともっと」

　二人はくるくると回りながら、互たがいを求めるように抱きしめ合う。

「よかったな、仲直りできて」

　後ろで見ていたスカーレットが口にした。

「……いいんでしょうか？」

　クルスは、かなーり疑問だった。







　それから、二人の瞳は磁石のように引き合った。

　互いに何かをしていても、ちらり。




　お風ふ呂ろに入っていても、ちらり。

　用事のない時は見つめ合い、相手がそばを離れた時は、網もう膜まくに焼き付いた像を見る。

　眠ねむっていてもそれは変わらなかった。

　眼めを閉じたあとでも、夢の中で見つめ合っていたからだ。

　そして、朝を迎むかえてもまた見つめ合う。

　二人は見つめ合いながら起きあがり、見つめ合いながら廊ろう下かに出て、見つめ合いながら顔を洗った。

　食堂に向かうときも二人は見つめ合っていた。

　一歩あるいては互いの瞳を見つめ、また一歩あるいては、ほう、と吐と息いきをつく。

　恋こいに落ちた人は相手の瞳に海を見るというが、ディアはジョオの瞳に空を見た。

　どこまでもどこまでも続く青空の下もと、広がる無む窮きゆうの自然を見た。密林を見た。都市を見た。砂さ漠ばくを見た。世界遺産を見た。

　そして、地球が丸いことを知った。

　世界に果てなんてないんだとディアは涙なみだした。終わりなどないのだ。君への想いが尽つきることがないように。

　そして、ジョオはディアの瞳に宇宙を見ていた。

　流れ星を見て、銀河へたどりつき、ブラックホールにはまり、ホワイトホールから飛びだし、天てん地ち開かい闢びやくから終極に向かうまでの数百億年の時の流れをかいまみていた。

　そしてまた生まれる新たな宇宙…………。

　二人の間を流れる時間は永遠すぎた。

　朝食をとりに出ただけのことだったのに。

　教会施し設せつ内にある食堂にたどりつくまでに一昼夜を要した。ここで言う一昼夜はクルスが感じた時間であって、現実の時間ではない。

　二人の間を流れる時間の遅おそさが相対的にクルスを亜あ光速状態にし、ウラシマ効果を生んだだけだった。疎そ外がいされている時間ほど長く感じるもの。事実、クルスの身長は一センチ伸のびた。

　朝食を食べながらも、二人は見つめ合っていた。お互いの顔をおかずにパンを食べて、お互いの顔をスープがわりにパンを食べる。

　互いの口についたカスに気付いて、取ってあげる。それをはむはむとつまんで、

「「ごちそうさま」」

（それは俺たちの台詞せりふだよ!!）

　と、二人を見ている、みんながみんな、心の中で叫さけんでいた。

　部屋に戻もどるのにさらに一昼夜（クルスの体感時間）その間、ジョオに至っては弥み勒ろく菩ぼ薩さつが何度も何度も輪りん廻ね転生を繰くり返していた。

　宇宙が生まれ滅ほろびるほどではないが、実際、もたもたとしていたことには変わりなく、三人は朝の礼拝に遅ち刻こくしそうになった。

　慌あわてて着き替がえを始める。クルスが鏡を使う。

「ごめんね、もうちょっとで終わるから」

「いえ、クルスさま、ごゆっくりとしてください」

　二人はまだ見つめ合っていた。

「もーっ、見つめ合うのはいいけど、礼拝に間に合わないよぉ」

　二人はちゃんと着替えをしていた。

　互いの瞳ひとみに映る自分を見て、おめかしをしていたのだ…………。







　恋は人を美しくするというが、美しい人が恋をしているとは、限らない。

　けれど、ジョオは美しくもあり、恋もしていた。

　男子三日会わざれば、刮かつ目もくして見よという言葉がある。男は何をきっかけに成長するか分からないという意味の言葉なのだが、ジョオのそれは凄すさまじかった。

　寝ねて起きたら美しくなっていた。

　ディアの名を口にするだけで喉のどはよくなり、歩くだけで全身の血行がよくなった。まばたきを一つするだけで美しくなる。

　ぱちぱちぱち。

　レベルが三も上がった。

　美が女性だけの特権というのは間ま違ちがっていた。世のほとんどの男性が、世界記録を持つ女性よりも足が遅いように、ジョオの美しさはもはや国家レベルになっていた。それまでローラントで一番の美人といえば、ベル姫ひめと言われてきたが、もはやその差は五馬身もなかった。

　街に出て、通りを歩く。

　ジョオとすれ違うと、男たちが振ふり向く。そのたびにベルとの差は縮まっていった。ざわざわと囁ささやき声、さらに差は縮まる。あっという間に三馬身。なんという後あと脚あしの速さか。

　裏通りに入る。

　賑にぎやかなストリートには、免めん許きよを持たない屋台がずらりと並び、広げた絨じゆう毯たんの上には、仕入れたのか盗ぬすんできたのか分からないものすら売ってある。

「わあ」

　ジョオは、足を止めた。

　露ろ店てんの一つに、とてもかわいらしい模様細工の施ほどこされたリングを見つけたのだ。

　しかも、二つ。

　すると隣となりで見ていたディアがつぶやいた。

「買ってやろうか」

　それだけで一馬身。

「でも……」

　ジョオはためらうように目を伏ふせた。

「男同士でペアリングなんて、変ですよね」

「関係ないさ」

「笑われちゃいます」

「知るかよ。笑いたい奴やつには笑わせておけばいいのさ。……それじゃ、嫌いやか？」

　ううん、とジョオは首を振る。

「ボクのせいで、ディアさんが傷付くの、とっても嫌だから……」

「後こう悔かいなんかしねえさ」

「えっ」

　ディアはジョオの頭に手をやると、そっと髪かみの毛を梳すき、その頰ほおを優やさしく撫なでた。

「俺はいつだって後悔しねえ。好きな奴が男だからなんだってんだ。かまうかよ。

　──俺はお前が、好きなんだからな」

　気付けば、ジョオはベルを五馬身どころか、地平線の彼方かなたへ追いやっていた。

　これほどの圧勝は、古くから続く草原の騎き馬ばレースの記録にも存在しなかった。







　昼下がり。

　翼つばさを広げ、王宮から飛び立つ、一頭の巨きよ獣じゆうの姿があった。

　ベロちゃん。

　先日、友達になった魔ま獣じゆうケルベロスにベルがつけた名前である。

　ベロちゃんは機き嫌げんがよかった。

　ケルベロスの頭から突つき出た触しよつ覚かくのような感覚器には、相手の意識を波のように感じ取れる部位がある。ベロはベルの思考を無む劣れつ化かダビングすることができた。

　ベルがうきうきしていれば、ベロもうきうきとし、ベルがむかむかとしていれば、ベロもむかむかとする。ベルとベロはアテネからメダルをかっさらえるほどのレベルで、精神同調を果たしていた。

「ベロちゃん、とっても楽しそうね」

　つまりベルも、とても機嫌がいいということだった。

　ベルを首に乗せて、ベロは教会に向かっている。

　ベルはとびきりのおめかしをしていた。

　ディアを空の散歩に誘さそうつもりだった。

　お弁当もしっかりと用意をしていた。

　もちろん手作りだが、もしもディアの好みに合わなかった時のために、王宮の筆頭厨房長シエフに作らせたスペシャル弁当も用意しておいてある。準備にぬかりはなかった。

　つまっているのはお弁当ばかりではない。

　握にぎり拳こぶしひとつにもならない小さな胸には、これから始まるディアとのひとときへの、期待と夢がいっぱいにつまっていた。

　なにぶんスペースが狭せまいので、ものすごい密度だった。

　ぎゅうぎゅうにぎゅうぎゅうにぎゅうぎゅうで、もう重力崩ほう壊かいを起こす寸前だった。

　……さっきからむちゃくちゃな描びよう写しやばかりしているように思われるかもしれないが、ウソではない。

　恋こいとはそれほどに素す敵てきなことなのだ。




　ちょうど、ディアも教会に戻もどってきたところだった。

　外がい套とうを脱ぬいだ途と端たん、びりっ、とシャツが千切れる音がした。

「おっ、身体からだがデカくなったのか？」

　シャツを脱ぎ、破れた跡あとを確かめて、ちょっと嬉うれしそうな顔をディアがする。

　すると、ジョオも嬉しそうに微笑ほほえんで、

「今度、買ってきますよ。おそろいのものを。サイズを測らせてください」

「ん？　この部屋にメジャーあったか？」

　うふふ、とジョオが笑い、

「ボクがディアさん専用のメジャーです♡」

　と、抱だきついた。

「こいつう」「あはは」

　上半身裸はだかの二人がくるり、くるり。

　世界は鮮あざやかに映はえる薔ば薇らの色。

　そして、空気はほんのりと甘い桃ももの香かおり。

　そこに、ベルがやってきた。

「…………………………………………！」

　ぽろり、と涙なみだ。

　くらっ、と気絶。

　そしてベルのショックに反応して、ベロちゃんは教会を破は壊かいした。







　教会崩壊の報を受け、ローラントの政務をとりしきる宰さい相しようロックが血相を変えてやってきたのは、真っ赤な太陽が空に沈しずみ始めたころだった。

「な……なんということだ……！」

　アバロン大陸でも七教会の一つに数えられる聖堂。それが見るも無む惨ざんに崩くずれさっている姿を目まのあたりにして、ロックは衝しよう撃げきを受けた。

「聖堂が、大聖堂が……、姫ひめさま──っ！」

「……心配するのはそっちかよ」

　出で迎むかえに現れたディアは呆あきれた。

「どうせ貴様らが原因なんだろが」

　ロックはロックで半眼になる。

「僕たちの部屋に来た途端、姫様がお倒たおれになられて……」

　あとから現れたクルスは、ベルに肩かたを貸していた。

　ベルの顔には憔しよう悴すいが見てとれたが、傷を負っている様子はない。

「どうされたのですか、姫さま!?」

　ロックが視線を合わせた途端、ベルの瞳ひとみから、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙があふれだした。

「もう……、もう……、わたくしは一生、恋などしませんっ！」

　ぷちん、とロックの我が慢まんの緒おが切れた。

「ディアにいったい何をされたんですかァアアアァァァアアアアアアアア──ッ!?」

「わたくしも……、男になりますっ！」

　唇くちびるを嚙かみ、ベルは走り出した。

「それだけはなりませ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん!!」

　叫さけんで、ロックはあとを追った。

　ちなみに宰相閣下に「あなたはロリコンですか？」と訊たずねると、猛もう烈れつに否定される。

　それはもうムキになって、意地になって否定される。







「姫さま、何を血迷われたのですか!?」

「血迷ってなどおりませんっ」

　ベルの眼めは血走っていた。

　ふーっ、ふーっ、と尻尾しつぽを立てて前ぜん傾けい姿勢をとる猫ねこがするような息いき遣づかいをしていた。

「ディアさんが男の方を好きならば、わたくしも男になるまでです。止めないでください!!」

「姫さまぁあああああああああああ！」

　ロックはただちに、おかしなお札を売りつけたベッツィの店を強きよう襲しゆうした。

「男を女に変える札を売れえええええっ！」

「ちょっと待ちいな」

　ベッツィは毅き然ぜんとした目で、ロックを見み据すえた。

　相手が宰相だろうと、売れない奴やつには売らない。

「ウチは客を選ぶ店でな。モノを売ってるんやないんや。覚かく悟ごを売っとる。あんた、その薬のためならどこまで出せる？」

「家いえ屋や敷しきをくれてやる!!」

「売らせてえな!!」

　ベッツィの目は〝金〟になっていた………。

　ちなみにロックの家は代々の貴族なので、家といっても、庭には象が放し飼いにされ、森は毎年遭そう難なん者しやが出るほどだった。

「ディアぁぁあああああぁぁあああああ！」

　札を手に一匹ぴきの野や獣じゆうが飛び出す。夜の闇やみを、人のものとも獣けもののものともつかない声が駆かけ抜ぬけた。

　ロードストローム商店から教会に向かうには、運河をまたがねばならなかったのだが、今のロックに渡わたし舟ぶねを待つ余よ裕ゆうはない。

「発はつ勁けいッッッッッッッッッ！」

　秘伝奥おう義ぎを発動させ、水面みなもを切る飛び石のごとくロックは運河を突とつ破ぱした。

　教会では瓦が礫れきを撤てつ去きよする作業が続いている。

　ディアを見つけたロックは、彼の名を呼んで、こちらをふりむかせた。

　その額にお札を貼はりつけ、思いっきりの感情を込こめて呪じゆ印いんをぐりっとこすりつけた。

「女になれええええええええええええい！」

　爆ばく発はつ。大爆発。

　戦争が始まったのかと勘かん違ちがいするような音と衝撃が、一帯に轟とどろいた。

「……あ、……あっ」

　煙けむりの中からふらふらとまろびでたディアはがくりと膝ひざをついた。

「「ディアさん！」」

　ジョオとクルスが駆け寄る。

「覇ハ────ッ！」

　二人はロックに弾はじき飛ばされた。

　ロックは用意していた鎖くさりでディアの身体からだをぐるぐるのぐるぐるに縛しばりまくると、これまた用意していた棺かん桶おけにつっこみ、うわはははは、と今どき悪党でも口にしないような笑い声をあげて、その場を去っていった。

　見ていた者たちが騒そう然ぜんとなった。

「閣下のご乱心だ！」

「ロックさまが血迷われたぁ！」

　宰さい相しよう閣下が血迷うのは、今に始まった話ではなかった。







　起きたら女になっていた。

　言葉にすればそれだけのことだが、当人にしてみれば、絶ぜつ叫きようでもしないことには息も出来なかった。

「なんじゃこりゅあああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　王宮に拉ら致ちられたことだとか、ここがベルの部屋だとかいうことはどうでもよかった。

　棺桶を開けられ、鎖を解かれ、気つけの発勁を喰くらわされて目覚めたディアは、自分の身体が著いちじるしく変化していることに気付いた。

　髪かみはつややかに腰こしまで伸のびていた。

　腰は弓のようにくびれ、胸はシャツのボタンを二つ三つ弾きとばすほど、たわわにふくらんでいる。そして、股こ間かんをまさぐると、そこは活字に出来ないモノに……。

「……どっ、どういうことですの!?」
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　ベルもびっくりしていた。

「ディアには女になっていただきました」

「いただきましたじゃねーだろ、こら！」

　声こわ音ねは妙みように麗うるわしくなったものの、口調はいつもの調子でディアはロックにかみついた。

「戻もどせ！　俺を男に！」

「戻すもなにも、貴様はもともと龍りゆう族ぞくだったのだろう？　それが人ひと族ぞくになっていたのだ。いまさら、男が女になろうとたいした差ではあるまい」

「じゃあ、お前も女になれよ!!」

「姫ひめ様が望むならば」

　ディアはロックの女性姿を想像し、顔色をみるみる悪くした。

「……いや、いい。俺が悪かった」

「ロック！　ディアさんを元に戻してあげてください!!」

　切にベルが訴うつたえた。

「私のことであれば命でも差し出せますが、こればかりは姫さまの仰おおせとあっても聞くわけには参りません」

「まいったな……」

　ディアは棺桶にがっくりと腰を下ろした。

「宝珠オーブの呪のろいで人族に変えられちまったときより、凹へこみそうだ……」

「元気をお出しになってください、ディアさんにはベルが付いていますわ」

　言って、ベルはディアの手を握にぎる。

「……お前はいいのかよ」

「なにがですか？」

「俺が、女でもよ」

「かまいません」

　きっぱりとベルはうなずいた。

「男でも女でも、ディアさんがディアさんなら、ベルはかまいませんわ」

「……………………」

　じん、と胸に熱いものが込こみあげて、ディアは瞳ひとみに涙なみだを浮うかべた。

　うるんだ視線をベルへと向ける。

　その熱情をベルは拒こばまなかった。

「おねえさま……」

　ディアを抱だきしめ、首に手をまわす。

　そっと顔を近づけ、頰ほおに口づけをした。

「「ディアさんっ!!」」

　クルスとジョオ。そして途と中ちゆうで出くわしたスカーレットが部屋に飛びこんできたのは、そんなときだった。

「な…………っ！」

　ディアが女性になっていたことに、ジョオは心臓が止まりそうになった。

「う、噓うそですよね……？」

　声がうわずり、ジョオは胸のざわめきを抑おさえるために左手にした指輪に触ふれた。

　ディアが買ってくれた指輪。

　それを、ぎゅっと、手のひらで包み込む。

「ふむ」とスカーレットが顎あごに手をやって、ジョオを励はげます顔をした。

「考えようによってはよい展開ではないか。おぬしが男でディアが女。何の問題もない」

「ボクたちはそんな、ふしだらな関係ではありませんっ！」

「…………そうなのか？」

　怪け訝げんな顔をするスカーレットを尻しり目めに、ジョオは指輪を握りしめた姿のまま、まっすぐにディアを見つめた。

「ディアさん、女になってしまっただなんて冗じよう談だんですよね！　噓ですよね？」

　どう答えたらいいのか、ディアは頭に手をやり、困った顔をして、

「……悪わりぃ、女になっちまったらしい」

「そんな……っ」

　うつむいたジョオの視線に、ディアの左手が見える。

　指輪が、なかった。

「でも、俺は俺だから。お前のことは……」

「噓つきっ！」

　泣きそうな声で、ジョオは叫さけんでいた。

「噓じゃねえよ、俺は」

「だったら、なんでボクたちの指輪を捨てたんですか!?」

「それは……」

　ディアは言いつのろうとしたが、張りつめたジョオのまなざしに圧あつ倒とうされた。

「信じたのに……」

　言って、ジョオは震ふるえる。

「ボクを……からかっていたんだ」

「違ちがう、俺は！」

「幸せに……、なってください！」

　くるりと踵きびすを返し、ジョオは部屋を飛びだした。

「ジョオ……」

　うめくような声が、ディアから漏もれる。

「ディアさん、指輪ってこれのことではありませんか!?」

　棺かん桶おけの隅すみに落ちていた指輪を見つけて、ベルが差し出した。

「それだ！」

　手に取る。確かに露ろ店てんで買ったペアリングだった。けれど、今のディアのしなやかな指にはぶかぶかだ。

　立ち上がったときに、抜ぬけ落ちてしまったのだろう。

「今から説明して、追いかければ！」

「いや、いい」

　ディアは拒きよ絶ぜつした。けれどベルはさらに詰つめ寄って、

「でも、このままでは……」

「いいさ」

　ディアは首を振ふった。

「誤解だって、僕がジョオに説明します！」

　クルスも言いつのった。

「俺が裏切ったことには変わりねえさ。それにアイツは神官だ。俺みたいな乱暴者と付き合わねえほうが、アイツのためにもなる」

「そこまで……ジョオのことを」

「それに、起こっちまったことをうんぬんしても始まらねえや。女になったら女になったで、面おも白しろい人生にしてやるさ、俺はな！」

　笑って背を向け、ディアは腕うでを顔にやった。

　涙を指で拭ぬぐうためだ。

「ディアさん……」

　つぶやき、クルスは切ない想おもいにかられた。

　最後に、スカーレットが口を開いた。

「めでたしめでたしだな」
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　クルスはマジでひっくり返った。








〈了〉









　そんなわけがなかった。

　ジョオは走った。夜の街を駆かけた。

　涙なみだがあとからあとからこみあげて止まらない。目の前が霞かすんでつまずいた。顔からべちゃっと落ちて、鼻をしたたかに打つ。転げ回るほどの痛さだが、胸の痛みには敵かなわない。

　仰あお向むけになった視界に月が見えた。

　優やさしい、光。

　直視できない光を放つ太陽とは違ちがう。

　暗くら闇やみに迷う人にそっと松明たいまつをさしのべるような、愛の光。

　そんな月を見た途と端たん、それまでこらえてきた涙を、ジョオは抑おさえる事ができなくなった。

「うっ……うっ……」

　それでも声を殺し、ジョオは泣いた。




　翌朝も、その翌朝も、ディアは教会に戻もどることはなかった…………。




　ジョオは笑え顔がおだった。

　見ているほうがつらくなるぐらいの、切ない笑顔だった。

「ははっ、クルスさま、ボクは平気です」

　何事もなかったかのように微笑ほほえみ、ジョオは勤めを果たした。泣きはらして出来たと思われるまぶたの腫はれは次し第だいに薄うすれ、外見は普ふ通つうのジョオに戻ったように見える。

　けれど、泣かなかったのは、元気になったからではない。

（ボクには、泣く資格がない）

　ジョオはあのとき逃にげ出した自分を責めていた。

〝違う、俺は！〟

　あのあと、彼は何を言おうとしていたのか。

　どうして、自分は聞かずに逃げ出したのか。

　もしかしたら愛の言葉を囁ささやいてくれたかもしれないのに。そう、ジョオは思った。

　たとえばこうだ。

〝違う、俺は！　ただの性せい転てん換かんなんだ。衣ころも替がえの季節になると性転換する脱だつ皮ぴ国の脱皮人なんだ！〟

　ジョオは泣き崩くずれた。いくら自分をたぶらかすといっても限度がある。

（たぶらかす……、その通りだ）

　ジョオは自分が逃げ出した理由に気付いた。

（最後の一言を聞くのが怖こわかったんだ……）

　聞かなければ、どうとでも想像できる。

　ありもしない可能性にすがりもできる。

（ボクは……卑ひ怯きよう者ものだ）

　愛する人から逃げた自分には、涙を流す資格なんてない。

　そう思いながら、何度も思いながら、それでもジョオは涙を止めることが出来なかった……。







「おねえさま」

「なあに」

「髪かみを梳とかせてください」

　腰こしまで伸のびた銀ぎん髪ぱつに、ベルは櫛くしを入れる。

　テラスに差し込む陽ひの光は柔やわらかく、ディアの白銀の髪は光を吸い込むようにキラキラと輝かがやいた。

「まるで天の川みたいですわ」

　その美しさにベルは、ほぅ、と、ため息をつき、そして、謝りの言葉を口にした。

「ごめんなさい……、わたくしのせいで、こんなことになってしまって」

　ロックがしでかした事とはいえ、引き金を作ったのは自分なのだから、自分が悪い。

　そう、ベルは思っていた。

「いいのよ。あなたのせいじゃないわ」

　首を横に振ふって、ディアは微笑んだ。

「人生には色々あるわ。あると思っていた髪の毛がなくなったり、毎朝元気だったものがそうでなくなったり。それだけのことよ。龍りゆう族ぞくから人族に変わったことに比べれば、男が女になったりするぐらい普通よ。なんてことはないわ」

　浮うかべる笑顔には、一点の翳かげりもない。

　決して、後ろを振り返らない。

　運命にだって負けない。

　それがディア・ブレイスの生き方だった。

　完全に女性のそれとなっていた口調も、ひとつの決意の表れだ。

「私はいつだって後こう悔かいしないわ！」

「おねえさまっ」

　ひし、とベルは抱だきついた。







　クルスとジョオのもとに、一通の手紙が届いた。

　──外国に行きます、というメッセージの下に、差出人としてディアの名前がある。

「行かないの、ジョオ？」

「いいんです、もう」

　それだけを言って、ジョオは背を向けた。

　ちょうどシャツにアイロンをかけているところだった。皺しわなくパリっと仕上げるためにはムラを作ってはいけない。ジョオは右手に持ったアイロンに意識を集中しようとした。

「二度と会えないかもしれないんだよ？」

「かまいません」

　額に汗あせが浮かんでいるのは、アイロンから噴ふき出ている蒸気のせいだ。そう、ジョオは思おうとした。

「勝手に女になった人のことなんて知りませんよ」

「噓うそだよ、ジョオは噓をついてる！」

　アイロンを持つ手が、止まる。

「女だからなんだって言うのさ！　ホントに好きなら男も女も関係ないはずだよ!!」

「ホントに好きじゃ、……なかったんですよ」

　ジョオは、うめいた。

「また噓をついてる」

「噓じゃありません！」

　怒おこるように、ジョオは言った。

「……だったら、なんで薬指にまだディアさんから貰もらった指輪をしているの？」

「………………………………………………」

　うつむいて、ジョオは左手を見た。

　きらりと輝く指輪。

　右手でそっと触ふれ、ぎゅっと包み込む。

　想おもい出があふれてきた。

　ディアのことを想えば想うほど、あふれてくるのは愛いとしさだった。

　どうして外せなかったんだろうと思う。




　好きだからだ。




　それ以外の理由なんて、ない。

　愛する人が男か女かなんて……、

　どうでもいい。

　逃にげる口実にしていただけだ。

「クルスさま、ボク、行きます！」

「うんっ！」

　二人は部屋を飛びだした。

　放置されたアイロンが、シャツを焦こがしている。

　どうでもいい。本当にどうでもいい。

　焦げたシャツのことなんて、まったくもってどうでもよかった。

　……ちなみにこの日、再建途と中ちゆうだった寄宿舎は不意の出火で全焼するのだが、原因は定さだかではない。




　運河を渡わたったところに、ベッツィが立っていた。

　ジョオを待っていたのだ。

「売ったるで、アンタになら」

「事情は私が話した」

　かたわらに立っていたスカーレットが言う。

「相手を自分に惚ほれさせる札でも、男に戻もどす札でも、よりどりみどりや」

「いりません」

　きっぱりと、ジョオは答えた。

「ボクはボクの気持ちを伝えるだけです」

　それだけを言うと、ジョオは笑え顔がおを浮かべて、また走り出した。

　ベッツィは追わなかった。

「いいのか？」

　スカーレットが聞く。

「かなわんなァ、あないなこと言われたら、商売あがったりやで」

　やれやれと肩かたをすくめながら、ベッツィは実に気分のいい顔をした。







　ディアたちは、王宮前の船着き場にいた。

「国の仕事が落ち着きましたら、わたくしも向かいますから」

　女の子としての人生を始めるために、ベルは隣りん国ごくにある全ぜん寮りよう制せいの女学院に通うことをディアに薦すすめたのだった。

　そこへ、

「待ってくださいっ！」

　突とつ然ぜんの声に、ディアはびっくりした。

（どうして？）

　振ふり向こうとして、ディアはためらった。

　怖こわかった。

　彼が怖い顔をしていたらどうしよう。私をにらみつけていたらどうしよう。涙なみだが出るようなことを言われたらどうしよう。

　恐きよう怖ふが身をすくませた。

「女の子でも、君が好きだ!!」

「…………！」

　どきん、と、乙女おとめが立てるような心臓の音が聞こえた。

　ジョオの心臓か、ディアなのか。

　あるいは二人ともなのか。

　振り向いたディアの眼に、腕うでを広げるジョオの姿が見えた。

　二人の頰ほおが、ほんのりと桜色に染まる。

　ディアは駆かけだした。

　ジョオも駆けだした。

　手と手が重なり合い、指と指がからみあう。固く強くしっかりと握にぎられた手のひらに熱がこもった。

　そして見つめ合う、瞳ひとみと瞳。

　うっとりとうるんだ目が互たがいの顔を映し、ため息のような一言が口をついた。




「「美しすぎる……」」




　そして抱ほう擁よう。

　人目もはばからず、二人は愛を交かわし、情熱を燃え上がらせる。

　寄宿舎も燃えていた。

























「是ぜ非ひ、お子様をお作りになってください」

　よく晴れた朝のことです。

　爺じいやの言葉を聞いたのは、朝食を済ましたばかりの、紅茶の入ったティーグラスを口に傾かたむけていたところでした。

「……いま、なんて？」

　聞き間ま違ちがいだろうと、訊たずね返すわたしに、爺やは真顔で言いました。

「ベルさま。近々、お子様をお作りになるご予定はございませんか？」

「あ、ありませんってば！」

　みるみると顔を真っ赤にするわたしは、手にしていたティーグラスも落としてしまいました。

　いきなりそんなことを言われ、何と返事をしたらよかったのでしょうか。ただただどぎまぎして、うつむこうとするわたしにかまわず、爺やは眼光鋭するどいまなざしをぶつけてくるのです。

「それはまことですかな？　ベルさま」

　あくまで真顔の爺やです。

「そ、そういうものは、一人では作れないものかと……」

「さすがベルさま、その通りでございます」

「そ、それほどでも……」

　誉ほめられても恥はずかしいだけのわたし。

「そこでワタクシ、ロック閣下には内密に、国の内外から花はな婿むこ候補を探して参りました」

「え？」

　どんっ、と。

　どこに隠かくしていたのか、積み上げれば人の背を超こえてしまうほどの紙の束を、爺やは一いつ瞬しゆんで机の上に積み上げてしまいました。

　何枚あるのでしょうか。

　数えるだけで気が遠くなりそうなほどの高さを前に、わたしは愛あい想そ笑わらいでごまかしたくなりました。

「こ、こういう大事なことはロックに相談してから……」

「いいえ、こと、ご結けつ婚こんに関しては宰さい相しよう閣下の関かん与よするところではございません。代々、王家の方々のお世話を任されてきた我々、宮く内ないの仕事でございます」

「それは分かっておりますが……」

「普ふ段だんの言動をおもんぱかるに、どんな花婿をお迎むかえしようと、ロック閣下が姫ひめさまの結婚に賛成なさるとは到とう底てい、思えませぬからな」

　確かに。

　それは爺やの言う通りな気がします……。

「では、さっそく花婿候補をごらんに」

「いやです」

　ぷいっ、と顔を背そむけます。

「わたくしには心に決めた人がおります」

「存じております」

「分かっているのなら、無む駄だなことも分かっているでしょう？」

「その殿との方がたからは、お返事をいただいていらっしゃるのですか？」

　えっ。

　爺やの言葉が胸に突つき刺ささりました。

「その方はベルさまと結婚をし、法国ローラントを継つぐという覚かく悟ごをお固めになっていらっしゃるのですか？」

　ううっ。

　わたしはとっさに返せる言葉が見つからず、席を立ち、二歩、三歩、よろよろとよろめきました。

「そ、それは……」

　思わず、目を背けてしまうわたし。

「それともその愛は一生のものだと言い切れますかな」

「…………………………言い切れます」

「いま、迷ったでございましょう？」

「ずるいですっ」

　わたしは爺やに怒おこりました。

「気持ちなんて確かめようがありません」

「そうでございます。ですから、爺は心配しておるのでございます」

「余計な心配ですっ」

「ドンが去り、ソードラントの脅きよう威いはなくなりましたが、王位継けい承しよう者しやは姫さま一人しかおられぬことに変わりはございません」

「それぐらい、ベルも分かっております」

「ならば姫さまの身にもしものことがあれば、王国がどうなるか、ご存じでございますね」

　滅ほろびてしまいます……。

「ごめんなさい……、わがまま言って……」

「分かってくださいましたか？」

「でも、お見合いはお断りします」

「ベルさまっ！」

「わたしは好きな人と結婚しますっ！　爺やがどんなに、ど[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んなに言ってもダメです！　ベルは聞きません!!」

「分かりました」

　えっ。

　意外な言葉に驚おどろくわたしに、爺やはこくりと頷うなずき返してくれました。

「そこまでおっしゃるのであれば、ワタクシも考えを改めなければなりますまい」

「…………ホントですか!?」

　嬉うれしくて、わたしは爺じいやの胸に飛びこんでしまいました。

「ありがとう、爺や！」

「ならばベルさま、ディア殿どのから結婚の約束をいただいてくださいますか？」

「約束？」

　いやな予感が致いたしました……。

「ワタクシ、ベルさまの幸せを望む気持ちにおいて誰だれにも負けるものではございません」

　言うと、爺やはぺたんとカーペットの上に座り込んでしまいました。

「ディア殿が姫を幸せにし、この国を継いでくださるというのであれば、喜んでご協力申し上げましょう……、ですがしかしっ！」

　言葉を続けながら、爺やはタキシードを開き、ふところに手を入れます。

「ディア殿が姫の気持ちを弄もてあそぶばかりで、将来を約束してくださらぬというのであれば」

　すらり、と短たん剣けんを抜ぬき放ったのです。

「ディアさんを殺すなんていけません!!」

「ワタクシめが死にます」

「それもいけません[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　わたしは短剣を手にした爺やの手を、両りよう腕うでで抱だきかかえました。

「お放しになってください、ベルさま！」

　カーペットに座り込んだ爺やは、シャツをあげ、おなかに剣を当てようとします。

　爺や、本気です。

「このままでは、ワタクシ、ご先祖さまに申し開きができません！」

「姫ひめが、姫が悪うございました！」

「約束してくださいますか？　ディア殿から返事を貰もらえぬ場合は、花はな婿むこを選んで頂けると」

「そ、それは……」

　目を背けるわたし。

「おさらばです」

「誓ちかいますっ！　誓いますから、爺や！　死ぬことだけは許しません[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　……約束してしまいました。

　そのあと、あっさりと短剣をふところに収めてしまった爺やの笑え顔がおが忘れられません。

「ベルさま、約束は絶対でございますよ」

　なにか、都合よく芝しば居いに騙だまされてしまった気がするのはわたしだけでしょうか。

　それに……。

　先ほどはつい、心に決めた人がいる、と爺やに申してしまいましたが、わたしとディアさん、結けつ婚こんの約束はおろか、好きだと言ってもらったことも、好きですと告白したこともないのです。

「お返事は週末までに頂いてください」

　はううううう。

　わたくし、どうしたらよいのでしょう……。







「なんだよ、腹減ってんのかよ」

　わたしがパッとしない顔をしていたせいでしょう、ディアさんはそんなコトを言ってくれました。

　ディアさんの中では、おなかが空すいてる以外に、人が悩なやむ基準はないみたい。

　はぁ……。

　わたしは嬉しいような、しょんぼりするような複雑な気持ちになりました。

「これ、食えよ。美味うまいぜ」

　人をからかうような、それでいて妙みように楽しげな声を出して、自分が手をつけていた皿を回してくれます。

　えへへ。

　ディアさんに優やさしくしてもらえると、勘かん違ちがいでも、やっぱり嬉しいわたしです。

「姫さまにこんな仕事を手伝わせて、なに偉えらそうにしてるんですか、あなたは」

　両手を腰こしにあてたジョオさんが、品のいい顔をムスっとさせていました。

　真っ白な法衣は泥どろで汚よごれています。

「せっかく来てんだから、ぼうっと突つっ立ってても意味ないだろが」

　ここは教会だった場所です。

　先日起こった、謎なぞの出火のせいで、建物が全焼してしまったのです。

　今日は、瓦が礫れきとなった建材の搬はん出しゆつ作業をしているところなのです。

　だから食事といっても、給食のような炊たき出し。

　丸太を椅い子すがわりにして、ブリキの器うつわに盛られたシチューを食べます。

「申し訳ありません、姫さま」

　今度はクルスさんが本当にすまなそうな顔をして頭を下げるから、わたしのほうが申し訳なくなりました。

「いいえ、大したお手伝いも出来なくて」

「そんなことねえさ、たまにはこういう泥どろ臭くさい仕事もいいだろ、なっ？」

「はい」

　大きく頷うなずくわたし。

　するとクルスさんはわたしが無理をしていると感じたのか、さらに心配をされて、

「ディアさんってマイペースだから、振ふり回されるばっかりで姫さまも大変でしょう」

「いいえ、ホントに。楽しいんです」

「ディアさんつけあがっちゃいますよ」

「かまわないです」

「イジメられちゃいませんか？」

「わたし、もっとディアさんにイジメられたいんですっ！」

　しん……。

　一いつ瞬しゆんにして、空気が凍こおりつきました。

　クルスさんがびっくりした顔でわたしを見ています。

　あ、あうあう。

　わたし……、すごく変なこと、言ってしまったかもです。

「え、えっと……、そ、そのぉ」

　うつむくわたし。

　きっと、今のわたしは首まで真っ赤に違いありません。

「……と、そんなことを王宮の女官が申しているのを、わたしは聞いたんです」

　ふう。

　これでごまかせたかしら。

　そんなわけがないよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！

　じとっ。

　居い心地ごこちも悪そうに、沈ちん黙もくさんがわたしたちの周りにたれこめています……。

「クルスさまーっ」

「あ、ジョオが呼んでる、……じゃ、じゃあ、あとはお二人で！」

　クルスさんはぎくしゃくとしながら、この場を去っていかれます。

　二人っきりになってしまいました……。

「え、えとですね。さっきの台詞せりふは、その、あの……」

　言葉が続きません。

　はしたない娘むすめだと思われてたら……。

　どう説明したらいいのでしょう。

　あぁ、……さっきの言葉は変な趣しゆ味みを持っているという意味ではなくて、ディアさんのそばにいたくて、もっと仲良くなりたくて、だってわたしはディアさんのことがとっても、

　好きだから。

　そんなこと、言えないよう!!

　どっ、どうしましょう……。

　と、

「城の人間の中じゃ、そんなに人気か？」

　助け船のように、ディアさんがニコっとした顔で話しかけてくださいました。

「そりゃあもう！」

　城の人間と言っても、たった一人の間で人気なのですが……。

「へえ」

　嬉うれしそうな顔をするディアさん。

　まんざらじゃない顔をして、わたしを見つめてくださいます。

「か、顔に何か付いてます？」

「意味もなく、見つめちゃいけないのか？」

「いいえっ、いいえ！」

　好きな人に見つめられるとドキドキとしてくるのはわたしだけでしょうか……。

　なんだか、とてもいい雰ふん囲い気きです。

　告白するなら、今しかないかも？

　……大だい丈じよう夫ぶかな。

　大丈夫だよね？

「も、もしですよ……」

　言いながら、心臓が爆ばく発はつしそうなわたし。

「女官だけじゃなくて、女の人から、本気で告白とかされたりしたら、ディアさん、どうします？」

　わぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ。

　言ってしまいました…………。

　もう、顔が上げられません。

　ディアさんは何て顔をしてるかしら。

　喜んでる？　嫌いやがってる？

　嫌がってることはないと思うけど……。

『ホントか？　もう大だい歓かん迎げいだぜ!!』

　こんなコトを言ってくださったら。

　わたしは……、自分の気持ちを……。

「彼女？　今はいらねーなぁ」







　どういう意味なのでしょう…………。

　ふらふらとよろめきながら帰りの道を歩いていたわたしは、スカーレットさんに、相談にのってもらうことにしました。

　がやがやと賑にぎわうカフェテラスの中、わたし一人だけが闇やみ夜よのように暗い顔です。

「……遠回しに拒きよ絶ぜつされたのでしょうか？」

「まさか、そんな複雑な表現が出来るほど進化した男ではあるまい」

「ディアさんはお猿さるさんではありませんっ」

「私の目には、ディアはおぬしのことを気に入ってるように見えるがのう」

「そうでしょうか？」

　そうとも、とスカーレットさんは頷うなずいた。

「妹みたいに思っておると思うぞ」

「……………………………………」

　そういうややこしい恋れん愛あいをしたいわけではないのです。

「……おまえも物好きじゃの。他ほかにいくらでも男はいるだろうに」

「他なんていませんっ、ディアさんは素す敵てきな人ですっ」

　ふふっ、とスカーレットさんは笑った。

「……いじわるです、スカーレットさん」

「はは、性しよう分ぶんだ」

　悪気もなく、スカーレットさんは笑う。

「ディアさん。なんていうか、好きって言わせてくれない壁かべを感じるんです」

「けっこう子供っぽいところがあるからのう。照てれ隠かくしではないか？」

「うかつに好きって言ったら、避さけられてしまう気がして……」

「…………フィオナのことかのう？」

「スカーレットさんも、そう思いますか」

「相当好いておったようだな、ディアは」

「やっぱり……」

　それは、わたしも気付いていました。

　フィオナさんは、ディアさんが昔、好きだった人です。

　でも、亡なくなった人。

　ディアさんの中で、フィオナさんはどれぐらい大きな存在なのでしょう？

　自信のないわたしは途と方ほうにくれます。

「……………………」

　思うだけで、しょんぼりと肩かたを落としているわたしに、スカーレットさんは言ってくださいました。

「今はおらぬ人間だ。亡くなった者を相手にしてもしょうがあるまい。自信を持て、ディアはおぬしとおるとき、一番に笑っておる」

　そう言って別れ際ぎわ、スカーレットさんは励はげますようにわたしの肩を叩たたいてくれました。

　自信を持て、かぁ……。

（わたし、焦あせってるのかなあ？）

　日が西にかげり始めた夕暮れ。

　ひとりになって、王宮へと戻もどる道を歩きながら、わたしは思いました。

　わたしは、ディアさんが好きです。

　疑いなく、迷いなく、揺ゆるぎなく、わたしは誓ちかうことが出来ます。

　誰だれよりもわたしのほうを振ふり向いて欲しいとも思うし、同じぐらい、ディアさんに幸せになって欲しいと思うのです。

　だから、気になることがあります。

　誰も気付いていないかもしれないけれど、ディアさんは笑うとき、一いつ瞬しゆんひいて、ちょっと冷めた顔をすることがあります。

　大人びているといえば、大人びた、落ち着いた笑いなのですが、心の底から笑っていない感じがして、わたしは寂さびしく思うのです。

　わたしはディアさんの笑え顔がおが見たい。

　ディアさんが心の底から笑っている、大きな笑顔が見たい。

　本当に、見たいんです。

　もちろん、そのために頑がん張ばってはいるつもりなのですが……。

　例えば、さりげなく話しかける。

　なんとなくそばにいる。

　それとなく思わせぶりなことを言う。

（……でも、ディアさんの反応が鈍にぶいのは、わたしに魅み力りよくがないせいなのでしょうか）

　助けを求める気持ちで、空を見上げる。

　どんよりと暗く濁にごった雲がたれこめる空は、今のわたしにぴったりでした……。

　ううん、ダメダメ。

　こんなことで弱気になってちゃいけません。

　がんばれ、わたし!!

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて、熱い、熱い決意を固めていると、そばでたくさんの紙束を抱かかえていたピエロのお兄さんが、一枚のチラシをくださいました。

「カスケード一座が新しくなったよお、観に来てねえ」

　そこにはこんなことが書いてあります。


　★あなたの心をお見通し！　マジシャンの中のマジシャン、ミスターサーカスことカスケード男だん爵しやくがあなたの心を透とう視しする！



「恋こいの悩なやみなら、彼を連れて行くといいよ」

　わたしの心を見み透すかしたみたいなことを言い、ピエロのお兄さんは行ってしまわれました。

　なるほど、心を読まれてしまうのですか。

　ちょっと怖こわそうです。わたしは遠えん慮りよを……、

　待って。

　これって、ディアさんの心を知る、絶好のチャンスなのかもですっ……！

　ディアさんがどんなことで悩んでいるのかが分かれば、わたしにも出来ることがあるかもしれませんし。

　これは行くしかありません!!







「サーカスぅ？」

　口をへの字に曲げて、ディアさんは気の進まなそうな顔をしました。

「……お嫌いやですか？」

「ていうか、この前、ひどい目に遭あったのはお前だろ」

　実はわたし、カスケード男爵に誘ゆう拐かいされたことがあるのです。

「でも、男爵は許されましたし」

　理由はいくつかありました。

　わたし以外に誘拐された人たちもすべて助けることが出来たということや、男爵が猛もう烈れつに反省していること。それにこの街が最近、ソードラントと戦ったり、教会が謎なぞの全焼を遂とげたりと不ふ吉きつな出来事が続き、市民たちの気分も落ち込んでいることもあり、サーカスをしばらく無料で公演することと引き替かえに、男爵の罪は許されることになったのです。

「おまえはどうなんだよ」

　実はわたし自身、あまり悪い出来事とも思っていなかったりします。

　誘拐されている間、ディアさんとは一いつ緒しよにいられましたし、ベロちゃんというお友達は出来たし、感謝しているぐらいなんです。

「でも、なんで俺と行きたいんだよ」

「二人の今後のことなど考えまして……」

「はぁ？」

「いっ、いえいえ、なんでもありませんっ」

　両手を横に振って否定するわたし。

　下心が透すけて見えるようで、ちょっとハズカシイ……。

「いいぜ」

「本当ですかっ!?」

　やったぁ！

　ホントは跳とび上がりたいぐらい嬉うれしかったのですが、恥はずかしいので必死で我が慢まんしました。

　デートの申し込みをするときはいつも緊きん張ちようします。

　何度しても、慣れることなんてありません。

　ディアさん、

　いつも簡単に誘さそっているように見えるけれど、いつも心臓が爆ばく発はつするぐらいドキドキしてるんですよ？

　あぁ……。

　明日は素す晴ばらしい一日になるといいなぁ。

　いえ、素晴らしい一日にしなくては！

　わたしがしてみせます!!







　満天の曇くもり空……。

　低くたれこめた鈍にび色いろの雲は今にも泣きだしてしまいそうです。

　ううっ。

　わたし、めげないもんっ！

　カスケード一座の舞ぶ台たいは、街の中心部からは離はなれた川べりに位置しています。

　中心に巨きよ大だいなステージテントがあって、その周りに大小のテントが点在しています。

　その中の一つが、座長カスケード男だん爵しやくが新しく始めたという天幕です。

「これはこれは、ようこそいらっしゃいました。ベル姫ひめさま、ディアさま」

　うやうやしく礼をする男爵。

　あいかわらず、尖せん端たんでくるりとカールを巻いた髭ひげも凜り々りしいです。

　生まれながらの紳しん士しといった風情ふぜいは、以前と変わらないのですが、腰こしに下げていたムチはもうありません。

「心を透視するってのは、何の企たくらみだ？」

　ディアさんはまだ男爵への警けい戒かいを解いてはいないらしく、悪い人を問いつめるような言い方をしました。

「企みなどとは滅めつ相そうもございませんっ！」

　男爵はそう言って、部屋の中心にある、くるりと円を描えがくように並べられた椅い子すにわたしたちをうながしました。

「人はみな、自分でもはっきりとは知ることの出来ない意識というものを持っています」

「潜せん在ざい意識、というものですね」

「はい。ありていに申し上げてしまえば、私めが持っている宝珠オーブの力で、ゲスト様の潜在意識を読み、それを幻げん覚かくというカタチでゲスト様にお返しさしあげようという趣しゆ向こうなのでございます」

「やっぱり宝珠の力じゃねーかよ」

「危険なことは何もございませんです」

「宝珠って段階で、もう危ねえんだよ！」

「ワタクシ、きっぱりと心を入れ替え申し上げたでございますですよ!!」

　ディアさんはやれやれと頭を搔かいて、

「ったく、おかしなことしやがったら、今度こそ、再起不能に叩たたきのめしてやっからな」

「ディアさまこそ危ない思考の持ち主では」

「……なんか言ったか？」

「いっ、いえいえ。さっそく準備を始めましょう」

　男爵は車座に並んだ椅子のうち、三つを残して余分を外し、わたしたちを座らせ、残る一つに腰を下ろしました。

「何も難しいことはございません。目を閉じて、心を落ち着けて、そう、晴れ渡わたった空の下、空気の澄すんだ高原を思い浮うかべてください。なだらかな起き伏ふくに広がる草むらと花々がどこまでもどこまでも続いていて、靴くつを脱ぬいでも足は痛くない、柔やわらかな……」

　言われるままにしていると、男爵の声がどんどんと遠くなっていきます。

　まるで夜、眠ねむりに落ちるときのようにわたしの意識は細く薄うすく糸のように伸のびていき、ぷちんと途と切ぎ…………………………。







　気が付いたのは、高原の真ん中でした。

　目の前には、男爵に想像してと言われたままの光景が広がっています。

　遠くに万年雪を冠かんした山々が見えました。広々とした野原はどこまでも緑で、なるほど、靴を脱いで素す足あしを降ろしてみても、石が刺ささらないぐらい草で満ちています。

　風は涼すずしいのに陽ひ射ざしが暖かいのは、夏のしるしでしょうか。

　すぐそばにはディアさんもいました。

「ここは……、どっちの夢なんだ？」

　きょろきょろと左右を見渡しますと、ちょこんと小さくかわいらしい二階建ての家が見えました。

「わたくしの夢みたいです」

「夢？　この小ちんまい家がか？」

　噓うそだろ、と言わんばかりにディアさんが指をさします。

「小さいほうがいいんです」

「そうなのか？」

「二人きりがいいんです」

　言って、わたしは走り出しました。

　草むらの上を駆かけて、家にたどりつきます。

　木製のドアノブをひねり、扉とびらを開きますと、まず見えたのは暖だん炉ろの部屋でした。

　部屋はそれほど大きくありません。

　落ち着いた色合いの壁かべに小さな絵が飾かざられています。

　家具も華か美びではなく、多くもありません。

　台所に入ると、そこは食しよく卓たくにいる家族を見ながらお料理の出来るリビングダイニングになっていて、棚たなには二人分のお皿やナイフ、スプーンやティーカップが並んでいました。

　もちろん形も絵え柄がらもお揃そろいです。

「小さいけど、ちゃんとしてるな」

「そうですか？」

　えへへー、照れてしまいます。

「下手に広いと掃そう除じも大変だしな」

「そうなんです。……えっ、違ちがいますっ！」

　ぷぅ、とわたしが頰ほおを膨ふくらませると、愉ゆ快かいそうにディアさんが笑いました。

　でも、なんだか、とても幸せな気分。

「好きな人と一いつ緒しよになれたら、こういう家に住んでみたいんです」

「ほー」

　わたしの好きな人は、暖炉の前にあるロッキングチェアに腰こしをかけると、くるりと部屋を見回しました。

「で、旦だん那なはどこにいるんだよ」

　ええっ。

　そ、それは……。

　すると、頭の中に男爵の声が響ひびきました。

『ディアさまになっていただけたらいかがでしょうか？』

「俺か？」

　自分を指さして、ディアさんが言います。

　わたしは焦あせりました。

　ディアさんのことです。

　そんなむちゃなお願いをしたら、

『誰だれがやるかよ、けっ』

　なんて言うに決まってます……！

「い、いいんですよ、無理はなさらないでくださいまし。今日は、わたしの家にお客さまとして来ていただいたということで……」

「いや、いいぜ」

　えっ。

「どうせ遊びなんだ、付き合ってやるよ」

「ホントですかっ！」

　わたしはびっくりしました。

　まさか、遊びでもディアさんが付き合ってくれるなんて！

　信じられない。

　夢みたいです……。







　さっそくわたしはエプロン姿になりました。

　なんだか新しん婚こんさんみたい。

　緊きん張ちようしちゃいます……。

　ええと、こほん。

「まずはお風ふ呂ろになさいます？　それとも御ご飯はん？」

「へえ、メシ用意できんのか？」

　わたしを試ためすような目をしてディアさんが言うので、もちろんです、と胸を張ります。

「呼よび鈴りんを鳴らせば、給仕のものが」

「それじゃダメだろ」

　……そうでした。

「しょうがねえなあ」

　ディアさんは席を立つと、軽くバトンタッチをするみたいにわたしの手を叩たたいて台所に向かいました。

「簡単なモノなら作ってやるよ」

「出来るんですか!?」

「着のみ着のままで旅してっからな。手近にあるもんで腹を満たせるぐらいの腕うでがなけりゃ、旅の途と中ちゆうで餓が死ししちまうってーの」

「凄すごいです！」

　わたしは尊敬のまなざしでディアさんを見つめました。

「……呼び鈴一つで食事が出てくると思っているお前のほうが凄いと思うぞ」

　なんともお恥はずかしい……。

「すぐに出来っから、座って待ってろよ」

　ちょこんと席に座るわたし。

　女の子としてはけっこう恥ずかしいけれど、でも、ちょっと嬉うれしかったりして……。

『姫ひめさま』

　男だん爵しやくの声がしました。

　台所で火を扱あつかっているディアさんが気付いた様子はありません。

　わたしにしか聞こえない声のようです。

「どうしたの？」

　わたしも、心の中でつぶやき返します。

『さしでがましいこととは思いましたが、ディアさまの心を覗のぞかせていただきました』

「男爵っ！」

『申し訳ございません。姫さまのために出来ることはないかと勝手なことを致いたしまして』

「なにかあったのですか？」

『ディアさまは、フィオナさまという別の女の方への強い想おもいを残されているようです』

　………………知っております。

『私には記き憶おくを封ふうじる力があります』

　えっ。

『拝見したところ、亡なくなっておられる方のようです。想い続けていても報むくわれるものではありますまい。ならばいっそ封じて忘れてしまったほうがディアさまのためにも姫さまのためにも……』

　ディアさんがフィオナさんのことを忘れる。

　忘れてくれる……。

　一いつ瞬しゆん、その言葉は高らかに鳴る鐘かねの音のようにわたしの中に響きました。

「だめです」

　わたしは首を振ふっていました。

『よろしいのですか？　奪うばわれたという痕こん跡せきもなく記憶を消し去れるのですよ？』

　もう一度、わたしは首を振りました。

『本当によろしいのですか？』

「ディアさんにフィオナさんの夢を見せてあげて。それから……」

『それから？』

　わたしは男爵に、一つのお願いをしました。







　景色は一瞬で変わりました。

　わたしの家はいつの間にかなくなっていて、高原はうっそうとした森に変わっていました。

　少し遠くには塔とうが見えます。

　人の住む集落があるのでしょうか。

　わたしには見覚えのない場所でした。

　きっと、ここがディアさんにとってのフィオナさんとの想い出の場所なのでしょう。

　ディアさんは少し離はなれた場所に立っているのですが、いきなり場所が変わったことに気付いていないみたいでした。

「それも術なの？」

『いいえ、眠ねむりの中で見ている夢と同じでございます。自分がいるのは夢の中だという自意識がなければ、どんなに有り得ないことが起きても、おかしいとは気付けないのです』

　わたしは邪じや魔まにならないように、近くにあった木の幹に隠かくれ、そっとのぞきこみました。

　ディアさんに近づく一人の女性が見えます。

　黒く長い髪かみ。透とう明めいなほどに白い肌はだ。

　大きな瞳ひとみの周りにはびっしりとしたまつげ。

　伏ふし目にすると淡あわい影かげを落とすぐらいに長くて、美しい。まるで神さまが美しくこしらえた人形のような端たん整せいな顔立ち。

　そして、額には第三の眼めである霊れい眼がんが。

（あれがフィオナさん……）

　思わず、わたしはため息をもらしました。

　あまりに綺き麗れいだったから、ということだけではありません。

　これが夢だと分かっているわたしが見ても、本物かと見み間ま違ちがうほどにフィオナさんの実在感があるのは、夢を見ているディアさんがそれだけ彼女のことを想っているという何よりの証しよう拠こです。

「ディア」

　ちょうど後ろから近づく形になったフィオナさんは、そっと優やさしく、肩かたを叩くようにディアさんに声をかけました。

　声だけで、誰だれなのか分かる。

　ディアさんは、驚おどろいた顔で振り向きました。

「フィオナ……」

　彼女の顔を見る。途と端たん、

　ディアさんの目から涙なみだがこぼれました。

「い……、生きてたのか？」

　自分は寝ねぼけているのではないかと、二度、三度、首を振り、それでもフィオナさんの姿が消えないことを確かめると、たちまち笑え顔がおになり、

「心配してたんだぜ、お前のこと」

　こくりとフィオナさんは頷うなずきました。

「よかった……本当によかった」

　ディアさんは笑っていました。

　笑いながら、泣いていました。

　どれほどの想いを抱かかえていたのでしょうか。ぽろぽろと、ぽろぽろと、とめどなく涙を流し続けるばかりです。

「ごめん、ごめんな、フィオナ」

　しゅんとなった犬がするような悲しい目をして、ディアさんは震ふるえる顔を上げました。

「何をそんなに謝るの？」

　対するフィオナさんの声は優しく、春の陽ひ射ざしのような笑顔が心を抱だきしめるように伝わってきました。

「フィオナを守れなかった。守るって約束したのに、守れなかった……！」

「いいのよ、ディア」

「俺が弱かったからだ。兄貴に……ブレスに、勝てなかった！」

　子供がダダをこねるようにディアさんは首を振ります。

　どれだけ胸につかえていたのでしょう。

　フィオナさんを守れなかったことが、どれほど胸を苦しめてきたのでしょう。

　生きていれば悔くいを晴らすことも出来ます。

　でも、いなくなった人に対する悔いは永遠に引きずらなくてはいけません。

　その気持ちを想像するだけで、わたしは心が締しめ付けられました。

　フィオナさんが、ディアさんを慰なぐさめます。

「気にしないで、もういいのよ」

「よくねえよ、俺のせいだ！」

　違う、とフィオナさんは首を振りました。

「あなたのせいじゃない」

　ディアさんはハッとなりました。

「誰だっ!?」

　叫さけびとともに、世界は弾はじけ飛びました。

　次の瞬しゆん間かん、わたしは天幕の中央に並べられた椅い子すに座る自分に意識を戻もどしていました。

　幻げん覚かくは、終わったのです。

　ディアさんは男だん爵しやくを睨にらみ付けていました。

「フィオナが、あんなこと言うわけねえ」

　低く、怒いかりを秘ひめた声で男爵に向かいます。

「違うんです」

　わたしは男爵をかばうように割って入りました。

「どけ、お前は関係ない」

「わたしがお願いしたんです！　フィオナさんの夢を見せてあげてって」

「ベル、おまえが……？」

「ごめんなさい、わたし……わたし」

「…………！」

　叩たたかれるかと思いました。

　それぐらい、怖こわい顔をしていました。

　けれども、ディアさんは手を振ふり上げることも、わたしを怒ど鳴なりつけることもありませんでした。

　ただ、無言で飛び出していったのです。

「申し訳ございません、私の術が未熟なせいで……」

「あなたのせいじゃないわ」

　言って、わたしも幕を飛び出しました。

　悪いのは、わたし。

（勝手なことをして、ディアさんを傷付けてしまった……）

「待ってください！」

　叫んで、ディアさんの服をつかみます。

　振り向くディアさんの背景に、この世の終わりのような空が見えました。

　厚く、低くたれこめた雲は鉛なまり色いろのように暗く、空全体を覆おおい尽つくしていました。

　その隙すき間まを縫ぬうように、東の空に落ちかけた太陽が地平線を赤く焼き焦こがしています。

　不気味な橙だいだい色いろ。

　逆光で暗くなったディアさんの顔は、表情を読むことも出来ません。

　きっと、わたしを許せないほどに睨み付けているに違いなく……、

「ごめん、ごめんなさい、わたし」

「……何の冗じよう談だんだ？　フィオナに勝手なことを言わせて」

「冗談じゃありません。わたしは」

「だったらタチの悪い嫌いやがらせだな」

「ディアさんに笑って欲しかったんです！」

「笑う、だと？」

　こくりと、わたしは頷うなずきました。

「夢の中だけでもフィオナさんに逢あうことが出来たら、笑ってくれると思ったんです」

「笑えるわけねえだろ。俺にそんな資格なんかない」

「笑うのに資格なんか必要ありません」

「出来ねえよ！　俺だけが生き残っちまったんだ。どうして笑えるっていうんだ!?」

「だったらなおさらです！」

「…………！」

　ディアさんはわたしの手を振り払はらって、背を向けようとします。

　させない。

　わたしはディアさんの手首を握にぎりかえして、もう一度、振り向かせました。

「自分のせいでディアさんが悲しみ続けてるなんて、フィオナさんだって望んでません」

「……お前に何が分かるっていうんだ」

「分かります！」

　わたしは叫んでいました。

「死んだ人間に勝手な願いを押しつけるな」

「伝わります！　生きてたらフィオナさんだって絶対にそう言います。ディアさんがこんなに想おもっているんですもの！」

「そんなわけない！」

　わたしは言い切りました。

「フィオナさんだってディアに幸せになって欲しいって、絶対、思ってます！」

　ぽつりと、

　頰ほおを冷たいものが叩きました。

　雨あま粒つぶでした。

　ディアさんは唇くちびるを嚙かみしめていました。

　つかんでいる手のひらを通して、ディアさんが震ふるえているのが分かりました。

　ぎゅっとなった拳こぶしは、関節のところが白くなるほど握りしめられています。

　薄うす暗ぐらさに慣れた目に、今はディアさんの顔がはっきりと見えました。

　つらそうに歪ゆがめたまなざしに、無数の感情が浮うかんでいます。

（どうしよう……）

　誰だれにだって言われたくない言葉があります。

　踏ふみつけてはいけないものがあります。わたしはどうしたらいいのか分からなくなりました。

「フィオナが死んだのは、俺のせいだ」

「ディアさん……、わたし……」

「もう……、俺に話しかけるな」

　それだけを言って、ディアさんはわたしに背を向けました。

　するりと、力の抜ぬけたわたしの手のひらからディアさんの手首が外れます。

　謝らなくちゃ。

　わたしの中に謝りの言葉が何十も何百も思い浮かびました。

　いま謝って、すぐ謝って、許してもらわなくちゃ。

（じゃないと、嫌きらわれる！）

　けれど、足は動きませんでした。

　謝っちゃダメだと、もう一人のわたしが叫さけんでいたのです。

　フィオナさんは間ま違ちがっていません。

　ディアさんも間違っていません。

（でも、回復できない後こう悔かいを引きずり続けるなんて間違ってますっ！）

　だから、嫌われたっていい！

　わたしは走り出していました。

　ディアさんの腕うでをつかまえて、ぐいと引き寄せて、無理矢理こっちを向かせて、文句を言い出される前に言いました。

「わたし、絶対離はなれません！

　毎日、逢いに行って、

　毎日、そばにいます、

　どんなに嫌いやがられたって話しかけます、

　ディアさんが笑ってくれるまで、絶対にあきらめません、

　わたしは好きな人を幸せにするっ！

　ディアさんを幸せにするんだから!!」

　しのついていた雨は、どんどんと激しく、滝たきのように降りつけてきました。

　負けるものかとわたしは思いました。

　絶対に──。







　次の日は笑うしかないような青空でした。

「本日はまことにお日ひ柄がらもよく──」

　瀟しよう洒しやな洋館のテラスには、燦さん々さんとお日さまの光が差し込んできます。

「若い二人が出会うにはこれ以上ない──」

　すぐ隣となりの爺じいやの声も、ぼうっとした頭には遠くの声のように響ひびきます。

　熱は三八度。

　風邪かぜをひいてしまったわたしは、何がなにやら分からないまま、気付くとお見合いの席に座っていました。

「イアソンさまは、二〇〇隻せきの船を持つレヴァイア商会の後あと継つぎで……」

　見ると、とても優やさしそうな男の人でした。

　背は高いのですが、すらりと通った鼻筋にのせたメガネが可愛かわいらしく、物もの腰ごしも柔やわらかな人でした。

　さらさらと流れる小川のようにさわやかな、穏おだやかなせせらぎを感じさせる人でした。

　この人となら、面おも白しろ半分でからかったりされることもないし、いつも危ない状じよう況きように飛びこんで、わたしをハラハラとさせることもないんだろうな……と、思いました。

　それでも。

　わたしはディアさんのことを思いました。

　昨日のことを思い出しました。

（あんなこと、言わなければ……）

　そう思い、心の中で首を振ふっている自分に気付きました。

　たぶん……、いえ、きっと、わたしはディアさんに嫌われてしまったでしょう。

　でも、間違ったことを言ってしまったとはわたしは思っていなかったのです。

（ディアさんに笑って欲しかったから）

　何があったって、わたしはディアさんより先に死んだりしない。

　ディアさんのこと、絶対に一人にしない。

　フィオナさんの前でだって誓ちかえる。

　張り合っているわけではなく、それがフィオナさんから手て渡わたされたバトンだとわたしは信じているから。

　ディアさんの心の扉とびらがほんの少しでも開いているなら、…………いえ、

　閉じられていたってかまいません。

　爪つめが入るぐらいの隙すき間まがあれば、指をねじこんで、こじあけて、無理矢理にでもディアさんを外に引きずりだしてしまうんだから。

（今日みたいな、抜けるような青空の下に）

　思った瞬しゆん間かん、わたしは席を立っていました。

「ごめんなさい。わたし、やっぱり他ほかの人とは結けつ婚こんできません」

「その通りだ！」

　爆ばく発はつ音おんがしました。

　いきなり壁かべが吹ふき飛んで、もうもうとたちこめる煙けむりの中から、ロックが現れたのです。

　驚おどろいたのはわたしだけではありません。

　イアソンさんも、イアソンさんのご両親も爺やも目を点にしていました。

「宰さい相しよう閣下！　あなただけにはこの場所を知られぬようにしておいたはず……!!」

　ふふん、とロックは笑えんで、

「男たるもの、個人的な諜ちよう報ほう組織の一つも持っておくのが、たしなみというものだ」

「王宮内にスパイを張り巡めぐらせていたと言うのですか!?」

「失敬な、私が盗とう聴ちよう網もうを張り巡らしているのは姫ひめさまの周辺だけだ！」

　あはははは……。

「ベルさま、笑ってる場合ですか!?」

　なんかもう慣れてしまいました……。

「うぬぬ……、閣下こそがベルさまの幸せを阻はばむ、一番の奸かん賊ぞくと分かりましたぞ！」

「私が守ろうとしているのは血筋ではない」

「王統が途と絶だえてもよいとおっしゃるのか」

「案ずるな。新しい王など、成りたがる者なら掃はいて捨てるほどいる」

「ワタクシめには、ローラントの王統を守る使命があります！」

「姫さまの幸せに比べれば、一国の歴史が閉じることなど、さほどのこともあるまい!!」

「閣下とはいくら話をしても埒らちがあきそうもありませんな！」

　言うと、爺やは首のタイをするりと抜ぬき、ジャケットを脱ぬいでしまわれると、拳けん法ぽうの構えらしきものをとり始めたのです。

「じ、爺っ……？」

「先王の悲劇以来、姫を守るための力を欲ほつしたのは閣下だけではありませんぞ。爺もまた、秘境万ばん里りをたどり、絶技の極きわみを体得したのでございます！」

　絶技の極み……。

　ロックも、爺やも、おやめになって。

「閣下とは一度、決着を付けたいと思うておりました」

「よかろう、来い！」

　戦いが始まってしまいました……。

「……ったく、偉えらい連中ってのはどうしてこう、ベラベラと自分の正義をまくしたてないと戦えないのかね」

「ディアさん!!」

　気付くと、いつの間にかディアさんがわたしのそばに立っていたのです。

「毎日そばにいるんじゃなかったのかよ」

　にやりと、意地悪な顔をして言います。

「そ、それは……」

「ロックから話は聞いたぜ」

　ディアさんの口から、そう言われた瞬間、わたしは心臓が止まりそうになりました。

　決して、いい返事は貰もらえないことが分かっていたからです。

　ディアさんは成すべきことがある人。

　たとえわたしを好きになってくれたとしても、この国に居続けることの出来ない人です。

　ましてや昨日、あんな別れ方をしたばかり。

　それでも、

　わたしはどんなに悲しい言葉でも、ディアさんの声が受け止めたくて、顔を上げました。

「俺にはやらなきゃならないことがある。兄貴を見つけることもそうだが、俺とクルスの秘密も解かなくちゃいけねえし、奴やつの抱かかえている厄やつ介かいな使命も気になる」

「分かっております」

「どこで終わるかも分からねえし、いつまで続くかも分からねえ旅だ」

「知っております」

「結婚とか、国を継つぐとか、そんな約束は一いつ切さい出来ねえ」

「承知しております」

「でも、それでも──」

　そう言って、ディアさんはわたしの肩かたをつかみました。

「お前が待つっていうなら、俺は必ず戻もどってくる、必ずな」

「待ちます。──待ちますっ！」

　わたしは何度も何度も頷うなずいていました。

「そんな一方的な話がありますかっ！」

　叫さけんだのは、爺じいやです。

　ロックとの激しい拳こぶしのやりとりから、ぴょんと後方に飛びすさって距きよ離りを取ると、さっきよりも強い口調で聞いてきました。

「ベルさま、それでいいんですか!?」

「かまいません」

「いつ戻ってくるか分からぬなど、無責任な約束。人を馬ば鹿かにするにもほどがあります」

「わたしがいいと言っているのですからいいのですっ」

「ディアっ！」

　ロックが爺やの腕うでを取り、羽は交がい締じめの形に持ち込みました。

「私に構わず、姫ひめを連れて行け！」

「えっ……、ロック、いいのか？」

　よほど信じられなかったのか、ディアさんは目を真ん丸にして訊たずね返しました。

「姫をご無事に城に送り届けろと言っているのだ。まだ私は貴様を認めたわけではないからな！」

「ったくテメーもまわりくどい奴だな。味方をしてくれるならくれるって素す直なおに言えよ」

　やれやれ、とディアさんはため息をつきますと、ひょいとわたしの身体からだを持ち上げてしまわれたのです。

「ディ、ディアさん!?」

　背中と太ふと股ももを抱えられて、ディアさんのなすがままになってしまったわたしは、あまりの心の準備のなさに、息も出来なくなってしまいました。

「おまえ、貰ってくけど、いいよな」

「はいっ」







「……引きずるのはよくないよな」

　一息をついたのは、港を一望できる高台でした。お昼どき、人で賑にぎわう公園からは少し離はなれた裏手の芝しば生ふに、ディアさんはわたしを降ろしてくれました。

「フィオナを守れなかったのは、ずっと自分のせいだと思っていた。今でも思ってる。自分がつらいからって、死んだ人間のことを忘れるのは勝手な気がして引きずってた……」

　言って、ディアさんはわたしの隣となりに腰こしを下ろしました。

「フィオナに、死んだのは俺のせいじゃないって言われたとき……、すごく傷付いた」

「ごめんなさい」

　わたしは謝りました。

「あの言葉、わたくしがお願いしたんです」

　男だん爵しやくに頼たのんで、フィオナさんの口から言ってもらえるよう、頼んだのです。

「ディアさんの気持ちが楽になるかと思って。ごめんなさい、勝手なことをして」

　いや、とディアさんは首を振ふりました。

「楽になった」

　そう言って笑ってくれた顔は、まだ少し薄うすくて、そこがちょっと残念でした。

　わたしの力じゃ、これが精せい一いつ杯ぱいみたい。

「俺がずるずると引きずってたら、それこそフィオナのせいになっちまうよな」

「そうですよ」

　わたしは頷きました。

　すると、ディアさんはのぞきこむように顔を近づけてきたのです。

「大だい丈じよう夫ぶかよ。顔、真っ赤だぜ」

　そんなに顔を近づけられたら、真っ赤にもなります…………。

　こんなに近いと、互たがいの息もかかってしまいそうで、

「か、風邪かぜが伝染うつってしまいます」

「伝染せば治るっていうぜ？」

　えっ……。

　どきっとして、すぐにいつもの冗じよう談だんだと思い直したのですが、ぐっと抱だき寄せられた瞬しゆん間かん、わたしは全身が痺しびれたようにどきまぎして動けなくなってしまいました。

「魔ま術じゆつ師しみたいだな」

「えっ」

「おまえの言葉は時たま、呪じゆ文もんみたいに突つき刺ささる、俺を変えてっちまう」

　唇くちびると、唇が近づきます。

　わたしはゆっくりと目を閉じました。

　くしゅん。

　こんな時にわたしったら、くしゃみをしてしまったのです。

　恥はずかしく、えへへ、と照れ笑いを浮うかべるわたしの目に見えたのは、鼻からディアさんの頰ほおへとつながる一筋の鼻水……。

「きゃ、ごめんなさい！」

　焦あせったわたしは、ハンカチを持っていたことも忘れて、指で、糸のようになった鼻水を拭ぬぐいました。

　そうしたら、ディアさん。

　ぷっ、と吹ふき出したんです。

「てめ、鼻水たらした顔でなに焦ってマジになってんだよ」

　もう我が慢まんできないって様子で、げらげらとおなかを抱かかえて笑い転げるんです。

　ホントにもう、何の容よう赦しやもない笑いで、わたしの立場なんか、何も考えていらっしゃらないぐらいの大笑いで……、




　わたしが一番見たかった、心からの笑え顔がおでした。




　そしたらわたし、泣いてしまったんです。

　つう、と一筋、頰から流れ落ちていく涙なみだ。

　悲しかったからじゃありません。

　じんときて、嬉うれしかったからなんです。

　なのに、ディアさんは途と端たんに焦りだして、

「わ、悪わりぃ！　笑いすぎた、悪気はなかったんだよ!!」

　と、おろおろしだすのです。

　違ちがうんです、とわたしは説明するのですが、言ったそばから涙が次々にこぼれるものだから、ディアさんを余計にはらはらとさせてしまうばかりで、

「気にしないでください」

「ンなこと言われたら、余計に気になるだろうが！」

　ごめんなさい…………。

　わたしは止まらない涙を拭いながら、ディアさんの言葉を思い出していました。

　──必ず、戻もどる。

　それは、絶対に死なないということ。

　わたしが何よりも望んでいること。

　好きだとか、愛しているという言葉よりも、大切なことを言ってもらった気がしました。

　そして、ディアさんが選んでくれた言葉がわたしの気持ちと同じだったという事実に、たとえようのない喜びを感じたのです。

　知らずと二人の想おもいが一つになる。

　そんな人と出会えた瞬間、

　人はきっと、一生の愛を感じるのでしょう。

　そのことを今、わたしは知りました。

　ディアさん。

　あなたのことが、本当に大好きです。

























「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　さわやかな小鳥のさえずりというには、いささか音量の大きすぎるジョオの絶ぜつ叫きようだった。

「どっ、どうしたの!?」

　びっくりして、隣となりで眠ねむっていたクルスが飛び起きた。

　遅おくれて、クルスのそばで眠っていたアイが心配げなまなざしを向けながら、

「なにがあったんですか、ジョオさん」

「なにがじゃないですよ！　いつのまにクルスさまの毛布に潜もぐり込んでるんです!!」

「あら」

　アイは手を口に当てた。

　知らずとクルスのそばで眠っていたことに、自覚がなかったようだ。

「あら、じゃないですよ！」

「どうしたのだ、朝から騒そう々ぞうしい」

　むにゃむにゃと寝ねぼけ眼まなこをこすりながら、目を覚ましたのはスカーレットだった。

　ここは彼女の部屋である。

　なぜクルスたちが彼女たちの部屋で寝ね泊とまりをしているのかというと──。

　先日、謎なぞの出火により教会は全焼してしまったからなのだった（いまだ犯人は不明）。

　施し設せつの再建が済むまで、街中に身を寄せる場所を持つ神徒は、分散して寝泊まりをすることになったわけだが……。

　クルス、ジョオ、ディアの三人は、アイとともにアパートを借りているスカーレットを頼たよることにしたのだ。

　が。

「まったく、油断も隙もない」

　嫁よめイジメに生き甲が斐いを燃やす小姑こじゆうとめみたいな目をして、ジョオは唇くちびるを尖とがらせた。

「朝っぱらからうるせえな」

　今度はソファで眠っていたディアが目を覚ます。

「アイ、あなたの寝る場所はあっちだったはずでしょ！」

　ジョオはＶの字に吊つり上がった目でアイをにらむと、空っぽになっている彼女のベッドを指さした。

　しかし、アイは凹へこむどころか〝いいことを思いついちゃいました！〟とでも言いたげな無む邪じや気きな顔をして、

「ジョオさん、今夜からわたしのベッドを使います？」

「使いませんっ！」

「じゃあ、クルスくんがわたしと一いつ緒しよに」

「余計ダメですっ！」

「床ゆかで寝るよりいいと思うんですけど……」

「あなたは危険です！」

「みなさんが眠ってるところで何が起こるっていうんですか」

「なんじゃ、おぬし、分かっておるのか」

　ほほう、となにやら楽しげな笑えみをスカーレットは浮うかべた。

　ぷぅ、とアイは頰ほおを膨ふくらませ、

「アイは子供じゃありませんっ」

「子供じゃないなら、なおさら問題です！」

　ジョオが斬きって棄すてた。

「よいではないか」

　ナイトキャップを外しながらスカーレットは言い、

「そんなに眉まゆを吊り上がらせることもあるまい。もともとおぬしらだって、一枚の毛布をわけあっていたのだし」

「ボクとクルスさまはいいんです」

　きっぱりと、ジョオは答えた。

　真顔だった。

　どこまでも、真顔だった。

「………………その、なんだ、神徒ってのは、自己正当化の勉強をするものなのか？」

　腕うでを組み、ディアが首を傾かしげた。

「違ちがいます！　ボクとクルスさまの間には間違いなんか起こりっこないからですっ!!」

「わたしも間違いじゃありませんっ！」

　ぐーにした手をぶんぶんと振ふって、アイが訴うつたえる。

　ジョオは疑うように目を細めた。

「じゃあ聞きますけど、クルスさまとはいつごろ結けつ婚こんしたいんです？」

　ポッとアイは頰を染め、照れながら両手の指を絡からめ合わせると、

「クルスくんが望むなら、いつでも……」

「子供は何人欲しいんです？」

「いっぱい！　いーっぱいです！」

「……やっぱりクルスさまに近づくのは禁止ですね」

　が──ん、とアイは青ざめた。

「口をあんぐりとあけたってダメです。クルスさまには霊れい都とに閉じこめられている神さまを救い出すという使命があるんです。家庭を作るなんて、もっての外です」

　へにゃあ、とアイは泣きそうな顔になる。

「泣き真似まねしたってダメですよ」

　ぽろり、と。

　アイの瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれた。

　うわあああああーん。

　パジャマ姿のまま、アイは部屋から飛び出してしまったのだった……。

「やれやれ、困ったものですねえ」

　開け放たれた扉とびらを見つめながら、ジョオは肩かたをすくめた。

　と、背中に厳しい視線を感じた。

　スカーレットがにらんでいる……。

「なっ！　私が悪いっていうんですか？」

　スカーレットは肩をすくめ、

「あそこまで言うことはなかろう。アイはまだまだ子供だぞ。夢を壊こわすのが、神に仕える者のすることか？」

「うっ……」

「僕がだらしないせいだよ、ジョオ」

　口を挟はさんだのはクルスだった。

「クルスさまは悪くありませんっ！」

　ううん、とクルスは首を振り、

「僕のせいだよ。霊都に向かおうにも、手がかりも見つけられずにいる」

「無理ですよ。ブレスが神さまを殺してから、誰だれも、霊都にたどりついた者なんていないんですから。霊れい眼がん族ぞくの彼女アイだって、戻もどれずにいるじゃないですか」

「霊都を見つけられたら、彼女だって寂さびしくなくなるのに……」

　違います、とジョオは唇を尖とがらせた。

「彼女には覚かく悟ごがないんです。クルスさまが好きなら、クルスさまの使命をお助けするのが愛というものでしょうに……」

「覚悟がないのはお前らだよ」

　やれやれと、ディアは肩をすくめた。

　きょとんと、クルスは胸に手をあてる。

「僕が、ですか……？」

「アイはとっくに覚悟は決めてるさ。腹が据すわってないのは、お前だろ、クルス」







　朝だというのに、空は暗い。

　今にも泣き出しそうな曇くもり空だった。

（まるでわたしの顔みたい……）

　靴くつも履はき忘れていた。

　素す足あしの裏に、石いし畳だたみがじんじんと冷たい。

　ため息をついて、アイはそばにあったショーウィンドウのガラスを見た。

　すっかりしょげた自分がいる。

　精せい霊れいの声を聞くことの出来る犬耳も、へにゃりと垂れていた。

　額にある第三の眼めは閉じている。

（霊眼が開けば……、霊都の場所をクルスくんに教えてあげることが出来るのに……）

　霊都が見つかれば、クルスは使命を果たすことができる。

　霊都に眠ねむる神を目覚めさせて、世界を救うことが出来る。

　そうなれば自分も故郷に戻れるけれど、そんなことはどうでもいい。

　クルスの役に立ちたい。それだけだった。

（霊眼さえ、開けば……）

　けれど、それが開かない理由もまた、アイは知っていた。

（大人にならなければ、霊眼は開かない……）

　大人になるという意味も、アイはもう知っている。

　それが叶かなわないことも、また。

「はぁ……」

　また、ため息がひとつ漏もれる。

　白い息がガラスを曇らせた。

（クルスくんは使命のある人……）

　分かっているつもりだった。

　けれど、

「わたし、悪い子です……」

　きゅん、と締しめ付けられるような思いに、アイは胸を押さえた。

　そこへ。

「お迎むかえにあがりました、姫ひめさま」

　振ふり向くと、妙みよう齢れいの女性が立っていた。

「あなたは……？」

　アイは彼女を見上げた。

　女の首にかかっていた、白い蛇へびのネックレスがまるで生きているみたいに笑っていた。







「ディア！　いるか!?」

　ドアの向こうから、ロックの声がした途と端たん、ディアは本能的な危険を感じた。

「みんな、伏ふせろっ！」

　直後のことだ。

　どんっ、と太たい鼓こを打つような音がして、ドアがまるごと吹ふき飛んだ。

「やはりここにいたか、ディア」

　まったく悪びれたところもなく、ロックはふふん、と笑った。

「テメーはどこの石器時代からやってきたんだぁ？　ドアの開け方も分かんねーのかよ」

　ディアは皮肉たっぷりのパスを蹴けったつもりだったが、ロックはあっさりとスルーし、

「霊眼族がいると聞いてきた」

　と、室内を見回した。

「どうかしたのか、アイが」

「〝シロマダラ〟どもが彼女を捜さがしているらしい」

「なんですって！」

　ジョオとクルスは声を上げた。

　シロマダラとは、国をまたにかけた犯罪結社の通つう称しようだ。本当の名前は別にあるというが、その名は知られていない。

　ディアも一度、龍りゆう族ぞくの骨を狙ねらう彼らに命を狙われたことがあった。

　だからなのかもしれないが、ディアはとりわけ驚おどろいた様子もみせず、

「悪わりぃこと考えてる連中だったら、誰だれだってアイを狙うだろうさ。霊眼族の生き残りなんだしよ」と、胸の前で腕うでを組んだりした。

「ジンが奪うばわれたのだ」

「なん、だと？」

　ディアの目つきが変わった。

「ジンって、ディアのお兄……、いえ、ブレスの軍団が率いていた精せい霊れい兵器ですよね？」

　神妙な顔つきで、クルスが尋たずねる。

「そうだ。精霊の力で駆く動どうする、巨きよ大だいな人型兵器だ。それがシロマダラの手に落ちたという報告が秘ひ蹟せき警備隊から入った」

「でも、それとアイに何の関係が……」

　当とう惑わくするように、クルスは首を振る。

「くそブっレたれスが考えそうなことさ」

　口にするだけでも忌いま々いましげに、ディアは唇くちびるを嚙かんだ。

「どういうことです？」

「精霊兵器を起動させるにはな、中心核かくに霊眼族を突つっ込むんだ」

「えっ」

「ヤツブレスは捕つかまえた霊眼族を奴ど隷れいにして中心核に沈しずめやがったのさ！」

「なん……ですって！」

　叫さけぶや、クルスは走り出していた。

　紋もん章しよう剣けんを手に。







　新雪のように白い肌はだをした女性だと、アイは思った。

　名を、ファンタムといった。

　切れ長の瞳ひとみが墨すみを引いたように濃こく、力強い。

　なまめかしい唇をした女性だった。

「お迎えにあがりました、姫さま」

「あなたは……？」

　見覚えのないアイは、親しみを浮うかべるファンタムの表情に戸と惑まどいを覚えた。

「わたしは、あなたを霊都に連れて行くよう、王より仰おおせつかった者」

「王？」

「わたしたちの王はあなたの帰りを待っています、姫さま」

　と、ファンタムは手を伸のばした。

　一歩、アイは身を引いた。

　危険だと思ったのだ。

　ふふっ、とファンタムは妖よう艶えんな笑えみを浮かべた。

「姫さまのことは一通り、調べさせてもらいました」

「わたしの、こと？」

「霊都への道を開けば、神の子クルスも喜ぶのではないですか？」

「クルス、くん……？」

　一いつ瞬しゆんだった。

　ファンタムの瞳が赤く、炎ほのおを灯ともすように揺ゆらめいたかと思うと、それを見たアイは意識を失い、がくりと崩くずれ落ちた。

「純情だね、まったく」

「うソつきダな、フぁンたム」

　あとから現れたのは大男だった。

　口は笑っているのに、目に表情がない。

「レいガンのオウはシんだ。れイトにレイガンぞクなんてイなイ。ダれも」

「あたしたちの王はいるでしょう、霊れい都とに」

　ふふっ、とファンタムは笑った。

「ブレスさまは待っておられるわ。霊眼の姫ひめと、神の子の来訪を」







　シャアアアアアアアアアアアアアアッ！

　名刀を一いつ閃せんしたときの銀光。そんなきらめきが空を走った。

　斬きり裂さかれたのは大地だ。

　人の住むローラントの街並みだ。

　轟轟ゴゴォォォォォォ！

　爆ばく発はつ、そして爆発。

　たちまちにして射線上にあった家屋が吹ふき飛んでいった。

　放ったのは、雲を衝つくような巨きよ人じんだ。

　ジン。

〝殺さつ神じんブレス〟が、この世界に産み落とした精霊兵器である。

　爆発の後に生じたのは阿あ鼻び叫きよう喚かんだ。

　街の外から地じ響ひびきを立てながら迫せまるジンの威い容ように、人々は声を震ふるわせ、あるいは布を裂くような悲鳴をあげて逃にげまどい始める。

　そんな人間たちの狼ろう狽ばいを、高く伸びた建物の屋根から悦うれしげに見下ろす女がいた。

「神の子クルスはどうするかしら……」

　興奮に、ファンタムは舌の上でこれから味わうであろう食感を転がし、ぺろりと唇を舐なめてみせる。

　ふふ、と笑い、ジンを見やった。

　濃い緑色をした巨人。

　大地を精霊素としている彼は、無数の木や蔦つたや葉がからみあって人のカタチを作り出している。

　巨人の口が、再び火線を放つ。

　シャアアアアアアアアアアアアアアッ！

　西から東へ、街を両断する血の色をした光の軌き道どうは、城をまっぷたつにした。

「ベル!!」

　道を走り出していたディアが叫んだ。

　城からは一匹ぴきの翼よく獣じゆうが飛び出していた。

　ベルの使い魔ま、ケルベロスだ。

　いっぽう、ジンは炎えん撃げきを放ったことで、顔のほとんどが黒く炭化していた。

　しかし、傷きず痕あとに出来たカサブタが自然とはがれるように、炭化した木もく片へんはボロボロと崩れ落ちて、新しい木樹が再生していた。

　濃こい緑色の奥で、ちろりと炎が揺ゆらめく。

　むろん、ケルベロスも負けてはいなかった。

　両翼を広げ、すさまじい速度で空気を切り裂きながら、頭の左右に生えた角より、バリバリと稲いな妻ずまをほとばしらせている。

　攻こう撃げきはジンのほうが先だった。

　しかし速度は稲妻ケルベロスのほうが上だ。

　空を灼やく炎撃と、斬り裂く雷らい撃げき。

　両者は激げき突とつした瞬しゆん間かんに弾はじけ、稲妻はジンの左ひだり腕うでと腹部の一部を吹き飛ばした。

　火球はケルベロスの翼つばさを打ち抜ぬいた。

　悲鳴をあげ、ケルベロスは意識を失う。

　真っ逆さまに港へと墜つい落らくし、派手な水しぶきを上げた。

「許せねえ……っ！」

　走りながら、戦いを見守っていたディアが叫さけんだ。

「だったらどうするっていうんだい？」

　頭上から降る声に、ディアたちは顔を上げる。

「ファンタム！」

「覚えてくれて光栄だわ」

　屋根の上から一同を見下ろしていたファンタムは、優ゆう雅がに髪かみを払はらう。

「てめえの仕し業わざか！」

「あなたがブレスさまの弟君だったとはね。教えてくれればよかったのに……」

「アイをどこへやった！」

「あの中よ」

　と、ファンタムは視線をジンに向けた。

「なっ……！」

　息を吞のむディアたちの仲間を想おもう気持ち、その甘さを、ファンタムは舌の上で転がし、食べる時のことを想像した。

　とても青い、甘あま酸ずっぱい味がするだろう。

　知れずと、笑えみが漏もれた。

「さあ、ジンを倒たおす？　この街を救おうとすればアイは死ぬ。アイを助けようとすればこの街は……、選ぶのは貴方あなたたちよ」
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「ふざけんなっ！」

　ディアは龍りゆう踏とう術じゆつを繰くり出した。

　一歩目よりも早く二歩目を踏ふみ出す神速の突とつ進しん法ほうで、垂直の壁かべを駆かけ上がる。

　対して、クルスはファンタムを相手にしようともしなかった。

　持ち出していた紋もん章しよう剣けんを引き抜き、刀身に刻まれた文言をなぞり始める。

「どうされるんですか、クルスさま」

「ここで戦ったって、敵の思うツボだよ。ジンを、誰だれもいない場所に転移させるんだ!!」

　式を完成させたクルスは叫んだ。

「霊れい王おう────ッ！」

　ぶうん、と剣が震え、クルスを中心に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がった。

　剣に宿った、精せい霊れいの主である。

　ぶわり、と風が逆巻き、立ち上る気流が翼をもった人の姿を浮かび上がらせた。

「霊王、ジンの動きを止めて！」

　風の音が、おお、と叫んだように聞こえた。

　ドス、ドス、ドス……！

　地鳴りをあげて、突進をかけた霊王は両手を広げ、ジンとがっぷりと四つに組み合う。

　ずううううううううん。

　ジンと霊王が激突した瞬間、地じ震しんのような揺ゆれが大地を走り、街が震えた。

　その瞬間、クルスは次の呪文スペルを唱えた。

「Ｂｉｓビス‐Ｇｅジーｎｕｓナス　Ｖｉｎヴインｃｉキユｌｉｓリス　ｅｔエト　ｆフｉイｘキｕシｍム!!」

　東、西、南、北。ジンを中心にして、まっすぐに光の十じゆう字じ架かが敷しかれた。

　その四よ隅すみに黄金の魔法陣が浮かび上がり、その文字が鎖くさりとなって、ジンの両手両足にからみついた。

　鎖は新しい律式を形成し、円えん盤ばんにも似た魔法陣を作り出す。

　それは対象を時空間ごと固定する封ふう印いんの秘法だった。

　がっちりと空間に固定された魔法陣は、ジンの両手両足の四点をからめとり、ジンをそこから動けなくしてしまったのだ。

「あれほどの巨体を止めることは無理でも、たったの四点なら、固定できるはずです！」

「やるじゃねえか、クルス！」

　言いながら、ディアはファンタムに拳こぶしを振ふり上げた。しかし、

「それはどうかしら？」

　彼女は笑い、ディアの拳は彼女の胸をすり抜けた。

　拳の軌き跡せきが空を切る。

「幻まぼろし!?」

「あたしに逢あいたければ、ジンの中心核かくにやってくることね」

　ふふ、と笑い声を残し、ファンタムの幻げん影えいは風に溶とけていった。

「クルス！　ヤツの中に入れるのか？」

「待ってください！」

　クルスはまだ意識を呪文スペルに集中させていた。

　両手両足を空間に固定されてもなお、ジンは恐おそろしい力で、空間ごと、鎖を断たち切ろうとしていたからだ。

　バリバリバリ……ッ！

　空間に亀き裂れつが走り、わずかに自由になったジンは己おのれを縛しばる鎖を摑つかみとった。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　渾こん身しんの力を込こめて、鎖を引っぱる。

　ずるずると大地に深く根を張った蔓つるを引きずり出すがごとく、ジンは地面に固定された魔法陣ごと鎖を引き抜ぬいた。

　自由になった手足が、からみついた鎖をムチのように振るおうとした。

　しかし、クルスはこの時を待っていたのだ。

「Ｂｉｓビス‐Ｇｅジーｎｕｓナス　Ｄｉｓデツｓｏｌｕソルーｔｉｏテイオ　ｅｔエト　Ｅエｘキｓスｔイｉイｎンｇグｓス!!」

　クルスが呪文を唱えた瞬しゆん間かん、鎖は文字列の束となり、ジンに襲おそいかかった。

　口といい、皮ひ膚ふといい、魔術の文字束がジンのありとあらゆる部分に飛びこんでいく。

「偽装呪文ダミースペルか！」

　ディアが叫さけんだ。

　デタラメに打ち出されたキータイプのごとき文字列がジンの体表面を走り始め、次々と発光する。

　淡あわい輝かがやきは、文字列という名の糸が一束、二束、三束とジンをからめとっていくたびに輝きを増していった。

　めき、めき、と樹木が悲鳴をあげる音が聞こえる。

「僕は初めに言ったはずですよ。ジンをここでない場所に転送するって」

「ガアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　雄お叫たけびをあげて、ジンがあらがう。

　ジンに巻き付こうとした呪文束がムチのように暴れた。

　ほどけた文字が、道を、塔とうを、建物を貫つらぬき、破は壊かいし、粉々にした。

　その一いつ片ぺんが、一片というには人を押しつぶせるほどに巨大な石壁がクルスめがけて落ちてきた。

「クルスさま！」

　ジョオがクルスを引っ張って逃にげ出そうとする。けれど、クルスは首を振った。

「ここで逃げたら、ジンが動き出す！」

「死ぬ気ですか！」

「そうはさせねえよッ!!」

　垂直の壁を駆かけ下りて、ディアが飛びこんできた。

　体当たり、ただまっすぐの体当たりで石壁に激げき突とつする。

「がッ……！」

　ディアはゆうに自分の身の丈たけの五倍はある石を受け止めた。

　全身の骨が軋きしみを立てた。筋肉という筋肉が断だん裂れつしそうな悲鳴をあげる。

　けれど、痛みがなんだというのだ。

　ディアは誓ちかっていた。

　──なにがなんでも友は守ると。

（クルスの生命いのちは誰だれにも奪うばわせねえッ！）

　誓ったのだ。

「うぉあああああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようとともにディアは壁を叩たたき伏ふせ、がくりと、その上に膝ひざを突ついた。

「ディアさん!!」

「これしきのこと、何ともねえよ！　やっちまえ！　クルス!!」

　だが、だがそれでもジンは身もだえをやめようとはしない。

　クルスは剣けんに祈いのりを込めた。

「霊れい王おう、力を!!」

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　炎ほのおが立てる空気の悲鳴が、霊王の雄叫びのように響ひびいた。

　全身に炎をまとった霊王は、渾身の力を込めた拳こぶしをジンの腹部に撃うち込んだ。

　ぶわっ、と炎が身体からだに燃え移る。

　紅ぐ蓮れんに燃える炎が、たちまちのうちに緑を黒片に変えた。

　しかし、ジンの再生力は凄すさまじい速度で新樹を形成しなおす。

　どすっ、どすっ、と霊王が連打を加える。

　そのたびに霊王の全身からは火の粉が散り、ジンの身体からは黒炭と化した木片が雨のように舞まう。

　勝負は互ご角かく。

　いや、ジンのほうが優勢だった。

　炎に身を焦こがす霊王は徐じよ々じよにカタチを失い始めていた。

（霊眼の力がこれほどなんて……！）

　目覚めた霊眼族は精せい霊れい力を自在に集め、操あやつることができると、クルスは聞いていた。

（ジンの中で、アイが霊眼を無理矢理開かされていたとしたら……！）

　理論上、ジンは世界中から精霊力を無む尽じん蔵ぞうに集められる計算だった。

　霊王の勝てる道理はない。

（いや、ある……！）

　ジンに勝てる方法が一つだけあった。

　なのに、クルスは悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

　ぶるぶると、握にぎりしめた拳が震ふるえた。

　迷いが──、迷いが止まらなかった。

（ジンの精霊力を利用して、こっちの転移呪じゆ文もんを強化する！）

　けれどもそれは、中にいるアイを苦しめることに他ほかならない。

　たまらず首を振ふった視界に、無む惨ざんにも崩くずれ、あるいは粉々になった街並みが広がった。

　思いは千々に乱れた。

　火の粉が散るたびに原形を失いつつあった霊王は、見るも無惨な姿へと変へん貌ぼうしはじめていた。

（僕は……何を守るために……!!）

　ぷちっと、嚙みしめすぎて切れた唇から赤い血の粒つぶが浮うかんだ。

　決断する。

「アイ……ごめんッ!!」

　クルスは呪文を唱えた。

　ジンの中心から、太陽のような閃せん光こうが生じ、すさまじい光の奔ほん流りゆうがほとばしった。

　それは荒あれ狂くるう濁だく流りゆうのようにジンを、霊王を、クルスたちを、周囲の家屋を覆おおい尽つくし、空に向かって飛散した。

　あとには、何も残らなかった……。







　おそらく、時間に直せば一秒もなかった。

　閉じたまぶたを開いた瞬しゆん間かん、クルスの眼下には地平線まで広がる森林地帯が広がっていた。

　呪文が成功したのだ、と分かる。

「どこだろう……？」

　ジンをどこへ飛ばすのかまでは計算できなかった。

　太陽の高さ、生おい茂しげる深緑の針葉樹、肌はだを刺さす風の冷たさからいって、かなりの北方に転移したに違ちがいない。

　周囲を見回す。

　自分たちは岩場に落ちていた。近くにジョオとスカーレットが倒たおれていた。ディアの姿は見えない。さらに首を回すと、森の海に五体を投げ出したジンがいた。

　そして、その向こうには──。

「かっ……!!」

　神さま、とクルスは口にすることは出来なかった。

　あまりに……、それはあまりに惨むごたらしい姿をしていたからだ。

　十じゆう字じ架か塔とう。

　この世界でもっとも高い山よりも高い塔。

　ローラントの街並みをまるで子供の積み木のようにもてあそんだジンですら、蟻ありの子にしか見えないほどの建造物。

　その十字架に、

　その十字架に────。

　神の巨きよ体たいは、はりつけられていたのだ。







「一時はどこへ飛ばされるのかと思ったけれど、ジンを転移させるほどの精霊源と言ったらここしかないわよね」

　ジンの胸の奥、人で言えば心臓の部分には木のうろのような空くう洞どうがある。

　中心核かくだ。

　壁かべをさらさらと流れ落ちる水が、外の景色を映し出している。

　それを見て、ファンタムは微笑ほほえんでいた。

「惨みじめなものね、こんな寒いところで、一〇年もはりつけられて……」

　ファンタムにとって、はりつけられた神の姿など、興奮を駆かり立てる扇せん情じよう画がに過ぎない。

「かミのニクって、くッたらウマいかナ」

　肉男が言う。

「そこの娘むすめで味見をしてみる？」

　と、ファンタムは空洞の中心で輝かがやいている水すい晶しようの柱に目をやった。

　中に、アイが逆さになって吊つり下げられている。

　アイは何も返事をしない。

　目を閉じて、膝ひざを抱かかえたまま、水晶の中に吊つるされている。

　まるで胎たい児じのように……。

「霊れい眼がんはとびきりの美味というわよ」

「いイのか？」

「まだよ。結界を破ることが出来たらね。その子、ブレスさまに逢あわせたくないし」

「なゼダ？」

「フィオナに似ているのよ」

　なにを思いだしたのか、ファンタムは苦々しい顔をして、ツメを嚙かんだ。

「さあ、開いてもらうわよ。霊都への扉とびらを」

　びくん、と。

　大地に手足を投げ出したまま、仰あお向むけに静止していたジンが再び動き始めた。

　びりっ、びりっ。

　水晶柱に紫し電でんが走り、そのたびに中にいるアイが苦しみにもだえた。

「くっ……！　ううっ！」

　痛みすら、声を殺して必死にこらえようとしている。

　その姿が、ファンタムを苛いら立だたせた。

「そういうところがね、そっくりなのよ」

　瞳ひとみには殺意すら浮うかべ、命じる。

「ジン、最大火力よ」

　水晶柱に稲いな妻ずまが走る。

　アイは唇くちびるを嚙みしめ、身み悶もだえした。

「う、あああああああああっ！」

　額から血が流れた。

　中央からぱっくりと亀き裂れつが走り、皮ひ膚ふが裂さけようとしていた。

　その中から覗のぞくのは第三の眼め、霊眼だ。

「クルス……くんっ……」

　苦しみの中で、アイは口にした。







　シャアアアアアアアアアアアアア──ッ！

　神がはりつけられた十字架塔に向かって、赤い射線が伸のびた。

　紅くれないよりも熱い青。一万度を超こえる炎ほのおが霊都を貫つらぬかんと伸びた。

　が、それは直前のところで見えない壁に阻はばまれる。花が散るように炎が弾はじけた。

　生半可な火力ではない。

　飛び散った炎は地上に落ちて、森を焼いた。その火勢たるや凄すさまじく、ジンの射線上にあった森林は炎の海と化した。

　その、紅くれないに染まる海を二つに裂くようにジンは走った。

　加速をし、勢いをつけ、見えない壁に体当たりをした。

　封ふう印いんはびくともしない。

　逆に、撥はね返されたジンが仰向けに倒たおれこんだ。

「なぜ!?」

　ファンタムは声を上げた。

「こっちには霊眼族がいるのよ！」

　まだ火か焰えんを放ったダメージも癒いえていないうちに──顔面が半分、炭化して崩くずれたままのジンを立ち上がらせる。

　全身が軋きしみを上げた。

　完全なオーバーロードである。

　その負担はすべて、精せい霊れい力りよくを集めるジェネレーターとなっているアイにかかってくる。

　紫電が間断なく水晶柱を駆けめぐり、アイを苦しめた。

「あああっ、ああああああああああっ！」




　その声はもちろん、地上にいるクルスに届くはずもない。

　けれども、クルスは思った。

「アイ……ッ！」

　軋みをあげながらも立ち上がるジンを見上げて、中にいるアイの苦しみを思った。

「どうする？　クルス」

　そばに立って、スカーレットが訊たずねた。

　クルスは迷わなかった。

「もちろん、助けに行きます！」

　最高の回答を出した生徒を見る教師のように、スカーレットはいい顔をした。

「そうでなくてはな、おぬしは」

「ですが、クルスさま。彼女が中心核かくに閉じこめられているとして、どうやってあの高さにまで上るのですか？」

　言って、ジョオもジンを見上げた。

　緑色のジンは、樹木から成り立っているだけあって、網あみの目のように入り組んだ幹や枝や蔦つたの隙すき間まには、人が通れるぐらいの穴が空いている。しかし、それを使って足のところから心臓まで上がるのは至難の業わざのように思われた。

　立ち上がったジンは見えない壁かべに向かって果か敢かんに拳こぶしをふるっている。

　ミシッ、ミシッ。

　叩たたきつけるたびに亀裂が空間に生じていた。

　さきほどのように転てん倒とうでもしてくれれば胸の近くから入り込むことが出来るが、そんな好機はなさそうに思えた。

「クルスさま、どうしましょう！」

「案ずるな。私に策がある」

　胸をそびやかすように、スカーレットは言った。

「策？」

　そうだ、とスカーレットは言い、炎の中、ジンの足あし下もとに向かって走り出した。

　力まかせに拳をふるうせいで、ジンの巨きよ体たいは右へ左へよろめいて、足下はどこが踏ふみつぶされるか分からない。

　そこへ、スカーレットは飛びこんだのだ。

　まるで自分から踏まれに行くがごとく。

「スカーレットさん!?」

「月は出ているか？」

　スカーレットは訊ねた。

　クルスは空を見上げた。

　青い空は雲一つなく晴れわたっていた。太陽のほかには群れを成して飛ぶ鳥ぐらいしか見えない。

　フフ、とスカーレットは笑った。

「前に私が言ったことを覚えているか？　赤い月が見えぬ場所では私は死なないと！　──だから、死ぬような状じよう況きように飛びこめば……ッ！」

　言ったそばだ。

　スカーレットの頭上が暗くなり、巨大すぎるジンの木足が落ちてきた。

「スカーレットさぁん!!」

　信じられないことは、そのとき起こった。

　もう片方の足を置いていた岩場が、重みに耐たえかねたのか一気に破は砕さいした。

　ぐらり、と。

　ジンの身体からだはバランスを失って、鮮あざやかに転んでしまったのだ。

　ズウウウウウウウウウウウウウウン！

　頭から転倒したジンは、ものすごい量の砂すな埃ぼこりを立てて、一帯は白い闇やみに包まれた。

　──不死の呪のろいをかけられた彼女が、必死の状況に飛びこめば……。

「状況が変わる!!」

　クルスとジョオが顔を見合わせて叫さけんだとき、砂すな煙けむりに隠かくれた彼方かなたから、スカーレットの声が聞こえてきた。

「今だ！　行け！　クルス!!」

「はいっ！」

　クルスはジョオと瞳ひとみを見合わせ、よし、とうなずきあい、そして走った。

　次し第だいに薄うすくなる土煙の中、ジンの脇わきから腰こしにかけて空いていた、一番大きな穴に飛びこむ。

　中は洞どう窟くつのようになっていた。

　ちょこまかと生き物がうごめいているという意味では蟻ありの巣といったほうが近い。

　ちょうど、フロアほどの大きさをした空間にたどりついたところだろうか、

　ジョオが立ち止まった。

「クルスさま、ここはボクに任せてください」

　どすどすと、人が立てる足音が迫せまってきていた。

　シロマダラの兵士たちだろう。

「僕も戦えるよ、ジョオ！」

「彼女が助けを求めているのは、ボクじゃなくて、あなたですよ、クルスさま」

「えっ…………、でもジョオ、君は」

「誰だれが嫌きらいだって言いました？　ボクは彼女の気持ちは誰よりも分かってるつもりですよ」

　と、ジョオはクルスの頰ほおに手をあて、

　口づけを、したのだ。

　唇くちびるが離はなれて……、

　真しん剣けんなまなざしをしたジョオと、あっけにとられて目を点にするばかりのクルスが残る。

「……ジョ、ジョオ？」

　何と言っていいか分からず、クルスは唇に手をやった。

　少し、濡ぬれている。

　ジョオのぬくもりがある。

「行ってください、クルスさま」

「え……」

「ボクは死にませんから」

「でも」

「このボクがクルスさまとの約束を一度でも破ったことがありますか？」

「…………必ずだよ！」

　言って、クルスは走り出した。

　その姿が見えなくなるまで、ジョオは見送りたかった。けれど、迫る軍ぐん靴かがそうはさせてくれそうもないことを告げる。

　振ふり向いたジョオは、迫り来る戦せん斧ぷ兵へいと怪かい物ぶつの群れを見た。

　ジョオの倍はある上背の持ち主ばかりで、龍りゆう骨こつのような秘薬を使ったのだろう。魔物と言ったほうがよい姿をした者までいた。

　その数、一〇〇は超こえているだろうか。

（魔術を使ったところで勝てるかどうかは……）

　いつものように冷静に計算をはじめようとしたジョオは、それをやめ、首を横に振った。

（勝つしかない）

　何があっても、ここから先に行かせるわけにはいかないのだから。

　もちろん、戦って死ぬつもりなど、さらさらない。

「あとでクルスさまに誉ほめてもらわなくちゃいけませんしね、ふふっ」

　それこそ、アイに負けるわけにはいかない。

　愛の力において。







「アイっ！」

　叫んで、飛びこんだ部屋の光景を見て、クルスは慄りつ然ぜんとした。

　水すい晶しよう柱ちゆうの中にアイが閉じこめられている。

「死んでいるわけではないわ」

　ファンタムの声に、クルスはハッとなった。

「あなたが、アイを！」

「迎むかえに来てあげたのよ。霊れい眼がん族ぞくの姫ひめ君ぎみを」

「苦しめるために、ですか」

「彼女を苦しめているのはどっちかしら？」

　フフッ、とファンタムは笑う。

「……あなたのところにいて、彼女は幸せになれるのかしらね？」

「──っ！」

　とっさ、クルスの心は鋭するどい鏃やじりで貫つらぬかれたような痛みを覚えた。

「あなたに助ける資格があるのかしら？」

　ファンタムは言った。

「彼女を連れ出して、どうするの？」

「えっ」

「あなたは神の子でしょう、霊眼族を幸せにすることが出来て？　それとも偽いつわりの愛を約束して彼女に霊都を開かせる？　殺さつ神じん者しやブレスのように!!」

「…………僕は」

　よろよろと、クルスはたじろいだ。

　フン、とファンタムは言い捨てる。

「神の子は神の子らしく、世界を救う仕事でもしてればいいのよ！」

　がくん、と、部屋が大きく揺ゆれた。

　水晶柱が紫し電でんを放つ。

　中から声が聞こえてきた。

「クルスくんは……、悪くない……っ！」

　アイの声だった。

　水晶柱の中で逆さに吊つるされていたはずの彼女が、自らの力で縛いましめを解き、水晶の外に出ようと、泳ぎ始めていた。

　まるで荒あら波なみに揉もまれ、もてあそばれ、遊ばれながらも進む小こ舟ぶねのように、もどかしく、たどたどしく、進む。

　クルスに触ふれようと、手を伸のばした。

「アイ！」

　クルスも水晶柱に手を伸ばす。

　触れた途と端たん、激しい痛みが全身を走った。

　けれど、耐たえた。

　紫電は水晶の中も走っていた。

　アイの苦しみはこんなものではない。

　こんなものではないはずだ、と思った。

　なのに、

「クルスくん！」

　手を伸ばす彼女のまなざしには、笑えみすら浮うかんでいた。

　それほどまでにクルスに触れたかったのだ。

　温かな手のひらを握にぎりたかったのだ。

「アイ！」

　クルスは紫電の走る柱に、自分の手のひらを押し込んだ。

　と、硬こう質しつの鏡面はゼリーのようになり、クルスの腕うでを包んだ。

　迷わずクルスは飛びこんだ。

「どうして……」

　信じられない、といった顔をアイはした。

　ふるふると首を左右に振ふる。

「帰ろう、みんな待ってるよ」

「ごめんなさい……、こんなことになって」

「君のせいじゃない」

　ふるふる、とアイは首を振った。

「わたしがいると、クルスくんに迷めい惑わくをかけてしまいます」

「いいんだよ、かけたって」

「ダメです。足手まといになりたくありません」

「そんなこと思ってないよ」

「わたしが思います」

「僕が未熟だから？」

　ぶるぶる、とアイは慌あわてて否定した。

「違ちがいますっ、未熟なのはわたしです。霊眼族なのに、霊眼を開くこともできなくて」

　それは、愛に不安を持っているからだ。

　恋れん愛あい種族である霊眼族は、恋こいという花を咲さかせて成人する。額に開く第三の眼めなど、終わりにつく花の実に過ぎない。

「僕が、アイを不安にさせていたんだよね」

「違いますっ！　クルスくんは神さまの後を継つぐ人だから……」

「僕は神さまになれないよ……」

　クルスは首を振った。

「神さまだって、世界を救うことなんて出来ない。神さまなんてものを創つくり出して、それに頼たよろうなんて傲ごう慢まんなんだ。ホントは、みんな、出来ることをするしかないんだよ」

「……………………」

「だから、僕は……僕は……たった一人しかいない、君と一いつ緒しよに生きたいんだ!!」

「随ずい分ぶんと勝手な話ね」

　割って入ったのは、ファンタムだった。

「神の子としての使命も、霊れい眼がん族ぞくとの愛も、両方貫くってわけ？　あははははは！　言うだけなら誰だれでもできるわ」

「そんなに虫のいいことは考えてないよ」

　クルスは首にかけた十じゆう字じ架かを握った。

「どうするつもり？」

「こんなもの、なくたって……！」

　と、クルスは手にした十字架を千切り捨てたのだ。

「なっ……！　あなた、本気!?」

　驚きよう愕がくするファンタムに、クルスは宣言する。

「十字架なんかなくても、僕はあなたみたいな人と戦い続ける」

「クルスくんっ……！」

　やめて、とアイが訴うつたえる。

「いいんだ、これでいいんだよ」

　クルスはアイの肩かたをつかんで、優やさしく微笑ほほえみかけた。

「ずっと一緒だよ」

　口にしたのは、たった一言だった。

　自分が約束できることは、それぐらいしかないと思ったからだ。

　けれども、それでアイは充じゆう分ぶんだった。

　この瞬しゆん間かん、命が尽つきたところで、彼女は後こう悔かいしなかったろう。

　愛は時間ではない。

　命が終わる時まで、一いち途ずを貫つらぬくことが出来れば、それは永遠なのだ。

　ちりり、と皮ひ膚ふが裂さける痛みを覚え、アイは唇くちびるを嚙かんだ。

　つう、と血が流れる。

　けれどもアイは甘い痺しびれを感じていた。

　唇と唇が触れる。

　手を握にぎり合い、抱だきしめあい、肌はだを重ね合わせることで、言葉だけでは、一人だけではたどりつけない場所に到とう達たつする。

（それが、あい……）

　確信した瞬間、まばゆい発光とともに水すい晶しようが砕くだけ散った。

　真っ白な閃せん光こうに視界を奪うばわれながら、クルスたちは意識を失った……。







「ん……んん」

　冷たい。

　頰ほおにひんやりとした肌はだ触ざわりを感じて、クルスは目覚めた。

　そばにはアイがいる。ファンタムの姿は見えない。

　見ると、自分たちは大理石で埋うめ尽くされた床ゆかの上にいた。

「よくぞ来た。神の子よ」

　声に、クルスは顔を上げる。

　部屋の奥には、質素ではあるが精せい緻ちな意い匠しようを施ほどこされた玉座がしつらえてあった。

　足を組み、頰ほお杖づえを突つき、一人の男がクルスたちを嘗なめおろしている。

　彼は微笑んでいた。口は開かず、じわじわと水が砂を黒くしていくように笑えんでいた。

　男は、人間ではない。

　龍りゆう族ぞくであった。

　初めて見る人なのに、どこか、クルスは覚えのある雰ふん囲い気きを感じとっていた。

　男は立ち上がった。段を下り、クルスに差しのべるように、その浅黒い腕うでを伸のばした。

「あなたは……？」

「言わねば分からぬか？」

　意味ありげな声こわ音ねで彼が答えた瞬間、クルスは叫さけんでいた。

「ブレス……！　ブレス・ブレイス!!」

　ふふっ、と男は唇を歪ゆがめた。

























　もっと、恐おそろしい人を想像していた。

　ブレス・ブレイス。

　世界の滅めつ亡ぼうと引き替かえに天界から神を引きずり下ろした男。

　神を十じゆう字じ架かにかけて磔はりつけにし、熱く灼やけた杭くいで息の根を止めた男。

　どれほどの狂きよう気きを秘ひめた人なのかと思った。

　どれほどの憎ぞう悪おを抱いだいた人なのかと思った。

　どれほどの生命が失われたことだろう。

　どれほどの人間が涙なみだを流したことだろう。

　恨うらんでも恨みすぎることなどない存在だった。憎にくんでも憎みすぎることなどない敵だと思っていた。

　なのに、

「あ、あなたが……ブレス？」

　きょとんとしたように、クルスは声を裏返らせていた。

　信じられなかったのだ。

　目の前にいる男が殺神ブレス、なのだと。

　譬たとえるなら、そう、瀟しよう洒しやな洋館で読書を愉たのしむ紳しん士し。昼下がりには馬を駆かり、夜には晩ばん餐さんをたしなむ。

　高い上背をしているが、すらりとした長身で、物もの腰ごしも柔やわらかく、瞳ひとみには知的な輝かがやきすら宿っている。

　優ゆう雅がに足を組み、肘ひじ掛かけについた腕で頰ほお杖づえをつく姿は、生まれながらの貴族といっても過言ではなく、その全身から漂ただよってくる雰囲気には王者の風格すらあった。

「本当に、ブレスなのですか？」

　重ねて、クルスは訊たずねた。

　これまで抱いてきた悪あつ鬼きのようなイメージと、実際に目まのあたりにした姿が違ちがいすぎて、自分は騙だまされているのではないかという戸と惑まどいすら、クルスは感じていたのだ。

　男はゆっくりと口を開いた。

「お前を待っていた。霊れい都との封ふう印いんを解く者を。神の子を」







「付いてこい」

　ブレスは立ち上がり、クルスをうながした。

　行くしかあるまい。

　クルスは、アイの肩かたに手を置き、ここで待つように伝えた。

「わたしも行く」

「ダメだ。何が起こるか分からない。君はここにいて」

「……………………」

　アイはうなずいた。本当はそれでも付いて行きたかったが、クルスの足を引っ張ることはしたくなかった。

　クルスはブレスの後に従う。

　案内されたのは、花畑だった。

　クルスの知らない、黄色い花びらをつけた花々がなだらかに広がる丘おかの斜しや面めんいっぱいに咲さき誇ほこっていた。

（わぁ……、って、いけない！）

　美しさに息を吞のみそうになったクルスは、とっさに視線を空に上げた。

　天を衝つくほどの高みにまで伸のびた十字架。

　そこには巨きよ大だいな神が磔にされている。

　目の前にいる男が、そうしたのだ。

（信じられない……）

　クルスは疑問を深めていた。

　自分がいま、共に歩いている男からは、殺意とか憎悪といった負の雰ふん囲い気きを感じない。騙されているのかとも考えたが、それも違う。

　花畑を見つめるブレスのまなざしには、愛情すら見て取れるのだ。

　クルスは困こん惑わくした。

　そんなクルスの心を見み透すかすようにブレスは口を開いた。

「ここで、私はフィオナと出会った」

「えっ」

　ブレスは遠い目をする。何を思いだしているのだろう。ゆっくりと口を開いた。

「その頃ころも霊眼族どもの心は閉じていた。霊都の門を塞ふさぎ、外からの訪問者を受け入れなかった。私も若かった。霊都をこの目にしたいがあまり、投とう獄ごくされることを覚かく悟ごで無断で都に入った。──そこで、出会った」

「フィオナさんに？」

「優やさしい女ひとだった」

　ぽつりとつぶやき、ブレスは歩き出す。

　フィオナ・フィオレーナ。

　その名を聞いて、クルスは弾はじかれたようにブレスに対する怒いかりを燃え上がらせた。

　逢あったことはない。

　けれど、ディアの記き憶おくを通じて、彼女がディアにとってどれほど大きな存在だったのかを知っている。

　そのフィオナを、ブレスは……。

「あなたが死なせた」

　クルスの声に、ブレスはしばし沈ちん黙もくし、

「そうだ。私が死なせた」

　歩みは止めなかった。丘を下り、また上ったところにある石せき碑ひに向かって歩いてゆく。

　その先には、神のはりつけられた十じゆう字じ架かが見える。

「フィオナは霊眼の王となるはずだった」

「あなたが連れ去った」

「霊眼の王となるものは、聖なる力を手に入れるのと引き替かえに、左右の眼を潰つぶさないといけない掟おきてがあった」

　それはクルスの知らない事実だった。

「な……！　だからって、」

「誘ゆう拐かい同然に黒こく龍りゆう族ぞくの土地に連れ去っていい話ではない、と言いたいのか？」

「違います」

「何が言いたい？」

「結局、あなたはフィオナさんを利用した。霊都の封印を解いて、神をこの世に降ろすためにフィオナさんの力を使った。あなたはフィオナさんを幸せにはしなかった！」

「その通りだ」

　あっさりとブレスはうなずいた。

　丘の上にたどりつき、石碑の前で歩みを止める。丘の上にあった碑はまるで十字架に背を向けるように建っていた。

　碑に刻まれた文字を、クルスは読んだ。

　フィオナ・フィオレーナ、とある。

「これは……！」

「神を復活させる方法はある」

　大きく一歩、若草を踏ふむ音がして、ブレスが両手を広げて振ふり向いた。

「私を殺せ、神の子クルスよ」







「望むところです」

　……とは答えず、クルスは一つの問いを投げかけた。

「教えてください。どうして神さまを殺そうと思ったのですか？」

「ならば、私も聞きたいことがある。──神ならば人を殺してもよいのか？」

「えっ……」

　クルスが言い淀よどむと、ブレスは広げた手をくるりと回転させ、一冊の書を生じさせた。

「まさか！」

　見覚えのある本に、クルスは息を吞んだ。

　拳こぶしほどの厚みがある本だった。大きさはノートぐらいだろうか、表紙にはどこの国のものでもない文字が綴つづられていたが、〝世界のどこでもない場所〟で、その本に出会っていたクルスはそれを読むことができた。

「〝原書〟!!」

　原書とは、世界の始まりと終わりが記述されているという、不ふ磨ま大典である。

「私を殺せば、この書の力はお前のものとなる。この書は神そのものだ。言葉が神であり、神が言葉でもある。叶かなわぬ望みなどない。お前がこの書を手に入れれば、この世界を元に戻もどすことも、神を復活させることも思いのままだ」

　言って、ブレスは原書をクルスに近づけた。

　十字架を背に語りかけるブレスは、十字架を背負っているようにも見える。

　その柱から太陽が顔を見せた。

　明るくなる空とは対照的に、逆光がブレスの顔をますます暗く翳かげらせる。

「……………………っ」

　困こん惑わくを浮うかべながら、クルスは首をゆっくりと横に振った。

「僕には、分かりません」

「なにがだ」

「なぜ今になって書を返せるのです？　今さら償つぐないのつもりですか！　世界を滅ほろぼしておいて！　今さら!!」

「分からぬか、私はお前を試ためしているのだ」

「試して……？」

「神の力を手に入れてどうするつもりだ？　クルスよ、お前はこの世をどうするつもりなのだ!?」

「世界を戻します。バラバラになった大陸を元の姿に戻します」

「土地を元に戻したところで、時間はどうする？　この十年、いくつもの国が滅び、新たな王が生まれた。それをすべてなかったことにするつもりか？　新たな国を廃はいし、古き国を蘇よみがえらせるのか？」

「場合によります」

　フフン、

　ブレスは鼻で笑った。

「何様のつもりだ、貴様は神か？」

「なっ……！」

「誰だれがそれを決める？　貴様か？　貴様が間ま違ちがわぬ保証がどこにある？　貴様は常に正しい答えを出し続けられるのか？　私すら殺せない貴様が！」

「見くびらないでください、僕は……!!」

「震ふるえているぞ、手が」

　ハッ、とクルスは己おのれの腕うでに視線を落とした。

　ぶるぶる、と震えている。

「心優やさしき神の子よ。お前に人を裁くことは出来ぬ。誰も人を裁くことなど出来ぬ」

「あなたは裁いた！　神さまを殺し、無む辜この生命を散らした！」

「神だろうと人を裁く権利などない！　だから殺した！」

「あなたは矛む盾じゆんしている!!」

「そうだ！　人ヒトだからな!!」

　叫さけび、ブレスは書を持たぬ手を伸のばすと、クルスの胸むなぐらをつかんだ。

「どうして私が霊れい都とに閉じこめられていたか分かるか？」

　言って、ブレスはクルスをつかみあげる。

「神やつを殺せたと思った瞬間ときのことだ。神やつは最後の力を使い、自分の力を貴様とディアに転移させた」

　言うと、原書が消しよう滅めつした。

「まやかし!?」

「半分はな。だが、わたしと貴様とディアの力が一つになれば〝原書〟はこの世に復活する。貴様とディアの力は私が手にするべきものだったのだ!!」

「させませんっ！」

　クルスは宝珠オーブに念を込こめた。

　途と端たん、ブレスがつかんでいた腕にバチバチッと紫し電でんが走り、ブレスは苦く悶もんの声を上げた。

「ぬう！」

　皮ひ膚ふの灼やける臭においが漂ただよう。ブレスのものだろう。浅黒い肌はだからは煙けむりのようなものが立っていた。

「ならばもう一つの力からいただこう」

　ブレスはぱちんと指を鳴らした。

　すると手品かなにかのように、ぽんっ、と空中にディアの姿が現れた。

「なっ……！　クルスっ!?」

「ディアさん！」

「ここは、どこだっ!?」

　とっさのことにディアは目を点にする。

　状じよう況きようを確かめようとぐるりと目を回し、とんでもないものを発見する。

「てめえっ、ブレスっ!!」

　実の兄ブレスの顔を見た途端、ディアの表情は激げき怒どに染まった。

　けれどもブレスはディアの激情を、まるでそよ風のように受け流し、たったの一言、

〝動くな〟

　それだけで、ディアは金かな縛しばりにあったように身動き一つ出来なくなってしまった。

「ぐ……ぐぐっ！」

〝力を、返してもらおう〟

「があああああああああああああっ！」

　ディアは抗あらがった。

　精せい一いつ杯ぱい、抗った。

　けれども、いったん穴の空いてしまった風船がどんなに突つっ張ったところで、無む駄だなことだ。

　ひと呼吸するぐらいの間で、ブレスはディアから力を吸い取ってしまった。

　ディアの手の甲こうにある宝石──宝珠オーブがみるみる色を失い、砕くだけ散る。

「くう……！」

「ディアさん!!」

　叫ぶクルスにブレスが振ふり向く。

「あとはクルス、貴様から力を奪うばい去れば、神なるものを滅めつ殺さつできる！」

「あなたは……間違っている！」

「この世を正したければ、貴様が死ね!!」

「神さまが死んでも、神の力がなくなっても、何の解決にもなりません!!」

「貴様の中にある力が問題なのだ。この世を救いたいと思うなら、今すぐここで死ね！　私を殺しても、力が存在しつづけるかぎり、誰かがそれを求める。力が戦いを生み出しているのだ!!」

「…………っ！」

　それは一面の心理を突いていた。

　否定できず、クルスはよろめいた。

（確かに……、この世には自分の欲望のためなら、他人を犠ぎ牲せいにできる人間がいる）

　事実は事実だ。

　嫌いやな現実から、クルスは目を背そむけるつもりはなかった。

「僕がしてきたことは……、しようとしていることは……、誰だれを救うことにもならないと言うんですか」

「俺はそうは思わないぜ」

　言ったのは、ディアだった。

　ブレスに奪われずに残った、ほんのわずかな力を振り絞しぼって立ち上がったディアは、クルスの肩かたをつかみ、言い切った。

「ヤツの言ってることは自分テメエの悪さの言い訳だ。力を持ってるヤツはみんな悪だって言ってるだけだ！　子供じみた自己正当化だ!!」

「ディアさん…………」

「悪いヤツがいれば、いいヤツだっている。それだけの話だろう？」

「でも、僕だって、間ま違ちがうかもしれません」

　迷いを振り切れず、クルスは首を振る。

「今は自分が信じられないなら、俺を信じろ。俺がお前を信じてやる」

「………………っ！」

　クルスはこくりとうなずく。

「ディアさん」

　名を呼ぶだけで、胸のうちに、みるみると勇気が湧わいてきた。

　たった一つの言葉。

　それだけで、人は人を傷つけたり、元気にしたりすることが出来る。

　たとえば一ひと滴しずくの水。

　しおれていた草が、たった一滴の水で生気を取り戻もどすように、ディアの言葉が自分に力を与あたえてくれていることをクルスは身体からだで感じ取っていた。

（ディアさんとブレスは違う！）

　クルスの中で悟さとるものがあった。

　ブレスは言葉で力を奪う。ディアは言葉で力を与える。兄弟なのにしていることはまったく違う。これほどまでに違う。

　クルスは、ディアは決してブレスのようにはならないと確信できた。そうであるならば、

「僕だって、ブレスあのひとのようにはなりません!!」

「そうさ！　俺たちはアイツみたいにはならねえ!!」

「ディアさん！」

「クルス！」

「ディアさん!!」

「クルスっ!!」

「ディアさぁ────ん！」

　勢いよく水を噴ふき上げる泉のように、言葉にしなければ耐たえられないほどの想おもいがクルスの中で弾はじけた。

　自分の弱さ、未熟さをディアがどれだけ助けてくれてきたことだろう。

　迷った時、困った時、ためらいのないディアの言葉がどれほど頼たのもしく思えたことだ。

　クルスはそれこそが光だと思った。

　太陽は見返りを求めない。

　ただひたすらに暖かさを与え、生命を育はぐくみ、明るさを振りまいている。

（僕は、そんな人間になりたい！）

　クルスはディアを見つめた。

　ディアもまた、クルスを見つめ返した。

　どちらからともなく、二人は互たがいの手を握にぎり合っていた。

　その瞬しゆん間かん、二人の手のひらと手のひらの間に凄すさまじい輝かがやきが生じ、クルスの手の甲にあった宝珠オーブを吹ふき飛ばした。

「なっ！」

　叫さけぶクルスの声を、稲いな妻ずまのような音が搔かき消した。

　轟ゴォォォォォォ────ン！

　灼しやく熱ねつよりも熱い青。摂せつ氏し一万度を超こえる炎ほのおが二人を包み込んだ。

「なにが……起こっている!?」

　さしものブレスも事態をつかめずにいた。

　息を吞のみ、青い炎を見つめる。

　その炎の向こうでは…………、

　しっかりと、固く握りしめられた二人の手がつながりあっていた。

　二人は、互いの瞳ひとみを見つめていた。

　言葉はなかった。

　肌はだと肌で伝わる心の言葉があった。

（これは……どういうことでしょう、ディアさん？）

（大だい丈じよう夫ぶか、クルス）

（平気です。力が、抑おさえられない力が僕の中で爆ばく発はつしそうです！）

（いいじゃねーか！　俺もメチャクチャたまってたところさ。こうなったら二人、いくところまでいってやろうぜ!!）

（はいっ！）

　声とともに、クルスの身体が燃え上がった。

　炎のような光が、身に着けていたものをすべて灼やき飛ばす。

　ディアもまた、服を弾けさせた。
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　二人を遮さえぎるものは何もない。

　一万度を超える炎の壁かべが作り出した炎の井い戸どは、誰も近寄れない地じ獄ごくの底だった。

　もう、誰だれにも止められない。

　こうなったら、本能のままに突つき進むだけだった。

　二人は重なり一つになった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　それは炎の音なのか、雄お叫たけびなのか──。

　火か焰えんは弾け散った。

　灼熱の中心に、二人がいた。

　いや、それはもう二人ではない。

　恐おそるべき熱量の中で、身体と身体、細さい胞ぼうと細胞、原子と原子が混ざり合い、一つの何かに変へん貌ぼうしていた。

「そ、それが神の宝珠オーブの力だと……！」

　ブレスは戦せん慄りつした。

　クルスとディアが融ゆう合ごうした姿は天使というよりも、逸いつ話わに出てくる悪あく魔まといったほうが近い代しろ物ものだった。

　背中から伸のびた一いつ対ついの翼つばさ。その頂点に大きな鉤かぎ爪づめのついた黒翼。

　身体はムチのようにしなやかで、切れ上がった目は刃やいばのように冷たい。

「見た目なんてどうでもいいだろう？　人外の力を持った者は、なんだって化け物さ」

　クルスでも、ディアでもない声が漏もれる。

「お前はどっちだ？　ディアか？」

「両方だよ。クルスでもあり、ディアでもある。クルスディアとでも呼べよ」

「まやかしのような戯ざれ言ごとを」

「分かんないだろうな。他人ひとを踏ふみつけることしか知らないてめえには、絶対分からないだろうな！」

「奪うばえば、分かる必要もあるまい！」

「奪ってみせろよ!!」

　足を蹴けり出したのは、ブレスが先だった。

　ずんっ、と空気を押し潰つぶす重音が響ひびき、ブレスは弾だん丸がんのような速さで、クルスディアの懐ふところに飛びこんだ。

　ドオオオオオオオオオオオオオオオン！

　音速を突とつ破ぱした衝しよう撃げき音おんがし、大地が揺ゆれた。

　互いの拳こぶしが凄まじい速度で交こう錯さくした結果、耳をつんざくような破は裂れつ音おんと、拳を包むような雲が生じたのだ。

　神速の拳は円えん錐すい状じように重なった音波を生み出し、その高圧が水蒸気を凝ぎよう結けつさせ、互いの弾道に白雲を生み出す。

　二人は互いの拳けん圧あつに吹き飛ばされ、花々の満ちる大地に叩たたきつけられた。

　嵐あらしのような風に、花びらは千切れ飛び、雪のように舞まい落ちる。

「ここは場所が悪い」

（ん？）

　ブレスの反応を、ディアは意外に思った。

　むろん、フィオナの墓を荒あらすような真似まねは自分とて、したくはない。

「望むところだ」

　言って、クルスディアは地面を蹴った。

　驚おどろくべき高さに跳ちよう躍やくする。

　ブレスもそのあとを追った。

（この世の法則は関係ない）

　融合して手に入れた力をどう使えばいいのか、クルスもディアも分かってきた。

　この世の法則を決めたのが神ならば、神の力はこの世の法則を書き換かえることができる。

（思うだけで、すべては実現する！）

　ディアがイメージしたのは、槍やりだった。

　硬かたく、鋭するどく、冷たい、鋼はがねの黒こく槍そうだった。

　それを無数の無数の無数にイメージした。

　空を、無む尽じん蔵ぞうの黒点が埋うめ尽つくした。

　そのすべてがブレスに向かって発射される。

　一連の動作は幻げん視し力りよく、そのままだ。

（だから、俺の宝珠能力オーブスキルは幻視だったのか！）

　いま、確信する。

　すべては運命だったのだと。

「自分だけの力だと思うな！」

　ブレスはニヤリと笑い、殺さつ到とうする黒槍を待ち受ける。

「神の力は我ら三人に等しく分けられているのだぞ──〝消え去れ〟」

　刹せつ那な、黒槍は消しよう滅めつした。

「なっ……！」

　クルスは、ディアは息を吞のむ。

「今度は私の番だな──〝波は濤とう〟」

　一言だった。

　ブレスが有り得ない言葉を口にした途と端たん、空に津つ波なみが起こった。

　青、海も空も同じ青には違ちがいない。けれどもあきらかに質量を持った波が、クルスディアを吹ふき飛ばし、吞み込んだ。

　押し流されるだけ押し流されて、二人は見覚えのある巨きよ人じんを目にする。

　深緑の色をしたジン。

　大地の精せい霊れい力りよくを結けつ晶しよう化かさせた、精霊兵器であった。

「一いち撃げきで、霊れい都との外に……？」

　ブレスの力を思い知る。

「僕たちにも、同じ力があります」

「そうだな」

　五体が無事であることを確かめて、立ち上がろうとする。

　と、二人の姿に気付いたジンがその巨体を寄せてきた。

「この期ごに及およんでブレスさまに刃は向むかうなんて、最高ね！　あなた、最高に馬ば鹿かな男!!」

　ファンタムの声だった。

　アイを失った今となっては、ジンに大地を破は壊かいするような力はない。

　けれども、山一つに匹ひつ敵てきする質量があれば、人間ひとりを押しつぶすぐらいは造作もないことだった。

「死んで、さっさと死んでおしまいなさい！　キイイイイイイイイイイイイイイイッ！」

「邪じや魔まだ」

　ジンの背後、太陽の方角から声がした。

「ブレス!!」

「もろとも滅ほろびろ──〝隕いん石せき〟」

　空の一点に赤い光点が生じた。

　ぽつ、ぽつと、空の一角に次々と出現した赤点は、針で刺さしたあとに出来る血のふくらみのように大きくなる。

　流星群だ。

　ゴウゴウと大気を切り裂さくような音を立てて、迫せまり来た。

「ブレスさまっ!?」

　ファンタムが悲鳴をあげる。

　クルスディアはとっさに飛ひ翔しようした。

「消してる間がねえ！」

　灼しやく熱ねつの火球と化した隕石たちは次々と着ちやく弾だんし、破は裂れつした。

「ぎゃああああああああああああああっ！」

　悲鳴が聞こえる。だが、生命を散らす断だん末まつ魔まも一いつ瞬しゆんで搔かき消される。核かく爆ばく発はつにも匹敵する衝しよう撃げきが霊都の周囲に広がる森海に響ひびいた。

　かろうじて空に脱だつ出しゆつしたクルスディアだが、次々と生じる爆風と、急激な気圧変化がもたらす大気の流れに身体からだが引き裂かれそうになる。

「だあっ！」

　クルスディアはみずからの周囲に衝しよう撃げき波はを走らせ、風を中和した。

　吹き飛ばした水蒸気雲の向こうにブレスが見える。

「尽くした女だろう！」

「ははっ、笑わせる。神ともならん男が、自分に向けられた愛情で意思を左右されてなんとする？　神は公平無私だ。すべてを与あたえ、すべてを奪うばい尽くす！」

「それが神だというなら、僕は神になんて……なりたくないっ！」

　クルスの声だった。

　立ち上っていた無数のキノコ雲がみるみるうちに凝ぎよう固こして巨大な氷の柱となる。

「無む駄だだと言ってるだろう！」

　一いつ喝かつで、ブレスは氷を岩石に変える。

　寸前まで空だった空間は、天にも届くほどの岩山となり、その中は蟻ありの巣を張り巡めぐらしたような洞どう窟くつと化した。

「寄こせ、神の力を、私が始末してやる！」

　叫さけび、ブレスが迫る。

　手のひらに火か龍りゆうを生じ、稲いな妻ずまのごとく放つ。

　五つの指から出現した五匹ひきの龍は、巨大な洞窟の中を踊おどり、のたうつように舞まいながら、クルスディアの喉のど元もとに迫った。

「俺だって！」

　ディアも龍を生み出す。

　火龍と火龍は激しく激げき突とつし、洞窟を激げき震しんさせた。

　床ゆかとも天てん井じようともなく岩がん盤ばんに亀き裂れつが生じ、音を立てて崩ほう落らくする。

「ディアさん！　ここは危険です、ブレスの手に乗ってはいけません!!」

「そうだな」

　クルスディアはくるりと背を向け、雨のように岩の落ちる中を飛んだ。

　ブレスはあとを追う。

「私に逆らって何とする？　貴様たちがしていることはすべて無駄なのだ！」

「無駄じゃねえ」ディアが叫ぶ。

「私が死んでも神の力を狙ねらう者が新しく現れるだけの話だ！　貴様は永遠に闘たたかい続けるだけの話だ!!」

「神さまを滅ぼしたって、人の心が変わらなければ何も解決しません」クルスが叫ぶ。

「そうだ、人ヒトは変わらんよ」

　ブレスはつぶやいた。

「永遠に最悪だ。これまでも、そしてこれからもな」

「勝手に悟さとんなッ！」

　がらがらと、岩盤の崩ほう壊かいは続いている。

　次々と降ってくる石くれを縫ぬうように飛びながら、上へとつながる道をディアは探した。

　その道を塞ふさぐように、ブレスは衝撃波を走らせる。

　びしびし、と壁かべの中央を巨大な亀裂が走って、クルスディアを追い抜ぬいた。

　天井の穴から差し込んでいた光が消え、一帯は漆しつ黒こくの暗くら闇やみとなった。

「夢を見るな！　無駄なことだ!!」

　岩の崩落する音だけが間断なく響く。

「拳こぶしを握にぎれば相手を殴なぐり、剣けんを握れば人を殺す。星を砕くだく力を持てば星を破は壊かいする、それが人ヒトだ！　人ヒトの本ほん性しようだ!!　人ヒトは力を持ちすぎてはならぬのだ。たとえ、それが原始時代への回帰であっても、すべてが消えるよりましというものだろう！」

「だから、あなたが滅ほろぼすというのですか」

「分からぬか、神の子供たちよ！　これは愛なのだ!!」

「ふっざけやがって──ッ！」

　声の方角に向かって、ディアは稲妻を走らせた。

　ばちばちと紫し電でんを放って伸のびた光の筋は、たちまち銀の刃やいばが鞘さや走ばしる巨大な剣となる。

　どこまで伸びたのか。

　長く、長く、叫べば、こだまが返ってくるほどに伸びた剣は岩がん壁ぺきに突つき刺ささった。

　ブレスを貫つらぬいた感かん触しよくはない。

　だが、それならそれで、薙なぎ払はらえばいいだけのことだ。

「クルス、行くぜッ」

「はい」

「でいやあああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　二人は超ちよう、長ちよう、重ちよう、凄すさまじい剣を腰こしだめに振ふり回した。

　スガガ、ガガガ、スガガガガガガガガッ！

　壁が割れ、剣の軌き跡せきから輝かがやきがほとばしる。

　比ひ喩ゆではない。

　岩山をまっぷたつに切り裂さいた剣の先が空に届き、太陽の輝きが、暗闇の底にいる二人を照らし出したのだ。

　二人は一気に剣を振り切った。

　ぱかっ、と左右に割れた岩山が、雪崩なだれを起こすように地じ響ひびきを立てる。細部にまで走った亀裂が崩落を起こし、つながりを失った岩くれは下のほうから粉々に崩くずれ去ってゆく。

「へっ、どうだっ」

　言って、親指を弾はじいたのはディアの癖くせだろう。得意げな顔をしたクルスディアは土つち煙けむりに覆おおわれる一帯からブレスの気配を追った。

　空が暗くなる。

「ん？」

　晴れ渡わたっていた空に何が起こったのか。

　怪あやしんだ二人はくるりと身体からだを回して、太陽の方角を見た。

「な…………っ！」

　あまりの光景にディアもクルスも言葉を失った。

　常識外れの大きさとなったブレスが、空を覆うように立ちはだかっていた。

　絶句し、呆ぼう然ぜんとするクルスディアを見て、ブレスは肩かたをすくめた。

「驚おどろくことか？　見ろ、神ですら出来たことだろう」

　言って、視線だけを十じゆう字じ架かにくれる。

　この世で最も高い建造物である十字架塔とう。

　その塔いっぱいに磔はりつけられた、神。

　今のブレスは、十字架に捧ささげられた神と同じスケールになっていた。

「おぞましいと思うか？　これが貴様らの手にしようとしている力の本質だ……！」

　雲を裂いて、ブレスの腕うでが伸びる。

「うわっ！」

　軽く、一薙ぎをするだけで、台風のような突とつ風ぷうが一帯を荒あれ狂くるった。

　吹ふき飛ばされそうになって、こらえる。

「なんて……力だ！」

　空中にいても、大地が揺ゆれているのが分かる。天にも届く身の丈たけとなったブレスは、足を動かすだけで地上を激げき震しんさせる質量を持っていた。

「このままじゃ埒らちがあかねえ、クルス、俺たちも巨きよ大だい化かするぜ」

「はいっ」

　ドオオオオオオオオオオオオン！

　光の柱が空へと走り、質量のカタマリとなったクルスディアの両足が大地を踏ふみしめた。

　土つち埃ぼこりが舞まい上がり、地上を覆う。

　けれども、成せい層そう圏けんに達しているブレスやクルスディアにしてみれば、足あし下もとが多少ざわついたに過ぎない。

「分かるか？　これが神の視座だ」

　巨大な口から吐はき出された声は、殷いん々いんと空に響き、轟とどろく。

「普ふ段だん、貴様らは足下を歩くアリに気を留めたことがあるか？」

「なにが言いたい、ブレス」

　クルスディアの声もまた、地平線の彼方かなたまで響いてゆく。

「見下ろしてみろ、地上を」

　言って、ブレスは両手を広げてみせた。

「人が塵ちりほどにも見えまい。これが今の私であり、お前だ」

「だから、踏みつぶしてもいいとでも言いたいのか？」

「世を糺ただそうと思えば、奪うばわなければならぬ生命いのちもある！」

「それで殺したのか、フィオナを！」

　ディアの意識が先に走った。

　獣けものの雄お叫たけびにも似た声をあげて、固く握りしめた拳をふるう。

　殴おう打だは顔面に撃うち込まれ、ブレスは背中から倒たおれる。

　叩たたきつけられた身体が山脈を吹き飛ばし、落ちた腕が岬みさきの先に伸びた島を二つに割る。

「だとしたら、どうする？」

「許さねえッ!!」

　ディアは叫さけび、倒れているブレスの胸むなぐらをつかみあげた。

　二発、三発、殴なぐりつけ、さらに殴る。

「フィオナはてめえを愛していたんだ！　その気持ちを裏切りやがって！　俺はてめえを信じない！　てめえがどんな立派なことを言っても！　どんなに正しくても、俺はてめえを許さない!!」

「それでこそ人ヒトだ、ディアよ！　感情に生きる貴様こそ、人ヒトそのものだ!!」

「ディアさん！」

　クルスの意識が叫んだ。

「こんな闘たたかい方をしていたら、地上が壊こわれちゃいます」

「っ！」

　気づき、ディアは大地を見渡した。

（ベル!!）

　霊れい都との北を白く彩いろどっていた山脈は、見るも無む惨ざんな凸とつ凹おうをさらし、自分が踏みしめている大地、ブレスが横たわる大地はクレーターのように巨大な窪くぼ地ちとなっていた。

　アイやスカーレットが生きているか、心配になったが、今の巨大さでは、彼女たちが声の限りを尽つくして叫んだところで聞こえはしないだろう…………。

「これが……、神の視座」

「そうだ、ディアよ。人ヒトの心では扱あつかうことの出来ぬ力だ。花には花、獣には獣、人ヒトには人ヒト、領分に見合った力がある。それが肉体だ。己おのれの身の丈で力をふるう分には犠ぎ牲せいも限られる。ところがどうだ、肉体を超こえ、道具や魔ま法ほうを使い出したところから、人ヒトはおかしくなったのだ」

「くっ……！」

　クルスディアは大地を蹴けった。

「宇宙そらに逃にげるつもりか？　ハハハハハハ！　いいだろう!!」

　ブレスもあとを追った。

　二人の脚きやく力りよくからすれば、神の力を使わずとも、惑わく星せいの引力を超える宇宙速度を出すことなど造作もなかった。

　地平線がカタチを変える。

　まっすぐに広がっていた線が、徐じよ々じよに丸みを帯びて、球となる。

　青く、白く、緑色にも茶色にも満ちた球体が視界に収まる。

「これが……、俺たちの世界!?」

　叫び、息を吞のむ。

　球体のふちに淡あわく発光する光の帯が見える。

　太陽の光を吸収して鈍にぶく輝かがやく大気の層だ。

「なんて、はかない……」

　ツメの先にも満たない薄うすい、一枚の膜まくのようにクルスとディアには思えた。

「そうだ、紙のようなうすっぺらい領域にへばりつくようにして息をつないでいるのが生命だ！　すべての生命だ!!」

　ブレスは叫び、両手を合わせた。

　ぽう、ぽう、と光が生まれ、導かれるように両手の内側に集束する。

「霊都には、お前たちの連れがまだ生きているようだな」

「何をする気です！」クルスが叫んだ。

「教会で教えられなかったのか？　公平であるためには大切な人を持ってはいけないと。偏かたよった心は心を曇くもらせ、判断を過あやまたせると」

　ブレスは自分の頭ほどに膨ふくらんだ光球を振ふりかざし、霊都にめがけて狙ねらいを定める。

「させませんっ！」

「笑わせる！　そんな弱い心でどうやってすべての人ヒトを救うというのだ!!」

　ブレスは光球を放った。

　クルスは神力でそれを消しよう滅めつさせようとしたが、真理言語そのもので構成されている光球は存在を消滅させることはできなかった。

「ならッ……！」

　ブレスと霊都を結ぶ射線に割り込んだクルスディアはそれを受け止め、ダメージを負う。

　ブレスは立て続けに光球を放った。

　クルスディアはそれを弾はじき返すわけにはいかなかった。

　跳ちよう弾だんとなった光球がどこに着弾するか分からない以上、受け止めて、消滅させるしかなかった。

「どこまで我が慢まん出来る？　クルスよ！　ディアよ!!」

　右手で、左手で、ブレスは光弾を放ちつづける。

「ぐっ！　ぐっ！　ぐ……ッ！」

「私を阻はばむことがこの世を守ることだというなら、愛する者と引き替かえにしてでも、私を倒たおすべきだろう！　それが出来ぬ心が人ヒトの限界だとなぜ分からん！」

「違ちがう！　それは人のすべてじゃない!!」

「否定するか！　その弱さこそが人ヒトなのだ!!」

　ブレスは左右それぞれの腕うでから放っていた光弾を一つに合わせると、力を練り込み、凄すさまじい輝きを放つ奔ほん流りゆうとして撃うちだした。

「マズイぞクルス！　受け止めきれねえ!!」

「対たい抗こうするしかありません!!」

　クルスとディアはそれぞれの意識を集中させた。右の手のひらと左の手のひらが合わさり、黄金色の輝きを作り出す。

　それは文字だった。

　ひとつひとつは微び少しようでありながら、激しく閃せん光こうする言葉だった。

　あまりにまぶしい輝きを放つことから、光としか形容できないそれは、〝原書〟に記された神の言葉、真理言語ロゴスだった。

　その言葉を集めた光の奔流が、ブレスの両手から放たれ、クルスとディアの手からも放たれ、激げき突とつした。

　飛び散った〝言葉〟は火の粉のように飛散しながら、漆しつ黒こくの宇宙そらを虹にじ色いろに変えていく。

　空間がひずみ、時間が捻ねじれる。

　それでもまだ、お互たがいは言葉の放出を止やめなかった。

「ハハハハハハ！　このままでは地上どころか、世界そのものが意味を失うぞ!!　いいのか、それでもいいのか、貴様たちは!!」

「くっ！」

　クルスは、ディアは、めくるめく光の渦うずに意識が途と切ぎれそうになっていた。

「そろそろ終わりか？　子供の背せ伸のびは」

「どうして……、どうしてっ……、あなたに、あなたなんかに勝てないんだ!!」

　クルスは声を絞しぼった。こみあげる悔くやしさに涙なみだがこぼれそうになった。

「貴様に足りないのは絶望だ。すべてに絶望すれば、すべてを愛することが出来る。貴様も大切なものを失って、大いなる愛に目覚めるがいい!!」

「それが立派なことだと思いこんでるのが、てめえの勘かん違ちがいなんだよッ！」

　ディアの意識が燃え立った。

「クルス！　負けんな、意識を絞り込め!!」

「は、はいっ……！」

「無理だ。私や貴様と違い、神の子クルスは憎にくむ心が欠けている。弱く、はかない、小さな精神だ！」

「それは弱さじゃねえッ!!」

　ディアは叫さけんだ。が……、

　ふっ、とクルスの意識が途切れた。

《クルスくんっ!!》

　アイの声が響ひびいた。

　途と端たん、真っ白になりかけていたクルスの精神に鮮あざやかな力が戻もどった。

「どうして……？　アイ、いま君の声が聞こえる」

《霊れい眼がんでずっと見ていたの。わたしとスカーレットさん、ジョオさんも大だい丈じよう夫ぶ》

「よかった、心配してたんだ」

《ごめんなさい、わたしたちのことが意識に入ると闘たたかいの邪じや魔まになると思って》

「そんなこと……、そんなことないよ！」

　クルスは首を振り、叫ぶ。

「君がいるから闘える。君がいるから頑がん張ばれる。絶対負けられないんだ！」

「よく言った！　クルス！　こんなヘタレ野や郎ろう、ブッ飛ばしてやろうぜ!!」

「はい、ディアさん！」

　二つの声が一つになる。

「ハッ！　愛の力とでも言う気か!!」

「クルス、どうなんだよ？」

　ちょっと冗じよう談だんめかせて、ディアが聞いた。

「愛してます。世界中にだって言えます。僕はあなたを愛しています!!」

　クルスの声は世界中に轟とどろいた。

　真理言語ロゴスの伝でん播ぱに空気の存在は関係なかった。

《クルスくん、ディアさん、負けないで！》

「おうよ！　クルス！　一気に決めようぜ」

「はいっ！」

「無む駄だだッ！　無駄だ、無駄だッ！」

　ブレスは豪ごう語ごした。

「私の絶望はお前たちよりも深い!!」

「うるっせええええええええええええッ！」

　ディアの叫びがほとばしった。

「俺の大事なもんを馬ば鹿かにしやがって！　フィオナを！　クルスを!!」

「足りんな！　そんな力では私を倒たおすことなど出来ぬよ、ディアァァァァァ！」

　ブレスはさらに放出する光力を強くした。

「な……っ！　これ以上があるのか!!」

「ディアさん、僕の力を使ってください！　僕は消しよう滅めつしてもかまいません!!」

「クルスッ、なに言ってんだ！」

「このままじゃ誰だれも守れません！　僕たちはもっと一つにならなければ、ブレスには勝てません！」

「けど、それじゃ、お前が」

「ほんの一いつ瞬しゆんぐらいなら、消滅しても、大丈夫ですよ、たぶん」

「たぶんってなんだよ、たぶんって！」

「戻ってこれる、そんな気がするんです。信じてます。ディアさんはブレスとは違ちがいます。力を手にしても、それを返すことの出来る人、でしょう？」

　自分はブレスと違う……、クルスが言ってくれた言葉に、ディアは胸が熱くなる思いがした。

「……言ってくれるじゃねえか。しょうがねえ。お前の全部、俺が貰もらってやる！」

「はいっ！」

　それは魂たましいと魂の交わりだった。

　熱い、真っ赤に灼やけた鉄のように熱いディアがクルスの中心を貫つらぬく。

　これまで受け入れたことのない侵しん入にゆう物ぶつに、クルスは身体からだを二つに引き裂さかれるような痛みを覚えた。

　けれど、それは苦い痛みではない。

　これまで以上に一つに溶とけ合えた確信に、甘い痺しびれが全身にあふれでていた。

「クルス！　いくぜ!!」

「！！！！！」

　声すら、一つに重なった瞬間、クルスディアの中から圧あつ倒とう的な力が生まれ出た。

「ぬうっ、まだまだだァ！」

　ブレスもいよいよ力を吐はき出す。

　光の奔ほん流りゆうは激げき突とつし、ますます四方八方に弾はじけ飛ぶ。

　その一つが月を貫いた。

　木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。

　だが、それを確かく認にんする者はいない。

　宇宙はたわみ、歪ゆがみを増し、満月のように丸かった地球はひしゃげ、カタチを変え、得体の知れない姿になっていた。

　時間と空間が捻ねじれ、意味を失う。

　もはやここが、現実である確率すら分からない。

　両者はとっくに命を失って、終わらない夢を見ているだけなのかも知れなかった。

「くっ……おおおお！」

　ブレスの苦く悶もんが聞こえた。

　弾け飛ぶ光の奔流が生み出した虹にじ色いろの輝かがやきに阻はばまれて、ディアはブレスの姿を見ることは出来ない。

　ブレスの身体は徐じよ々じよに崩くずれ始めていた。

「ディア……、クルス……、お前たちの、勝ちだ！」

　ほつれた毛糸を引き抜ぬき続けた時のセーターのように、言葉の光束が両手から放出されるほどに、ブレスの身体は中身を失い、消滅しようとしていたのだ。

「兄貴」

　訣けつ別べつした日から、久しく口にしなかった呼び名を、ディアは口にした。

「なんだ？」

「ただ、利用するためにフィオナに近づいたのか？　神の力さえ手に入れば、それでよかったのか!?」

「フィオナを思い出さぬ日など、一日たりとてなかった！」

「なにっ!?」

　すべてが白はく濁だくした。

　世界は弾はじけ飛び、カタチあるものは姿を失い、あらゆるものが消えていった…………。







「はっ！」

　息を詰つめて、ディアは目覚めた。

　その声にクルスは反応する。

「ディアさん！」

　二人は互たがいの顔を見て、融ゆう合ごうが解けていることに気付いた。

「元の姿に戻もどってますよ！」

「っても、俺は人ひと族ぞくのままだけどな」

「ここは、どこなんでしょう？」

　雲が重く、暗く、空一いつ杯ぱいに立ちこめている。

　視線を巡めぐらせると、西の地平線が灼しやく熱ねつ色いろにどろどろと溶けている。

　おそらく、今は夕暮れ、逢おう魔まが時。

　マグマのような空の色は夕ゆう陽ひと雲のせいだろうと思われた。

「ゃあぁあああああああぁぁぁああああ！」

　ひとつ、悲鳴が響ひびいた。

　ディアにとっては聞き覚えのある、それどころか忘れることなど出来ない声だった。

「フィオナ!?」

　弾かれるようにディアは駆かけ出した。

　クルスがあとを追う。

　ディアはここがどこだか分かっていた。

　忘れられるはずもない。

　ここは黒こく龍りゆう族ぞくの里、間ま違ちがいない。

（俺の意識は過去に戻っている！）

　ディアは確信した。

　紅月の刻、薄うす霞がすみの時、フィオナは命を奪うばわれた。

　まだ昼だというのに、夜のように昏くらい空。

　雲の薄うすい地平線だけが、炎ほのおが燃え立つように揺ゆらめき、不気味に輝いている。

　ディアは息を切るように走った。

　木立を越こえ、小川に架かけられた橋をまたいだ先に館やかたが見える。

　そこに、そこに、そこに……！

「兄貴ッッッッッッッッッッッッッッ！」

　巨きよ大だいな門もん扉ぴを体当たりでブチ壊こわし、ディアは転がるように飛びこんだ。

　痛みにもかまわず、身を起こす。

　そして信じられないものを見た。

「なッ…………!?」

　目の前には、額の中央に第三の眼めを持つ者たちが立っていた。

　霊れい眼がん族ぞくだ。

　彼らは剣けんを手にしていた。

　その切っ先は赤く濡ぬれている。

　フィオナの身体からだを串くし刺ざしにしていたせいだ。

「そん……な……！」

　怒いかりよりも先に、ディアは目を疑った。

　記き憶おくにある光景とは違ちがっていたからだ。

「どうして、あんたたちが、フィオナを」

「黒龍族が連れ去ったからだ」

　灰色の、薄いヴェールをかぶった霊眼族が答える。

「殺すことないだろう！」

「この娘むすめが死ななければ、王の力は次の姫ひめに受け継つがれない」

「だからって、仲間を！」

「裏切り者だ」

「ふざけるなよ！」

「こうして、霊眼族は神より力を受け継ぎ続けてきたのだ!!」

「バカヤロウ！」

　ディアは飛びかかり、フィオナを奪い返した。

「フィオナ！　フィオナ！　フィオナっ！」

　声を限りに名を叫さけぶ。

　彼女の細い身体をかき抱いだき、冷たくなった頰ほおに手を当てる。指先に感じた、ほんのわずかな熱にいちるの望みをかけて、抱だきしめる。

「生きてるんだろう？　フィオナ！　まだ、生きてるんだろう？」

　返事はない。

　クルスは呪じゆ文もんを唱えた。治ち癒ゆの呪文、招しよう魂こんの呪文、霊れい性せいの呪文。すべてを唱えて、すべてが無む駄だに終わる。

　すでに、フィオナは絶命していたのだ。

「こんなことって……！　こんなことってあるかよ！　なぁ、クルス！」

　気付くと、霊眼族の戦士たちは逃にげ去っていた。

「フィオナっ！」

　もう一つの声が、館の中に轟とどろいた。

　それはブレス。若きブレスのものだった。

「誰だれだ、お前たちは！」

　言って、ブレスは床ゆかに落ちた剣を拾い上げる。

「…………霊眼族！　奴やつらめ!!」

　剣のカタチから、敵の素す性じようを知ったブレスはディアたちに迫せまると突つき飛ばすようにフィオナを奪った。

「お前たち、三つの眼をした者どもの姿を見かけなかったか!!」

　この時のブレスは、クルスや、人ひと族ぞくの姿をしたディアの素性など知るわけもない。里に出入りをしている人族の商人の連れぐらいにしか思っていない。

　兄貴、と言いかけてディアは首を振ふった。

「お前が……フィオナの命を奪ったんじゃないのか!?」

　一いつ瞬しゆん、若きブレスは怪け訝げんな顔をし、答えた。

「どうして、私がフィオナを殺す」

「どうしてって、決まってるだろう！」

　激情するディアに、クルスは待ったをかけた。間に割って入るようにして、ブレスを見上げる。

「僕たちが犯人だと疑わないのはなぜですか？　霊眼族が犯人だと、なぜ確信しているのですか？」

「決まってる。フィオナが死ななければ、霊眼の王の力は次の姫に受け継がれぬからな」

「それだけの……、ために……！」

　絶句するクルス。

「お前がフィオナを連れ出さなければ、よかったことだろう！」

　叫び、ディアはブレスに迫った。

「霊眼の王は左右の眼めを奪われ、未来視の巫女みことして、一生を城の中で過ごさなければならない。それでもか」

「それはただの口実だろう！　おまえは霊眼族の力を手に入れたくて、フィオナに近づいたんだ!!」

「なにを言う、小こ僧ぞう」

「お前はフィオナを愛してなどいなかった！　力のためにフィオナを連れ出し、死なせた！」

「違ちがう！　私はフィオナを守りたかった！　けれど、守れなかったんだッ……!!」

　呻うめくように、ブレスはつぶやいた。

「守ってやると誓ちかったのに……、守れなかった！」

　涙なみだ、だった。

　若きブレスは泣いていた。

　ぼろぼろと、ぼろぼろと、二つの瞳ひとみから滂ぼう沱だの涙をこぼしはじめたのだ。

「…………私が殺したも、同じだ」

　苦く、言い切る。

　がくりと膝ひざをつき、フィオナを抱きしめ、涙を流し続ける。

「そ…………………、そんな」

　よろよろと、クルスはよろめいた。

　神を殺し、世界を滅ほろぼした〝殺さつ神じんブレス〟がこんなにも心を持った、自分たちと何も変わらない生身の人間であることに、頭が混乱してしまっていた。

　ディアはぶるぶると震ふるえていた。

「ふざけるなよ！　てめえが吐いた噓うそのせいで、俺は、俺は……！」

「小僧、何者だ。ただの子供ではないな」

　ブレスの問いはディアの耳には届いていない。

　ディアは汲くんでも汲んでもあふれ出す怒いかりのままにブレスに迫り、詰つめより、その胸むなぐらをつかみあげた。

「俺がどれだけアンタのことを憎にくんで、憎んで、憎み尽つくしたと思ってるんだ!!」

「…………ディア、なのか？」

　ぽつりとつぶやいたブレスの言葉に、ディアは息を詰まらせた。

　そのとき胸を込こみあげた熱い気持ちに、ディアは驚おどろく。

　思いもしなかった思し慕ぼの情にディアは戸と惑まどい、混乱し、否定しようと首を振った。

　けれど、身体からだが反応しない。

　忘れたはずの感情、消し去ったはずの想おもいを確かめたい気持ちがあった。

　この時のブレスは、この時の兄は、

　自分を愛していたのか、憎んでいたのか。

　我が慢まん出来ず、ディアは口を開いた。

「俺は人族だぞ。アンタと兄弟なわけがないだろう！」

　すると、クルスが割って入った。

「僕たちは、本来、この時間にいるべき人間ではありません」

「時間？」

「未来から来ました」

「未来の私は、フィオナを殺したのは私だと言ったのか？」

　言って、ブレスは黙だまり込んだ。

「なに黙っていやがるんだ！」

「お前の姿は、術をかけて変えられたのだろう？　このあとの私に」

「そうだ！　てめえが俺をこんな姿にしやがったんだ!!」

　語るに落ちる台詞せりふを吐はく。

　ディアは感情の虜とりこになっていた。兄を前にすると、制せい御ぎよできない気持ちが胸にあふれ、どうにもならなくなった。

　これまでの十年。

　運命を憎み、すべてを奪うばった兄を恨うらみ、怒り、ただ逆ぎやく襲しゆうするために生きてきた自分は何だったのか。なんのためにここまできたのか。

　ブレスの顔を見ているだけで、次々と言葉がほとばしった。

「適当なことを言うなよ！　俺はなあ、俺たちはなあ、どんな思いをしてここまで来たのか、てめえなんかに分かると思うのかよ！」

「私はこれから霊眼族を滅ぼし、神を殺しに行くのだろう？」

「っ！」

　きっぱりと答えるブレスの言葉に、ディアは絶句した。

「そんなことをすれば、黒こく龍りゆう族ぞくは人類一〇八族すべてを敵に回し、滅ぼされることになる。だからディア、お前には龍族ではない姿を与あたえたのだ」

「し……、信じられるかっ！」

「信じずともいい。お前が生きていれば、それでいい」

「ふざけるなあぁぁぁぁあああアアアッ！」

　ディアはブレスを殴なぐり飛ばそうとした。

「やめてください！」

　クルスがディアの拳こぶしをつかみ、間に割って入る。

「クルス、てめえ、どっちの味方だよ！」

「でもこの人は、今のこの人は、ディアさん、あなたを愛していたんですよ！」

「だからどうだって言うんだ！　コイツは、コイツは俺をムチャクチャにした！」

「でもっ」

「コイツの吐ついた噓のせいで、俺はコイツを、この馬ば鹿かを憎み続けてきたんだ！　この十年。死ぬほど、死ぬほど、憎み続けてきたんだ!!」

　叫さけびながら、ディアは自分が嗚お咽えつしていることに気付いた。

　泣くつもりなんてなかった。

　泣いてやるものかとすら思っていた。

　泣く理由なんてない。

　自分が憤いきどおっているのは、騙だまされた悔くやしさだけで、涙なみだを流す理由なんてない。

　ないはず、だったのに。

「そうしなければ、お前は命に代えても私とフィオナの仇かたきを討うとうとするだろう？」

「……………………………………ちくしょおおおおおおおおおおおおおお────ッ！」

　行き場を失った拳を、ディアは壁かべに打ち付けた。樫かしの木で出来た壁は亀き裂れつを立てて割れ、ディアの皮ひ膚ふを傷つける。

　ディアは自問した。

　何が悪かったのか。

　くだらない掟おきてをもった霊れい眼がん族ぞくが悪いのか。

　それはそうだろう。

　ならば、フィオナのために仇を討つことが正しいのか。

　それはブレスと同じだ。

　ハッ、と気付く。

「だから、噓を…………！」

　思い至り、がくりとディアは膝ひざをついた。

「そんな、兄貴は、俺を…………」

　信じられない顔をしているのは、クルスも同じだった。

「わかりません！　ブレスさん、僕にはあなたが分かりません!!」

「なにがだ？」

「神を殺したら、世界がどうなるのか、分からなかったのですか！」

「分かっていたさ。だが、それがどうした？　フィオナは死ぬべきだったのか？」

「……………………」

　とっさには答えられず、クルスは絶句した。

　首を振ふって、ブレスに言葉を返す。

「でも……、あなたのしたことは間ま違ちがってます！　どうして、フィオナさんを守りたかったあなたが、愛を知るあなたが、なぜ、そんなことをするんですか！」

「たったひとり、フィオナのために祈いのる者がいてもいいだろう」

「違う、それは愛じゃありません！」

「少年よ。それも人だよ」

　ブレスは言い切り、立ち上がった。

「どこに行く気ですか！」

　玄げん関かんに先回りをし、クルスは両手を広げて立ちはだかった。

「霊都に向かうなら、通しません」

「ならば、ここで私を殺すか？　少年よ」

　はい、とクルスは頷うなずくことが出来なかった。

「やめてください。霊都を滅ほろぼしたところでフィオナさんは蘇よみがえりません!!」

「償つぐなわせてやるのだ。二度と戻もどらないものを奪うばった罪を」

「お願いです！　行かないでください！　僕はあなたを倒たおしたくありません!!」

「なぜ、お前が泣く？」

　ブレスに言われて、クルスは気付いた。

　自分もまた、涙を流していることに。

「もっと別の道が！　もっといい道があるはずなんです！　未来のあなたは少しも幸せじゃなかった!!」

「フィオナを失ったのだ。幸せなどあるわけがない」

　と、その時だ。

《……アよ……、ディアよ……》

　ディアの意識の中に聞こえてくる声があった。

「ブレスっ!?」

　死んだはずの声が追いかけてくることにディアは驚おどろいた。

　それは自分と同じ時間を生きていたブレス。先ほどまで戦っていたブレスの思念だった。

《迷うな、ディア、私を殺せ》

「でも、」

《どうしてお前たちをその時空に送ったか分からぬか》

「兄貴が？　兄貴が俺たちをここに!?」

《この時の私は、まだ、お前に対する愛を持っていた。せめてお前だけには生き残っていて欲しいと、噓うそをついてまで、お前を人族の地に飛ばした。けれどもどうだ。再会した時の今の私は、お前たちを殺そうとした》

「それは……」

《元より世界を手に入れるつもりなどなかった。仇さえ討てれば、フィオナの墓前で過ごせればいいと思った。けれどもどうだ。気持ちは少しも癒いやされることがなかった。沸ふつ々ふつと湧わき上がる絶望に耐たえきれなくなり、何かを恨うらまずにはいられなくなった。あげくはお前たちの力を取り込むために、守ろうとしたお前を手に掛かけようとすらした》

「でもそれは、神のヤツが、俺たちに力を」

《頼たのむ、地じ獄ごくの苦しみから私を救ってくれ》

「……………………………………っ！」

　ゆっくりと、ディアは立ち上がった。

　静かにクルスの傍かたわらに歩み寄ると、その肩かたに手を置き、耳に言寄せるようにつぶやく。

「倒すぜ、クルス」

「でも、ディアさん！」

「いいんだ。兄貴を救うにはそれしかねえ」

　ディアは言い切った。

「兄貴はフィオナへの愛をまっとうしたいんだ。たとえ自分が死んでも、世界を滅ぼしてしまってもな」

「そんなの……、あまりにも……！」

「クルス、それも人さ」

　言って、ディアはブレスの前に立った。

「一いつ緒しよに死んでやるよ。どうせ元の時間には戻れないんだ」

「たとえお前が弟でも、この道を阻はばむというなら、手に掛けるぞ」

「最後まで迷めい惑わくかけやがって」

　言って、ディアはうつむいた。

　ぐすっ、と鼻の鳴る音がして、顔をあげる。

「あの世じゃ、少しは仲良くやろうぜ、馬ば鹿か兄貴」







　ディアの剣けんがブレスを貫つらぬいた瞬しゆん間かん、世界はまっぷたつになった。

　あるいはまっぷたつになったのはディアとクルスなのかもしれない。

　歴史を変えたのだ。

　もし、時空に意思があるのなら、過去に戻って歴史を糺ただそうとした人の浅はかさを笑っているのかもしれない。

　無。

　ただひたすらな無の中をクルスとディアは漂ひよう流りゆうしていた。

　どれほどの時間が経たったのか。

　いや、もはや捻ねじれた歴史に時間の意味などないだろう。

『いつまで寝ねておる？』

　ふと差した言葉に、クルスとディアは目を覚ました。

　二人は真っ逆さまに落ちていた。

　何層にもわたる半はん透とう明めいな壁へき面めんを、不可思議な紋もん様ようが躍おどっている。

　紋様のひとつひとつは絵のようでもあり、記号のようでもあり、文字のようでもあり、どれでもないようにも見えた。

　そして、それらに意味がないこともクルスとディアは知っている。

　底知れぬ暗くら闇やみに向かって延びてゆく奈な落らくの井い戸ど。その中を二人は落ちていく。

　井戸の底で誰だれに会えるのかすら、今の二人は思い出していた。

「神さま…………」

『気付いておったか』

　クルスの声に、少女は反応した。

　その姿もまた、仮のものだ。

　以前、ディアを挑ちよう発はつするために創つくり上げた、偽いつわりの姿だ。

　神とは、本来、カタチのないものなのだ。

「何の用だよ。今さら」

　ぶっきらぼうにディアは言う。

　神を頼たよろうと思ったことは一度もないが、今さらのうのうと出てくる無神経さに、腹の立つ思いがあった。

『見つけるのに時間がかかった。別の時空に飛んだおぬしたちを見つけ出すのに』

「神にも管かん轄かつがあるのかよ」

『別の時間が生まれた。ブレスが死ぬことで、お前たちの生きてきた歴史とは違ちがう世界が生まれ、お前たちは弾はじきとばされた』

「僕たちのいた世界はどうなったんです!?」

　クルスは詰つめ寄った。

『大だい丈じよう夫ぶだよ。ボロボロだが、生き残ってはいる。わしが生きているのが証しよう拠こだ』

「よかった……」

　安あん堵どの声をクルスはもらした。

『おぬしたちはどちらの世界に戻もどりたい？』

「えっ」

『元の世界、そしておぬしたちが創り出した新しい世界。おぬしたちには選ぶ権利がある。どちらでも好きな世界に送ってやろう。わしからの、せめてもの礼だ』

　クルスとディアは互たがいの顔を見合わせた。

　言葉は必要なかった。

　ディアがうなずき、クルスが口を開いた。

「僕は、みんなのいる世界に戻りたいです」

『いいのか、ひどい世界だぞ。崩ほう壊かいこそ止まったが、死んだものが蘇よみがえることはない』

「それでも、みんながいます。ジョオやアイや、みんながいます」

『人生をやり直したいとは思わないのか？』

「ゼロにされちゃたまんねえよ」

　ディアは言って、クルスの肩かたを抱だく。

「一人じゃないんだ。なんだって出来るさ」

『まぶしいことだな』

　一人ぼっちの神さまは、最後につぶやいた。







　まっぷたつに折れた十じゆう字じ架か塔とうに、磔はりつけにされた神の姿はもはやない。

　美しい白しら峰みねを誇ほこっていた山脈は粉々に砕くだかれて無む惨ざんな姿をさらし、まるで海のように一面の緑を広げていた森林も虚むなしい焼け野原と化している。

　霊れい都との街並みは瓦が礫れきの山と化し、その外れに咲さき乱れていた花は一輪も残ってはいない。

　ただ、墓だけがぽつんと残っている。

　その碑ひにはひとつの名前が刻まれている。

　ディアはその隣となりに別の名前を刻み込んだ。

　ブレス・ブレイス、と。

「幸せにな」

　言って、ディアは優やさしい顔をした。

　そばにはクルスやアイやスカーレット。そしてジョオも待っていた。

「で、どうするんだよ、お前らは」

「さてのう」

　スカーレットは細い顎あごに手をやった。

「月の呪のろいを解ければと思って始めた旅だが、肝かん心じんの月がなくなってしまっては、いよいよ天下無敵ということになるからのう」

「クルスくんは、どうするんです？」

　アイが訊たずねた。

　クルスはう～ん、と首を捻ひねり、

「色んなことがありすぎて、気持ちの整理がまだつかないんだ」

「時間はあるんです。ゆっくり決めていけばいいですよ」

　微笑ほほえみかけたのはジョオだった。

「だな、急ぐことはねえさ」

「勝手に同意しないでください。僕は別にあなたの意見を求めたわけじゃないですから」

「なんだよ、テメェ、かわいくねえな」

「ジョオも、ディアさんも、落ち着いた途と端たんに揉もめるのはやめてください！」

　もうっ、と顔をしかめて、クルスが怒おこる。

　すると、誰だれ彼かれともなく、笑いが起こった。

「えっ、なんで？　どうして、そこで笑うんです？」

　きょとんとなるクルス。

　ますます皆みなの笑いは大きくなった。

　月が砕け散るほどの事態を経てもなお、一いつ瞬しゆんで日常に戻れる復元力の強さに、みんなはおかしさを我が慢まんすることが出来なかったのだ。

　ほんのちょっとのきっかけで、いつもの姿に戻れる。

　それが人の持つ、図ずう々ずうしさであり、バイタリティでもあった。

「ディアさぁ────────ん」

　遠くから、声が聞こえた。

　見ると、空の彼方かなたから翼よく獣じゆうケルベロスに乗って、ベルの姿が見えた。

「あいつ……」

　ディアは苦く笑しようする。

　ベルと交かわした約束を思い出す。

「しょうがねえなあ」

「姫ひめさまぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　そのあとを、ケルベロスよりはかなり小さいが、別の飛龍が追いかけていた。

　背には男の姿が。

　誰なのか、確かめるまでもあるまい。

　やれやれとディアは肩をすくめた。

「のんびりしてる暇ひまはなさそうだぜ」

「どうするんです、これから」

　クルスが訊ねる。

　するとディアはクルスの肩を叩たたき、うながすように笑って、駆かけだした。

「走りながら考えるさ!!」

























「…………それから？　それからみんなはどうなったの？」

　優やさしい顔立ちをした子供が、ジョオの顔を見上げた。

　髪かみの毛はさらさらとした銀ぎん髪ぱつ。眼めは碧へき眼がん。

　額には、いつか開かれるだろう、第三の眼のしるし。

　名を、ロゼッタと言う。

　年はまだ五つ。好こう奇き心しん一いつ杯ぱいの瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせて、ロゼッタは椅い子すに座って話をしてくれるジョオの足にもたれかかった。

　相手を信しん頼らいしきったまなざしが、クルスによく似ている。

　そんな眼で見つめられては、ジョオが嫌いやと言えるはずもなかった。

「みんなは別々の道へ旅立ちました。クルスさま、あなたのお父上は砂の都へと戻もどり、街にかけられた呪のろいを解いたのです」

「お母さんは？」

「アイさまは、そのあともクルスさまと旅を共にして、この街にたどりつきました」

「お父さんはどうして、旅をやめちゃったの？　僕が生まれたから」

「違ちがいますよ」
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　言って、ジョオはロゼッタの頭を優しく撫なでた。

「当時、戦いが終わったばかりのこの街には、身よりのない子供がたくさんいました。クルスさまは自分が悟さとりを得るために旅を続けるより、目の前にいる人たちの力になるほうが大事だと思ったから、この街に教会を建てることにしたんですよ」

「ディアは？　ディアおじさんはどうなったの？」

「ああ、ディアですか」

　どうでもよさげにジョオはため息をつき、

「あの人なら、野の良ら犬いぬに食べられたって話ですよ」

「無責任なこと言うんじゃねーっ!!」

　と、部屋の扉とびらがいきなり吹ふき飛ぶ。

　現れたのは誰だれあろう。ディア・ブレイスだ。

「あ、生きてた」

「生きてた、じゃ、ねーだろ！」

「ディアおじさん！」

　ロゼッタは満面の笑えみを浮うかべ、とてとてと駆かけ寄る。

「元気してたか、オカッパ坊ぼう主ず」

「坊主じゃないよ！」

「はは、クルスは元気してっか？」

「お父さんは瞑めい想そう中だよ」

「……ったく、アイツはいつまでたってもクソ真ま面じ目めだなぁ」

「あなたがいつまでたってもクソ不真面目なんですよ、ディア」

「どういう意味ですか」

「聞くところによると、まだ世界中をフラフラと遊び回って、ベル姫ひめさまと結けつ婚こんもしてないって言うじゃないですか。男として無責任だと思いませんか？」

「無理だって」

「なにが無理なんですか！」

「ディアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア～っ！」

　聞き覚えのある絶ぜつ叫きよう、吹き飛ぶ窓、現れる男は自分が何をしでかしていても、常に冷静なまなざしを変えない……。

「ロックさん！」「てめ、こんなとこまで！」

「ディア、王になるためには学問が必要だと何度言ったらわかるのだ！　勉強、勉強！」

　どこに隠かくし持っていたのか、ロックは羽織っていたマントの下から書物を次々に取り出してみせる。一冊、二冊、三冊、四冊、本はたちまち長身のロックを追い越こしてしまう。

「さあ、今日の課題だ」

「ムチャ言うなよ!!」

　やれやれ、とジョオはため息をつき、

「あなたも大人なんだから、嫌なことでも頑がん張ばる習慣を身に付けたらどうです？」

　と、肩かたをすくめるジョオに、ロックが視線を向ける。

「久しぶりだな、ジョオ、達者にしていたか？　ん……、その子は？」

「クルスさまのお子様です」

「なんだ、結婚もせずに、クルスの子供の世話をみているのか」

「はい」

「なにやら犯罪の臭においがするな」

「どういう意味ですか！」

　すると横合いからひょいとディアが首をつっこんで、

「ロゼッタ、こんなヤツの言うこと聞いてっと、結婚できねえぞ」

「あなたたちだって同じじゃないですか!!」

　部屋の空気が一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てんを超こえる。

　ゆらり、と陽かげ炎ろうのような熱気がたちこめ、誰とはなしに、三人の大人たちの手のひらに力が宿った。

「ジョオ、今のは聞き捨てならん台詞せりふだな」

「久しぶりに、やりますか？」

「けっ、こうじゃなくちゃな」

　愉ゆ快かいそうにディアは親指を立て、鼻を弾はじく。

「発はつ勁けい！」

「八は魔ま顕けん現げん蛇じや爛らん爆ばく熱ねつ地じ獄ごく！！！！！」

「天焦こがす紅ぐ蓮れんの炎ほのおよっ!!」

　三人の必殺技が一方的に炸さく裂れつした。

　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ────────ン！

　瓦かわら葺ぶきの屋根が吹き飛び、小屋は一瞬で粉々になった。

「何があったの!?」

　礼拝堂から飛び出してきたのはクルスとアイだ。

　ジョオとロゼッタの身に何があったのかと青ざめていた二人の顔は、見慣れた仲間たちの煤すすにまみれた顔を見た途と端たん、やれやれと安あん堵どと呆あきれの入り交じった表情になり、

「…………ホントに相変わらずなんですね、みなさん」

「それが久しぶりに会ったヤツに対する顔か？　クルスっ!!」

「ええい、ディア。とにかく貴様は学を修めろ、そうしなければ姫様との結婚は認められん」

「やなこった、べー」

　ディアが逃にげ出そうとし、ロックが追いかけようとした時だ。

　とつぜん、二人の影かげがむくっと起きあがり、二人の身体からだを羽は交がい締じめにした。

「なっ！」「どういうことだ!?」

　ホホホ、と庭の向こうから鈴すずを鳴らすような微かすかな笑い声がする。

「二人とも、わたくしをおいてけぼりにして、なんの話をしているのかしら？」

「ベル！」「姫様!!」

　二人を羽交い締めにした影の尖せん端たんは糸のようになっていて、まっすぐに一人の女性の白く細い指先へとつながっている。

「人様の家で、おいたは駄だ目めだって何度言ったら分かるの？」

　五年という時が経たっても、ベルの面おも差ざしは変わらず愛らしく、少女の面影を残している。

　穏おだやかな、さざ波一つない静かな湖の水面みなもを思わせる笑えみを顔に浮うかべていた。

　けれどもその背中には、王者としての風格オーラを漂ただよわせている。

　その証しよう拠こにさっきまで元気だったディアとロックの顔色はみるみると青ざめて……、

「姫様、これは実じつ践せんも兼かねた武術の訓練でして」

「ベルっ、話せばわかる!!」

　にこり。

　ベルは微笑して、必殺の呪じゆ文もんを口にした。

「アバロン王統秘術……、水すい影えい蝶乱舞バタフライ!!」

　バチバチっと、黒い糸に紫し電でんが走った刹せつ那な、一万ボルトを超える電流がディアとロックの身体を貫つらぬいた。

「ぎゃああああああああああああああああ！」

　二人は、蝶ちようのように踊おどった。

　それを見て、クルスはぽそりとつぶやいた。

「ジョオ……」

「なんですか、クルスさま」

「なんか、みんなもう相変わらず過ぎるね」

「……呆れました？」

「懐なつかしくて、涙なみだが出そうになった」
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　…………忘れてました。ここに出てこなかった人のことも触ふれておきましょう。

「伝説を作る」といって旅立ったスカーレットさんについては、海を越こえてやってきた商人のみなさんから、何かと話を伝え聞きます。

　一説によると、どこかの女王になったとか。

　王の権力を使って、どんな歴史書を書き上げるのか、楽しみですね。

　ベッツィさんは大陸一の豪ごう商しように、カスケードさんは宝珠オーブを使って、あやしげな商売を始めてはあちこちでトラブルを起こしているそうです。みなさん、相変わらずですね。

　あと、ベルさまはディアにプロポーズされて（させて？）、めでたく結けつ婚こんされたそうです。

　産んだ子供はなんと一六人。女の人って凄すごいですね。

　生しよう涯がい、結婚はしないとか言っていたロックさんですが、ベルさまの娘むすめさんと結ばれてしまうんです。なんか犯罪の臭いがしますね。




「……なに、書き物をしているんだい？」




　クルスに呼び止められ、ジョオは走らせていたペンの筆先を止めた。

「ただの日記です。毎日の出来事を忘れないように。子供の頃ころからの癖くせなんです」

「ジョオは昔っから変わらないね。いつまでも」

「クルスさま」

「なに？」

「ひとつ、質問してもいいですか？　昔から、気になっていたことがあって」

　こくり、とクルスは頷うなずいた。

「僕たちの旅って何だったんでしょうか。神を目覚めさせて、この世界を救うんだって旅だったのに…………、こんな街でひっそりと教会を営むことが正しい答えだったんでしょうか？」

「ジョオは、不満なのかい？」

「いいえ、クルスさまにはもっと輝かがやかしい道があったんじゃないかって思うことがあって」

「それは違ちがうよ、ジョオ」

「え」

「たった一人を救えることを馬ば鹿かにしちゃいけないよ」

「分かってます。でも！」

「昔の僕は、一日で森を造つくる方法ばっかり探してた気がする」

　と、クルスは外にある森を指さした。

「でも、そんな道はどこにもないんだよ。一本の苗なえ木ぎから始まって森を広げるには、気の遠くなるような時間が必要だけど、しっかりと根を張ったぶん揺ゆるがないんだ。誰だれかが無理矢理に造り替かえようとしたものより、ずっと」

　それはブレスが身をもって教えてくれたことだ。

「僕たちが育てた子供は、また新しい子供を育てるよ。そうやって世代を繰くり返していけば、優やさしい森が造れる。僕はそう信じてるんだ」

「私たちが生きている間に、世界中を森にすることは出来るんでしょうか」

　クルスは優しい笑みを浮かべながら、首を振る。

「誰にも、世界は変えられないよ。だって、人の気持ちは誰にも奪うばえないんだから」

「クルスさま……」

　すうっと、一ひと粒つぶの涙がジョオの頰ほおを流れ落ちた。

「ジョオ」

「なんでしょうか」

「僕も、昔から一つだけ、気になっていたことがあるんだ、質問していい？」

「はい」

「僕が神を捜す旅に出ると決めて仲間を捜したとき、なんで真っ先に手を挙げてくれたの？」

「私に初めて話しかけてくれたのがクルスさまでしたから」

「えっ」

「私、実は教会の中で一人ぼっちだったんです。親を亡なくして、ちょっと気持ちが尖とがっていたことがあって、誰にでも八つ当たりして。クルスさまにもひどいこと言ったりしたんですよ」

　言いながら、恥はずかしそうにジョオは顔を伏ふせた。

「でも、クルスさまは次の日になるとなんでもなかったかのように笑え顔がおで話しかけてくれて、その時に、自分もクルスさまのような人になりたいなって思ったんです」

「それだけで、僕に？」

「優しさに大きさも小ささもありません。そのときから、クルスさまはたった一つの太陽だったんです」

「それは僕も同じだよ」

「えっ」

「僕はジョオに教わったよ。無私の心、決めたことを貫つらぬく一いち途ずさ、そして勇気。それに比べて僕は不ふ甲が斐いなくて、キミが寝ねている隙すきに逃にげ出そうとしたこともあった」

「ありましたね、そんなこと」

　くすっと、ジョオは笑った。

　思えば、そこから全すべてが始まった気がする。

　ディアとの出会い、宝珠オーブの目覚め、ブレスとの邂かい逅こう…………。

「ジョオ」

　言って、クルスはジョオの手のひらを握にぎりしめた。

「僕と友達になってくれて、ありがとう」







　あとがき







　何が何でも物語は決着させる！

　シリーズ終しゆう了りようが決まった瞬しゆん間かん、わたしの胸に浮うかんだのはそれだけでした。

　雑誌掲けい載さい分の収録もあったので、一〇〇ページほどの尺しか残っていませんでした。

「第一部完でもいいから」とも言われましたが、無責任なことはしたくありませんでした。

　始めた物語は終わらせること。

　結果を出せなかったわたしに出来ることはそれだけだと思ったからです。

　そして最後の最後まで全力を尽つくすことが後こう悔かいしないことだと信じています。

　凸でこ凹ぼこのいっぱいある作品です。けれども大切な作品です。

　最後まで付き合ってくれたあなたに心からのありがとうを。マジ、愛してる。




　追つい伸しんの１、ちょっとだけ集英社に里帰りします。スーパーダッシュ文庫で「初はつ恋こいマジカルブリッツ」始めました。挿さし絵えは天広直人さんです。本屋さんで見かけたらチェックしてね！

　追伸の２、スニーカーでもすぐに復活します！　秋を楽しみにしててね！







●あすか正しよう太た




言行一致

冒険小説を書くからには、作者であるわたしも旅をしなくてはと。

「格好良いじゃん、どこ行ったの？」

ソウル、シカゴ、サイパン、ダラス、香港、オーランド、バリ、グァム、マニラ、セブ……。

「お前はこの半年に地球を何周したんだ!?」

２００５年は暇をみつけては旅をしてみようと。

「暇をみつけては小説を書いている、の間違いじゃないのか!?」

失敬な！　去年より仕事してるのに！

「じゃあ、去年はなにしてたんだ!?」

うっ…………。




第３回少年ジャンプ小説大賞出身。

現在のシリーズは「総理大臣のえる！」（角川スニーカー文庫）「初恋マジカルブリッツ」（集英社スーパーダッシュ文庫）など。
















カバー・口絵・本文イラスト／玲衣

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










ドラゴンクルス




３．二人ふたりの決けつ断だん！








あすか正しよう太た





[image: ]





平成27年7月1日　発行





(C) 2005 Shouta ASUKA, REI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『ドラゴンクルス ３．二人の決断！』

平成17年8月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
o e





item/image/p111.jpg





item/image/p155.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p004-005.jpg
O-5~ hDE
HTRILDEE
HEBUEF. NI

EHBHICT K

ETERTR

A; B!1?

~h

g EE0—S5

~DIEE.
ADEDOEL
HEBRFERE
FAPICBiD

VA TV1A
71 7 DfEND%
T+ FFERL.
HMEBRICL. 7
ZBRRLUICSB.

?

RVICE>TAD
BILEZSNTL

el =1 HEOTF.

3

BICENrmz
HSEDBEED
DE, WICHZ
ARREATHS
5&£T 3

BHR~DEZ
BLTENT
E2BIRBED
P&, IR
Z®/S.

AA=bo b
FLBDEIC
FEHEWSIR
VWzhiFsn
fev—Rr32
rDIEE, F






item/image/p071.jpg





item/image/gaiji-taikyoku-001.png





item/image/p075.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p105.jpg





item/image/p307.jpg





item/image/p305.jpg





item/image/gaiji-cid12218-m-v.png





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		ＰＴ．１　気になるだけです！



		ＰＴ．２　最強の呪い！



		ＰＴ．３　美しすぎる！



		ＰＴ．４　永遠の約束！



		ＰＴ．５　神の死す場所！



		ＰＴ．６　光ある世界を！



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/gaiji-0002.png





item/image/p063.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/p139.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/p219.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
> ,_.1

/) ﬁ





item/image/toc-001.jpg
PT. 1 ﬁEg%EUC?!

‘
55270) R
63

+
XLIES!
111

‘
KiEDFER !
155
¢+

PT.5 oI EHMm!
203
‘

PT. 6 XISz !
245
‘

Ten—y

305

*
HENE
318






item/image/p245.jpg





item/image/kuchie-006.jpg
-

=

£ e D A‘/\«« QVMI

¢
| \
;@N\\ / m

[

fee .

P FOFESIRR!
E \{

3
\\

:;‘r 3
7 4 2By &

-

J

" - » - \ .ni
G, .ﬁ;u.um&b@.mtfc)ﬂ"/gl





item/image/kuchie-007.jpg
PT.6 JEsa !






item/image/kuchie-004.jpg
{

MO MR

R

M) A
N S R






item/image/p007.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
PT.4 RIBEOFIH !






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
(R

pT2 SRRl





item/image/p125.jpg





